
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
五
号
（
一
九
七
九
年
三
月
）

山
岸
文

庫
本

要
旨
山
岸
徳
平
博
士
蔵
の
「
物
語
古
写
本
」
（
黒
川
本
）
と
題
す
る
中
世
擬
古
物
語
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
初
め
に
年
立
・
系
図
を

付
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
他
に
類
本
を
見
な
い
た
め
、
仮
に
内
容
か
ら
「
栗
栖
野
（
く
る
す
の
）
物
語
」
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

栗
栖
野
物
語
（
仮
称
）

ｌ
解
説
と
翻
刻
Ｉ

伊
井
春
樹
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印
、
本
文
第
一
丁
の
右
一

れ
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、

本
書
は
タ
テ
二
○
・
一
、
ョ
．
一
三
・
九
セ
ン
チ
、
本
文
料
紙
は
楮
紙
、
一
面
一
四
行
書
き
、
墨
付
四
三
丁
、
袋
綴
の
一
冊
本
。
表
紙

は
白
地
に
薄
藍
に
よ
る
唐
草
摺
模
様
、
左
肩
に
「
物
語
古
写
本
全
」
と
打
付
書
、
遊
紙
の
下
方
と
巻
末
に
「
筒
井
蔵
書
」
の
円
形
朱

印
、
本
文
第
一
丁
の
右
下
に
は
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
の
方
形
朱
印
が
見
ら
れ
る
。
書
写
年
代
は
江
戸
中
期
か
と
思
わ

黒
川
本
筒
井
文
庫
蔵
本
也
、
昨
春
借
覧
後
、
俗
事
多
端
無
返
却
之
期
、
偶
然
聞
筒
井
氏
蔵
書
処
分
、
乃
船
橋
坊
筒
井
氏
黒
川
本
悉

（
マ
マ
）

皆
譲
渡
テ
実
践
女
践
之
件
談
合
了
、
氏
為
所
贈
本
書
於
余
之
書
架
云
々
、
六
月
廿
日
記

と
の
、
山
岸
徳
平
博
士
筆
に
よ
る
入
手
に
い
た
る
識
語
が
付
さ
れ
る
。
船
橋
市
の
筒
井
政
憲
氏
旧
蔵
（
筒
井
文
庫
）
黒
川
文
庫
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
実
践
女
子
大
学
が
一
括
購
入
し
た
が
、
そ
の
折
本
書
は
山
岸
文
庫
に
襲
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
右
は
そ
の
間
の

事
情
を
記
し
て
い
る
よ
う
で
、
ま
た
「
六
月
廿
日
記
」
と
す
る
の
は
、
同
じ
昭
和
二
十
五
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
内
容
的
に
は
南
北
朝
期
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
恋
愛
物
と
合
戦

讃
と
の
組
み
合
せ
に
よ
る
擬
古
物
語
で
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
明
ら
か
に
し
た
く
思
っ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
文
の
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
年
立
と
系
図
を
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

（
付
記
）
本
書
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
山
岸
徳
平
博
士
か
ら
の
御
厚
情
を
賜
る
と
と
も
に
、
翻
刻
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
お
す
す
め
下

さ
り
、
心
か
ら
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
書
名
に
つ
い
て
は
、
お
願
い
し
て
い
た
も
の
の
、
お
手
紙
な
ど
で
も
自
由
に
と
の
お

話
し
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
「
山
岸
本
物
語
」
と
か
、
冒
頭
を
と
っ
て
の
「
さ
る
ほ
ど
に
物
語
」
と
か
考
え
は
し
た
が
、
姫
君
の
生
れ

育
ち
、
回
想
も
さ
れ
る
「
栗
栖
野
」
を
さ
し
む
き
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
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栗栖野物語（翻刻）（伊井）

|''JⅣ17

さ
だ
ふ

さ
年
齢

〔
年
立
〕

19 1420 18

一

月

’
’

日

○
さ
だ
あ
き
ら
（
さ
だ
ふ
さ
長
男
）
誕
生
。

○
さ
だ
ふ
さ
、
栗
栖
野
姫
と
契
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
、
将
軍
よ
し
も
り
の
隠
謀
に
よ
り
、
無
実
の
罪
な
が
ら
出
羽
国
へ
配
流
。
栗

栖
野
姫
、
須
磨
に
捨
て
ら
れ
る
。
老
尼
に
助
け
ら
れ
、
一
の
谷
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
や

が
て
五
月
五
日
に
若
君
（
よ
し
ふ
さ
、
さ
だ
ふ
さ
二
男
）
を
出
産
す
る
。

○
大
姫
君
（
さ
だ
ふ
さ
長
女
）
誕
生
。

事

’
項

’

丁
数
一

一

オ
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Hf~
○
権
中
納
言
さ
だ
ふ
さ
、
出
羽
国
に
籠
城
し
て
七
年
目
と
な
る
。
都
で
は
、
筑
紫
の
将
軍
よ

し
も
り
が
横
暴
を
き
わ
め
る
ふ
る
ま
い
。

○
さ
だ
ふ
さ
に
赦
免
の
倫
旨
。
さ
ら
に
、
よ
し
も
り
追
討
の
宣
旨
が
下
さ
れ
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
、
東
海
道
の
御
家
人
十
万
余
騎
を
率
い
て
上
京
。

○
さ
だ
ふ
さ
勢
、
近
江
国
瀬
田
の
橋
ま
で
進
撃
。
よ
し
も
り
勢
は
西
洞
院
を
城
郭
と
し
、
上

皇
・
主
上
を
移
し
、
守
備
を
固
め
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
、
西
洞
院
を
攻
撃
し
て
合
戦
と
な
る
。
院
・
天
皇
を
救
出
、
よ
し
も
り
と
左
大

臣
さ
だ
み
ち
（
さ
だ
ふ
さ
の
兄
）
は
、
一
旦
都
を
退
く
。

○
大
宮
面
で
合
戦
が
再
開
さ
れ
る
。

○
よ
し
も
り
・
左
大
臣
勢
は
伏
見
に
籠
も
る
。
さ
だ
ふ
さ
は
攻
撃
し
、
二
人
を
生
け
捕
り
に

す
る
と
と
も
に
伏
見
殿
に
火
を
つ
け
る
。
そ
の
ほ
か
、
葉
室
大
納
言
は
生
け
捕
り
、
千
葉

中
納
言
、
吉
田
三
位
は
討
ち
死
に
す
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
よ
し
も
り
の
首
を
刎
ね
、
左
大
臣
を
預
る
こ
と
に
す
る
。

’
九
オ

ニ
○
オウ

一

一

一

ウ
四四

オオ
四
ウ

四
ウ

’
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栗栖野物語（翻刻）（伊井）

同
二
十
二
日

同
二
十
三
日

同
二
十
四
日

八
月
七
日

同
中
旬

同
十
六
日

六
月
頃

○
嵯
峨
に
隠
棲
し
て
い
た
今
出
川
殿
下
は
帰
京
し
、
さ
だ
ふ
さ
と
父
子
の
対
面
を
す
る
。

○
主
上
は
二
条
内
裏
へ
、
上
皇
は
院
の
御
所
へ
還
御
。

○
除
目
が
行
な
わ
れ
、
今
出
川
相
国
は
殿
下
に
還
任
、
さ
だ
ふ
さ
は
権
大
納
言
と
な
る
。

○
太
宰
府
勢
の
攻
め
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
動
き
を
察
知
し
、
権
大
納
言
さ
だ
ふ
さ
は
、
岩
瀬
・

北
条
・
秩
父
の
兵
十
万
余
騎
を
遣
わ
す
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
、
高
倉
殿
を
修
復
し
て
移
り
住
む
。

○
太
宰
府
の
合
戦
で
、
反
乱
軍
の
右
大
臣
も
り
つ
な
将
軍
は
自
害
。
一
族
の
筑
前
中
将
も
り

さ
ね
、
源
侍
従
よ
し
っ
な
は
遁
走
。
岩
瀬
ま
さ
っ
な
に
勧
賞
と
し
て
筑
前
国
を
与
え
、
九

州
を
平
定
さ
せ
る
。

○
左
大
臣
さ
だ
み
ち
は
大
原
で
出
家
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
栗
栖
姫
の
行
方
を
探
し
求
め
、
六
十
六
ケ
国
に
六
十
六
人
の
使
者
を
立
て
る
。

○
院
の
女
五
宮
、
さ
だ
ふ
さ
に
降
嫁
。

○
一
の
谷
の
尼
君
没
す
。
亡
骸
を
葬
る
。

○
一
の
国
の
国
司
万
里
小
路
中
納
言
は
姫
君
（
五
月
五
日
生
ま
れ
の
七
歳
）
の
業
病
を
直
す
た

め
、
雑
仕
に
同
年
同
月
日
生
ま
れ
の
童
児
の
生
肝
を
取
っ
て
来
る
よ
う
に
命
じ
る
。
食
料

を
求
め
に
一
の
谷
か
ら
里
に
出
よ
う
と
し
て
道
に
迷
っ
た
若
君
（
よ
し
ふ
さ
）
を
み
つ
け
、

生
年
月
日
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
命
を
奪
お
う
と
す
る
が
、
そ
の
美
し
さ
に
感
じ

て
侍
た
ち
は
許
す
。

一
三
オ

一
三
ウ

一
四
オ

一
四
ウ

一
五
ウ

一一

言一息

オウ

一一一一

三二一一

ウオオウ
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一一

十
一
月

－－－一一一

○
栗
栖
姫
は
若
君
の
帰
り
の
遅
い
の
を
案
じ
て
、
庵
か
ら
探
し
に
出
か
け
る
。
若
君
は
帰
庵

し
て
母
と
行
き
違
い
と
な
る
。

○
近
衛
左
大
将
は
立
願
に
よ
っ
て
住
吉
へ
社
参
し
、
下
向
の
折
難
波
・
一
の
谷
を
見
物
す
る
。

そ
こ
で
木
の
根
も
と
に
倒
れ
伏
し
て
い
た
姫
君
を
発
見
し
、
里
の
宿
で
看
病
す
る
。

○
同
じ
宿
に
四
十
余
歳
の
大
輔
の
乳
母
と
、
二
十
六
、
七
の
女
房
中
将
が
泊
っ
て
い
た
。
二

人
は
、
姫
君
が
須
磨
に
捨
て
ら
れ
て
以
来
七
年
も
の
間
、
そ
の
行
方
を
探
し
求
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
姫
君
は
近
衛
左
大
将
の
妹
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
二
人
の
女
房
と

と
も
に
上
京
し
、
父
の
近
衛
大
臣
と
も
対
面
す
る
。

○
近
衛
殿
と
今
出
川
殿
と
は
、
摂
政
の
争
い
に
よ
っ
て
仲
が
不
和
。
院
の
五
宮
と
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
大
納
言
さ
だ
ふ
さ
に
は
栗
栖
野
姫
発
見
の
こ
と
を
知
ら
せ
な
い
。

○
大
納
言
は
、
宮
中
か
ら
退
出
す
る
途
中
近
衛
殿
の
前
を
通
り
す
が
り
に
、
聞
き
覚
え
の
あ

る
琴
の
音
を
耳
に
し
、
か
い
ま
み
を
し
て
、
そ
れ
が
栗
栖
野
姫
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

○
大
納
言
は
大
輔
乳
母
の
手
引
き
に
よ
り
姫
君
の
も
と
へ
忍
び
入
る
が
、
隣
家
の
火
事
騒
ぎ

で
、
思
い
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
父
大
殿
は
大
納
言
の
文
を
見
つ
け
、
乳
母
に
手

引
き
を
禁
ず
る
。

○
院
の
第
五
皇
子
桂
宮
は
、
春
宮
に
な
れ
な
い
の
を
恨
み
、
九
州
の
勢
力
と
通
じ
て
謀
反
を

企
て
る
。

○
九
州
の
反
乱
軍
が
上
京
す
る
と
の
噂
が
流
れ
る
。
出
羽
の
太
郎
・
次
郎
を
大
将
と
し
て
、

－

二
六
オ

一

一

一

一

一

ウ

ニニ

ー

オ

二
九
オ

二
八
オ

一
七
ウ

一
九
オ

’
八
オ
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栗栖野物語（翻刻）（伊井）

25

十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
初
め

三
月
上
旬

四
月
十
日
余

二
月
十
三
日

六
万
余
騎
を
遣
わ
す
が
、
九
州
勢
の
強
大
さ
に
一
旦
中
国
ま
で
退
き
、
京
都
に
援
軍
を
求

め
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
、
東
国
勢
七
万
五
千
騎
を
連
れ
て
、
自
ら
西
海
へ
赴
く
。

○
桂
宮
は
謀
反
の
発
覚
す
る
前
に
紀
の
国
へ
下
る
こ
と
に
し
、
栗
栖
姫
君
を
奪
い
取
っ
て
近

江
路
を
さ
し
て
逃
げ
る
。
大
納
言
は
す
ぐ
さ
ま
引
き
返
し
、
打
出
の
浜
で
追
い
つ
い
て
戦

い
、
姫
君
を
奪
い
返
す
。
桂
宮
は
坂
本
へ
逃
げ
入
る
。

○
さ
だ
ふ
さ
将
軍
は
、
姫
君
を
都
へ
送
り
届
け
、
そ
の
ま
ま
津
の
国
の
難
波
の
浦
か
ら
、
七

百
八
十
余
艘
の
兵
船
で
筑
前
の
国
へ
赴
く
。

○
将
軍
は
太
宰
府
へ
お
し
寄
せ
、
反
旗
を
翻
し
た
た
け
か
つ
（
岩
瀬
ま
さ
っ
な
の
弟
）
勢
を
攻

撃
す
る
。
た
け
か
つ
は
、
肥
後
・
周
防
・
伊
予
国
河
野
氏
の
も
と
へ
逃
げ
る
が
、
追
撃
し

て
滅
ぼ
す
。

○
将
軍
さ
だ
ふ
さ
の
凱
旋
。
帝
の
御
感
に
よ
っ
て
右
大
将
に
任
じ
ら
れ
る
。

○
桂
宮
は
延
暦
寺
で
出
家
し
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
還
俗
し
、
北
国
勢
に
さ
だ
ふ
さ
追
討
の

令
旨
を
発
す
る
。
こ
れ
も
一
院
・
女
院
の
計
画
と
の
こ
と
で
、
天
皇
と
の
間
も
仲
は
よ
く

な
い
。

○
た
か
す
け
・
た
か
な
り
が
、
西
海
道
を
完
全
に
平
定
し
て
上
洛
す
る
。

○
堀
川
中
納
言
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
今
出
川
殿
と
近
衛
殿
は
仲
な
お
り
を
す
る
。
近
衛
大
殿

は
、
花
宴
を
催
し
て
、
右
大
将
さ
だ
ふ
さ
を
自
邸
に
招
く
。
栗
栖
野
姫
君
と
の
仲
が
許
さ

一一

-一一

一一

一▲

一見－

オウ

三
一

オ

三三

三三

オオ

一

一

一

ニ

オ

二
九
オ

ニ
九
ウ
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月

26

同
二
十
一
日

八
月
十
五
日

六
月
頃

三
月
中
旬

れ
る
。

○
右
大
将
は
、
一
院
の
女
五
宮
の
も
と
へ
も
、
人
の
批
難
の
な
い
よ
う
変
ら
ず
に
通
う
。
し
三
六
オ

か
し
、
女
五
宮
の
乳
母
な
ど
は
、
さ
だ
ふ
さ
を
悪
し
ざ
ま
に
言
う
。

○
右
大
将
は
近
衛
の
姫
君
（
栗
栖
野
姫
）
を
高
倉
殿
へ
迎
え
入
れ
よ
う
と
す
る
が
、
八
月
に
三
六
ウ

○
姫
君
は
悩
み
が
ち
と
な
る
。
一
院
の
姫
は
、
し
ば
し
ば
近
衛
の
姫
君
の
も
と
へ
赴
い
て
苛
三
六
ウ
｜

出
産
の
予
定
と
て
、
し
ば
ら
く
は
近
衛
殿
に
通
う
こ
と
に
す
る
。

む
夢
を
見
る
。

○
姫
君
の
病
状
は
さ
ら
に
悪
く
な
る
。
十
五
日
の
暁
方
か
ら
出
産
の
気
配
だ
が
、
一
向
に
生
一
二
六
ゥ

ま
れ
な
い
。
女
五
宮
の
も
の
の
け
に
よ
る
。

○
姫
君
は
絶
え
入
っ
て
し
ま
う
。
帝
か
ら
勅
使
に
よ
っ
て
薬
が
下
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
息
三
三
七
オ

を
吹
き
返
す
。
や
が
て
男
児
を
出
産
す
る
。

一
三
八
オ

○
若
君
五
十
日
の
祝
い
の
準
備
。

’
三
八
ウ

○
近
衛
姫
君
を
、
右
大
将
は
高
倉
殿
へ
引
き
取
る
こ
と
に
な
る
。

○
中
納
言
（
近
衛
大
臣
の
甥
）
は
、
姫
君
を
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
悲
し
み
、
忍
び
入
っ
て
三
九
才

歌
を
詠
み
か
け
る
。

○
桂
宮
の
謀
反
に
よ
っ
て
、
北
国
は
騒
動
す
る
。
右
大
将
の
嫡
子
四
位
侍
従
さ
だ
あ
き
ら
四
○
オ
｜

（
十
二
歳
）
は
元
服
し
、
大
将
軍
と
な
っ
て
北
国
へ
討
伐
に
赴
く
。

○
桂
宮
は
、
密
か
に
仁
和
寺
で
出
家
す
る
。

一
四
○
ウ
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|－ ｜
’

’’2729 28

※
物
語
は
、
さ
だ
ふ
さ
の
十
八
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
間
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
、
回
想
記
事
か
ら
の
推
定
に
よ
る
。

１
１
１
１

四
月
八
日

八
月
下
旬

○
院
は
、
桂
宮
の
謀
反
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
桂
院
で
出
家
。
女
五
宮
も
、
出
家
し
て
同

じ
院
に
隠
棲
す
る
。

○
右
大
将
は
毎
月
昆
沙
門
天
へ
参
籠
し
て
い
た
が
、
こ
の
月
も
鞍
馬
寺
に
赴
く
。
そ
こ
で
別

当
か
ら
、
一
の
谷
で
見
い
だ
し
て
養
育
し
て
い
る
九
歳
の
稚
児
が
、
右
大
将
の
子
供
の
頃

に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
母
の
姫
君
と
一
の
谷
で
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
若

君
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
引
き
取
っ
て
都
へ
帰
る
。

○
近
衛
姫
君
に
姫
君
誕
生
。

○
さ
だ
ふ
さ
は
左
大
臣
に
昇
進
す
る
。

○
長
子
さ
だ
あ
き
ら
は
関
東
の
将
軍
、
次
男
よ
し
ふ
さ
は
西
国
の
将
軍
と
し
て
太
宰
府
へ
下

る
。

○
鞍
馬
の
若
君
は
十
一
歳
で
元
服
し
、
五
位
蔵
人
よ
し
ふ
さ
と
な
る
。

○
大
姫
君
は
十
三
歳
で
春
宮
へ
入
内
し
、
女
御
と
な
る
。

四
○
ウ

四
一
オ

四
二
ウ

四
二
ウ

四
二
オ

四
二
ウ

四
ニ
ウ
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〔
系
図
〕

｜｜
上＝女ズ
皇院ブ
ヘ

侶

院 1

、ご_L

｜｜乏
女桂ズ
五宮

宮第
六

皇
子
ン

大
棚
卜
吟
Ⅱ
Ⅲ
卜
陥
個
卜
側
肺
卜
｜
川
塞
嘩
》
幸
一
濫
域
雫
許
銅
幸
峠
養
子
、
高
倉
殿
・
東
の
将
軍
・
権
中
納
言
・
大
納
言
．
右
大
将
）

政
所

ｌ
右
大
臣
も
り
っ
な

’
○
納
言

ｌ
近
衛
大
臣

－
１
栗
栖
野
姫
君

一
一
口

×母

さ
だ
ふ
さ

×ｌ
北
方－

１

’
○
ｌ
対
の
姫
君

一
一

さ
だ
ふ
さ

ｌ
少
将

’
三
位
中
将

ｌ
中
納
言

ｌ
近
衛
左
大
将
も
る
つ
ぐ

’
四
位
侍
従
さ
だ
あ
き
ら

１
大
姫
君

’
五
位
蔵
人
よ
し
ふ
さ

ｌ
若
君
（
近
衛
殿
）

ｌ
姫
君
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’
一
の
皇
子
（
春
宮
・
帝
）

帝
１
－
１
弟
宮
（
帝
）

〔
凡
例
〕

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
本
文
に
で
き
る
だ
け
し
た
が
っ
た
が
、
次
の
諸
点
に
一
部
手
を
加
え
た
。

１
漢
字
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
通
行
体
に
改
め
た
。

２
読
み
や
す
さ
の
便
を
は
か
る
た
め
、
私
に
改
行
し
た
り
、
会
話
文
・
心
内
語
に
は
括
孤
を
付
し
た
。

３
句
読
点
・
濁
点
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
私
に
付
し
た
。

一
、
虫
損
の
箇
所
は
空
白
と
し
、
そ
の
傍
に
推
定
で
き
る
語
句
に
つ
い
て
は
私
案
を
示
し
た
。

一
、
意
味
不
通
と
思
わ
れ
る
語
句
と
か
明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
、
傍
に
（
マ
マ
）
と
付
し
た
。

一
、
本
書
に
は
歌
が
八
首
引
か
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
一
連
の
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
そ
の
う
ち
一
は
、
「
ふ
る
ご
と
」
と
記
す
よ
う

に
拾
遺
集
（
巻
十
四
、
八
七
○
）
の
右
近
の
歌
で
あ
る
。

｜
｜

姫
君
（
さ
だ
ふ
さ
二
女
）

大
姫
君
（
さ
だ
ふ
さ
長
女
）

一
一
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さ
る
ほ
ど
に
、
す
ま
の
浦
に
す
て
ら
れ
給
ひ
し
姫
君
は
、
あ
ら
き
は
ま
く
に
た
を
れ
ふ
し
、
な
き
し
ほ
た
れ
て
お
は
し
け
る
が
、
「
か

く
て
人
に
み
つ
け
ら
れ
な
ぱ
、
又
う
き
め
に
あ
ふ
事
も
や
」
と
お
き
あ
が
り
給
ひ
、
「
な
さ
け
な
か
り
し
人
の
あ
た
り
を
は
な
れ
い
で
た

る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。
今
は
う
み
に
し
づ
み
、
こ
ひ
し
き
人
と
お
な
し
道
に
ゆ
か
ば
や
」
と
お
ぽ
し
め
し
、
な
く
ノ
、
た
ち
て
み
ぎ
わ
の

か
た
へ
あ
ゆ
み
給
ふ
所
に
、
い
づ
く
と
も
な
く
う
つ
く
し
き
ど
う
じ
一
人
き
た
り
て
、
姫
ぎ
み
に
申
や
う
、

「
あ
ら
き
な
み
ま
に
か
く
れ
ん
よ
り
、
い
か
に
も
命
を
ま
た
ふ
し
て
、
つ
ま
の
行
ゑ
を
き
ふ
給
へ
。
い
ま
だ
此
よ
に
あ
る
人
な
れ
ば
、

か
坐
り
け
る
所
に
、
七
十
に
あ
ま
り
八
じ
ゆ
ん
に
ち
か
き
に
こ
う
、
か
う
ぞ
め
の
衣
に
お
な
し
色
の
け
さ
か
け
て
、
は
と
の
つ
え
に
す

が
り
、
す
い
し
や
う
の
じ
ゆ
ず
つ
ま
ぐ
り
、
山
中
よ
り
出
て
は
ま
に
く
だ
り
け
る
が
、
姫
ぎ
み
を
み
つ
け
い
と
ふ
し
ぎ
に
お
も
ひ
、
御
そ

と
い
ふ
か
と
お
も
へ
ぱ
、
あ
と
も
な
く
か
き
け
す
や
う
に
う
せ
に
け
り
。

姫
君
ふ
し
ぎ
に
て
、
「
こ
れ
は
仏
神
の
を
し
へ
な
る
べ
し
。
さ
ら
ば
、
身
な
ぐ
る
事
を
ぱ
と
宜
ま
る
ぺ
し
。
さ
あ
り
と
て
も
、
此
は
ま

に
あ
り
は
つ
べ
き
事
な
ら
ず
。
道
あ
る
か
た
へ
ゆ
か
ば
や
」
と
お
ぽ
し
め
し
、
は
か
ま
の
そ
ば
を
た
か
く
と
り
、
あ
ゆ
み
給
ふ
ぞ
い
た
わ

し
き
。
い
つ
な
ら
は
し
の
事
な
れ
ば
、
御
あ
し
（
一
オ
）
よ
り
も
あ
ゆ
る
ち
に
、
は
ま
の
ま
さ
ご
も
く
れ
な
ゐ
の
ち
し
ほ
に
こ
そ
は
な
り

に
け
れ
。
一
ち
や
う
と
も
あ
ゆ
み
給
わ
ず
、
こ
上
に
た
を
れ
、
か
し
こ
に
や
す
ら
ひ
、
な
き
給
ふ
よ
り
外
の
事
ぞ
な
き
。
こ
と
上
い
か
は

す
物
と
て
は
、
す
さ
き
に
さ
わ
ぐ
な
み
の
お
と
、
お
き
っ
し
ほ
風
ふ
き
し
ほ
り
、
お
も
ひ
を
す
ま
の
う
ら
千
鳥
、
と
も
ま
ど
は
せ
る
こ
ゑ

な
ら
で
は
、
あ
わ
れ
を
と
ふ
ぺ
き
物
も
な
く
、
よ
の
ほ
の
人
、
と
あ
く
る
ま
で
お
な
し
所
に
た
ど
り
つ
上
、
た
も
と
を
ぬ
ら
し
給
ひ
け

る
。

つ
い
に
は
あ
わ
せ
給
ふ
く
し
」
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と
申
け
れ
ば
、
姫
ぎ
み
と
ふ
に
つ
ら
さ
の
ま
さ
る
身
は
、
い
か
ヌ
は
こ
た
へ
候
べ
き
。

「
も
し
な
さ
け
あ
る
人
な
ら
ば
、
み
や
こ
の
人
の
か
よ
は
ぬ
所
に
か
く
し
お
き
て
給
わ
れ
」

と
（
一
ウ
）
、
な
み
だ
と
と
も
に
仰
け
り
。
ら
う
に
も
さ
る
も
の
Ｌ
は
て
な
れ
ば
、
「
何
さ
ま
た
ヌ
人
に
て
は
あ
ら
じ
、
み
め
か
た
ち
た
ぐ

い
な
く
か
ヌ
や
く
や
う
に
み
へ
給
へ
ぱ
、
く
げ
、
大
じ
ん
の
み
む
す
め
、
ま
鼻
は
鼻
こ
な
ど
に
に
く
ま
れ
す
て
ら
れ
や
し
給
ひ
け
ん
。
さ

な
く
は
り
う
ぐ
う
、
じ
や
う
ど
よ
り
あ
ま
が
心
を
引
み
ん
た
め
、
り
う
女
の
あ
が
り
給
ふ
か
」
と
、
と
か
く
け
し
き
を
う
か
ヌ
ヘ
ど
も
、

す
さ
ま
じ
げ
な
る
事
は
な
く
、
た
ヌ
し
ほ
ノ
、
と
な
き
ふ
し
、
打
む
つ
け
た
る
か
ほ
つ
き
は
、
た
と
へ
ん
物
ぞ
な
か
り
け
り
。
に
こ
う
お

も
ふ
や
う
、
「
た
と
へ
い
か
な
る
へ
ん
げ
の
物
に
て
も
お
わ
せ
よ
。
か
比
る
う
つ
く
し
き
人
を
、
い
か
で
か
み
す
て
申
べ
き
」
と
お
も

ば
ち
か
く
た
ち
よ
り
、
つ
く
人
、
と
ま
ぽ
り
て
申
や
う
、

「
御
身
は
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ノ
、
候
ぞ
。
此
へ
ん
に
て
は
、
い
ま
だ
か
や
う
な
る
人
を
み
申
た
る
事
な
く
候
。
行
ゑ
を
御
か
た
り

「
み
ぐ
る
し
く
は
候
へ
ど
も
、
わ
ら
は
が
い
ほ
り
へ
い
ら
せ
た
ま
は
買
御
と
も
申
さ
ん
」

と
申
け
る
。
ひ
め
ぎ
み
き
こ
し
め
し
、

「
そ
れ
は
何
よ
り
も
う
れ
し
う
候
ぺ
し
」

と
お
ほ
せ
け
れ
ば
、
ら
う
に
よ
ろ
こ
び
、
わ
が
す
み
か
へ
御
と
も
し
て
ぞ
か
へ
り
け
る
。
に
こ
う
な
さ
け
あ
り
て
、
な
鼻
め
な
ら
ず
い
た

わ
り
は
ぐ
坐
み
ま
い
ら
せ
け
り
。
こ
坐
に
て
わ
か
ぎ
み
む
ま
れ
給
ひ
け
る
を
、
ら
う
に
か
い
人
、
し
く
そ
だ
て
た
て
ま
つ
る
。

此
姫
ぎ
み
と
申
は
、
こ
ん
ゑ
お
（
ニ
オ
）
ほ
き
お
と
良
の
御
む
す
め
、
あ
め
が
下
に
あ
ふ
ぐ
も
し
る
き
み
か
さ
山
、
こ
だ
か
く
か
上
る

ふ
ぢ
な
み
の
、
色
も
に
ほ
ひ
も
な
っ
か
し
く
、
た
ぐ
ひ
な
き
よ
そ
お
ひ
、
又
人
な
く
お
わ
す
れ
ば
、
女
御
き
さ
き
に
も
そ
な
は
り
給
ふ
ぺ

ひ
、

候
へ

1－－
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け
れ
ど
も
、
か
げ
の
こ
ぐ
さ
の
た
れ
ぞ
と
て
、
ち
ふ
お
と
ヌ
に
も
し
ら
れ
ず
し
て
さ
だ
ふ
さ
卿
に
ま
み
へ
つ
上
、
心
ざ
し
あ
さ
か
ら
ず
れ

ん
り
の
ち
ぎ
り
を
な
し
給
ひ
、
ぎ
よ
く
ろ
う
金
で
ん
に
し
き
の
ち
や
う
の
う
ち
に
お
き
ふ
し
あ
い
し
ら
れ
、
い
つ
き
か
し
づ
か
れ
給
ひ
し

人
の
、
い
つ
の
ま
に
か
は
か
は
り
は
て
、
此
よ
の
う
ち
と
も
お
も
わ
れ
ぬ
、
人
せ
き
た
へ
た
る
山
中
に
、
し
ば
お
り
ふ
け
る
あ
ん
じ
つ
、

竹
の
は
し
ら
の
ふ
し
所
、
あ
さ
ま
し
げ
な
る
し
ば
の
戸
に
、
あ
け
く
れ
な
が
め
ゐ
給
へ
る
、
心
の
う
ち
ぞ
い
た
わ
し
き
。

と
し
月
の
す
ぎ
行
ま
ふ
に
み
や
こ
の
か
た
も
お
ぼ
つ
か
な
く
、
恋
し
き
人
の
お
も
か
げ
御
身
に
そ
ふ
る
心
ち
し
て
、
ひ
と
り
な
げ
き
、

ひ
と
り
か
こ
ち
、
つ
き
せ
ぬ
御
な
み
だ
に
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
御
か
ほ
の
に
ほ
ひ
も
う
つ
る
ひ
、
み
ど
り
の
ま
ゆ
も
み
だ
れ
つ
上
、
物
お
も

わ
し
き
御
有
さ
ま
い
と
ヌ
み
る
か
い
あ
り
て
う
つ
く
し
う
お
は
し
け
れ
ば
、
あ
ま
君
あ
わ
れ
に
か
な
し
く
て
と
か
く
な
ぐ
さ
め
ま
い
ら
せ

け
り
。
た
ま
ノ
、
（
ニ
ゥ
）
こ
と
と
ふ
も
の
と
て
は
、
こ
ず
へ
を
つ
た
ふ
ま
し
ら
の
こ
ゑ
、
ふ
も
と
に
つ
ま
こ
ふ
し
か
の
れ
、
た
へ
人
、

お
つ
る
山
水
、
ほ
ど
な
き
軒
を
も
る
月
か
げ
、
み
れ
の
あ
ら
し
の
お
と
な
ら
で
は
あ
わ
れ
を
か
く
る
物
な
く
、
い
と
さ
び
し
げ
な
る
所
な

り
。
ざ
う
り
ぞ
く
り
が
い
に
し
へ
、
わ
う
し
や
う
ぐ
ん
の
こ
国
の
た
び
も
御
身
の
上
に
し
ら
れ
つ
ふ
、
御
そ
で
の
か
は
く
ひ
ま
も
な
し
。

あ
さ
夕
の
い
と
な
み
を
も
は
こ
び
て
ま
い
ら
す
る
人
な
け
れ
ば
、
あ
ま
ぎ
み
ぞ
さ
と
へ
い
で
上
、
と
か
く
こ
し
ら
へ
て
は
ぐ
Ｌ
み
申
け

０

東
の
し
や
う
ぐ
ん
は
、
で
わ
の
く
に
坐
と
し
月
を
お
く
り
給
ふ
ま
Ｌ
に
ふ
る
郷
の
み
こ
い
し
く
、
大
と
の
、
ま
ん
所
の
恋
な
げ
か
せ
給

ふ
を
き
こ
し
め
す
に
つ
け
て
も
、
う
っ
て
や
の
ぼ
ら
ま
し
と
お
ぽ
し
め
し
た
つ
事
お
ほ
け
れ
ど
、
り
ん
し
、
ゐ
ん
ぜ
ん
を
も
か
う
ぷ
ら
ず

し
て
は
、
て
ん
の
お
そ
れ
も
い
か
ヌ
と
つ
上
し
み
て
す
ぐ
さ
れ
け
る
ゑ
ん
り
よ
の
ほ
ど
こ
そ
し
ん
ぺ
う
な
れ
。
つ
ね
に
ゆ
か
し
う
お
も
ひ

い
で
給
ふ
人
ノ
、
お
ほ
き
中
に
も
、
北
の
か
た
の
お
も
か
げ
は
よ
と
上
も
御
身
に
た
ち
そ
ひ
、
ひ
と
り
ね
の
よ
な
ノ
、
御
心
を
い
た
ま
し

め
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
の
ど
か
な
る
春
の
（
三
オ
）
日
も
も
う
ノ
、
と
な
が
め
く
ら
し
、
つ
れ
入
、
と
な
が
き
秋
の
よ
は
つ
ま
こ
ふ
し
か

に
ね
を
あ
ら
そ
ひ
、
き
う
か
三
ぷ
く
の
夏
の
日
も
た
へ
が
た
く
、
げ
ん
と
う
そ
せ
つ
の
冬
の
夜
は
か
さ
ね
ふ
す
ま
に
あ
ら
し
を
い
と
ひ
、

り
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人
し
れ
ぬ
御
な
み
だ
に
そ
で
を
し
ぼ
り
給
ひ
け
る
。
ろ
う
じ
や
う
し
た
ま
ひ
て
も
は
や
七
と
せ
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
み
や
こ
に
は
つ
く
し

の
し
や
う
ぐ
ん
の
お
ご
り
い
よ
ノ
、
ち
や
う
じ
、
君
を
も
き
み
と
し
た
ま
わ
ず
、
我
ま
上
に
ふ
る
ま
い
給
ふ
事
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
院

の
ひ
め
宮
を
も
な
い
が
し
ろ
に
も
て
な
し
、
ゆ
ふ
女
を
あ
ま
た
な
ら
べ
お
き
、
よ
る
と
も
い
わ
ず
ひ
る
と
も
な
く
あ
そ
び
を
の
み
こ
の
ま

れ
け
れ
ば
、
君
も
臣
も
や
う
ノ
、
う
と
み
給
ひ
け
り
。
さ
れ
ど
く
わ
ん
ば
く
殿
は
も
と
よ
り
し
た
し
き
御
事
に
て
、
今
も
か
は
ら
ぬ
御
中

な
り
。
か
坐
る
に
つ
け
て
も
み
か
ど
は
、
東
の
し
や
う
ぐ
ん
の
ゆ
ふ
し
か
り
し
ふ
る
ま
ひ
を
お
ぽ
し
め
し
い
だ
さ
れ
ぬ
折
な
く
、
こ
い
し

の
ぱ
せ
給
ふ
を
み
た
て
ま
つ
り
、
む
か
し
よ
り
さ
だ
ふ
さ
卿
に
こ
坐
ろ
よ
か
り
し
大
臣
、
く
ぎ
や
う
お
な
し
心
に
い
ひ
あ
わ
せ
、
ご
ん
中

な
ど
ん
に
と
が
な
き
よ
し
を
折
ノ
、
そ
う
も
ん
申
さ
れ
け
り
。
も
と
よ
り
し
ゆ
じ
や
う
は
御
に
く
み
ふ
か
生
ら
ざ
り
（
三
ゥ
）
し
人
の
事

な
れ
ば
、
や
が
て
き
こ
し
め
し
あ
き
ら
め
、
御
し
や
め
ん
の
り
ん
し
を
あ
そ
ば
し
、
み
な
も
と
の
よ
し
も
り
て
う
て
き
た
る
あ
い
だ
い
そ

ぎ
た
い
ぢ
す
べ
き
よ
し
、
ひ
そ
か
に
さ
だ
ふ
さ
し
や
う
ぐ
ん
の
も
と
へ
仰
下
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
ご
ん
中
な
ど
ん
大
き
に
よ
ろ
こ
び
、
御

し
や
め
ん
の
御
り
ん
し
を
い
た
叉
き
、
ち
よ
く
で
う
の
お
も
む
き
か
し
こ
ま
り
う
け
た
ま
わ
り
た
る
よ
し
申
さ
れ
け
り
。
し
や
う
ぐ
ん
、

「
さ
ら
ば
う
っ
て
の
ぼ
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
わ
れ
の
ぼ
る
と
し
り
た
り
せ
ぱ
、
ぎ
や
う
か
う
を
も
、
ご
か
う
を
も
さ
い
ご
く
の
か
た

へ
な
し
申
く
し
。
さ
あ
ら
ぱ
い
ぐ
さ
む
つ
か
し
か
ら
ん
。
い
か
に
も
ひ
ろ
う
な
せ
そ
」

と
て
、
ひ
そ
か
に
せ
い
を
も
よ
ほ
さ
れ
け
り
。

東
か
い
だ
う
の
御
け
に
ん
っ
が
う
十
ま
ん
よ
き
を
、
五
手
に
わ
け
て
五
ど
に
上
ら
く
す
。
ま
づ
し
や
う
ぐ
ん
は
く
つ
き
や
う
の
つ
わ
物

を
え
ら
び
、
わ
づ
か
五
千
よ
き
に
て
一
ぱ
ん
に
の
ぽ
ら
せ
給
ふ
。
‐
し
の
び
て
の
事
な
れ
ば
、
五
千
よ
き
が
む
ら
ノ
、
に
な
り
て
か
い
だ
う

を
上
ら
く
す
。
二
ば
ん
に
い
わ
せ
の
み
ん
ぶ
、
二
万
よ
き
に
て
う
っ
て
の
ぼ
る
。
三
ば
ん
に
ほ
う
じ
や
う
三
万
よ
き
、
四
ば
ん
に
ち
上
ぷ

こ
万
五
千
よ
き
、
五
ば
ん
に
う
き
し
ま
ひ
や
う
へ
二
万
よ
き
で
ぞ
の
ぼ
り
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
は
卯
月
は
じ
め
に
で
わ
の
く
に
を
た
ち
た

（
四
オ
）
ま
ふ
。
み
や
こ
に
は
こ
れ
を
ば
ゆ
め
に
も
し
り
た
ま
わ
で
、
花
の
ん
、
月
の
く
わ
い
な
ど
上
て
、
ゆ
ふ
け
う
に
ほ
こ
り
て
お
は
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し
ま
す
。
左
大
臣
殿
や
ふ
し
み
ど
の
坐
心
の
ほ
ど
こ
そ
あ
さ
ま
し
け
れ
。
ご
・
ん
中
な
ど
ん
殿
は
、
お
な
し
き
十
九
日
あ
ふ
み
の
く
に
の
せ

た
の
は
し
に
ぞ
つ
か
れ
け
る
。
此
よ
し
み
や
こ
へ
き
こ
へ
け
れ
ば
、
ら
く
中
の
さ
わ
ぐ
事
な
上
め
な
ら
ず
。
上
く
わ
う
は
お
ど
る
か
せ
給

へ
ど
も
、
し
ゆ
じ
や
う
は
さ
は
が
せ
給
わ
ず
。
さ
ふ
や
よ
し
も
り
卿
は
、
か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
ま
ふ
け
給
わ
い
事
に
も
あ
ら
ね
ど
、
さ
な

が
ら
け
ふ
あ
す
と
は
お
も
は
ざ
り
つ
る
に
、
「
こ
わ
い
か
に
せ
ん
」
と
さ
わ
ぎ
給
ふ
事
か
ぎ
り
な
し
。
さ
て
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
よ

し
も
り
中
な
ど
ん
の
、
此
比
つ
く
ら
れ
け
る
に
し
の
と
う
ゐ
ん
の
や
か
た
を
じ
ゃ
う
ぐ
わ
く
に
こ
し
ら
へ
、
ぎ
や
う
か
う
を
も
ご
か
う
を

も
な
し
た
て
ま
つ
り
、
五
き
な
い
の
つ
わ
物
、
ざ
い
き
や
う
の
ぷ
し
ど
も
を
め
し
あ
つ
め
け
る
に
一
ま
ん
よ
き
有
け
る
を
、
と
う
ゐ
ん
ど

の
に
こ
も
ら
せ
し
ゆ
ご
さ
せ
給
ひ
け
る
。

廿
日
の
う
の
こ
ぐ
に
さ
だ
ふ
さ
卿
う
っ
た
生
ん
と
し
た
ま
ひ
け
る
が
、
よ
し
も
り
ぎ
や
う
か
う
を
も
ご
か
う
を
も
我
し
ゆ
く
所
へ
な
し

申
さ
れ
た
り
と
き
上
給
ひ
、
し
ば
ら
く
ひ
か
へ
て
あ
ん
じ
ら
れ
け
る
が
、
し
や
う
ぐ
ん
の
た
ま
ふ
や
う
（
四
ゥ
）
、

「
い
か
に
く
つ
き
や
う
の
じ
や
う
ぐ
わ
く
な
り
と
も
、
こ
も
ら
れ
た
る
大
し
や
う
た
ち
心
に
く
Ｌ
も
あ
ら
ず
。
そ
の
上
せ
い
も
ぶ
ぜ
い

な
り
と
き
け
ば
、
お
し
よ
せ
て
こ
ん
日
の
う
ち
に
せ
め
お
と
さ
ん
事
い
と
や
す
け
れ
ど
、
君
を
な
や
ま
し
た
て
ま
つ
ら
ん
が
な
ん
ぎ
な

れ
ば
、
は
か
り
ご
と
を
も
っ
て
て
き
を
ぞ
ひ
き
い
だ
し
、
み
か
た
の
ぐ
ん
ぜ
い
を
入
か
へ
ぱ
、
さ
だ
め
て
よ
し
も
り
ふ
し
み
を
さ
し
て

お
つ
く
し
。
さ
あ
ら
ん
時
に
お
っ
か
け
て
う
た
ん
。
て
う
て
き
と
い
ひ
、
お
や
の
か
た
き
一
か
た
な
ら
ぬ
て
き
な
れ
ば
、
よ
し
も
り
を

ぱ
人
で
に
は
か
く
ま
じ
。
さ
だ
ふ
さ
が
て
ど
り
に
せ
ん
」

さ
て
五
千
よ
き
を
三
手
に
わ
け
、
二
千
よ
き
に
て
あ
ふ
て
へ
ご
ん
中
な
ど
ん
殿
む
か
わ
せ
給
ふ
。
千
五
百
よ
き
を
ぱ
で
わ
の
太
郎
引
ぐ

し
、
か
ら
め
て
へ
む
か
ふ
。
残
千
五
百
よ
き
は
う
し
ろ
づ
め
に
ひ
か
へ
た
り
。
あ
ふ
て
か
ら
め
て
三
千
五
百
よ
き
、
み
の
こ
く
斗
に
に
し

の
と
う
ゐ
ん
殿
へ
お
し
よ
せ
、
時
を
ど
っ
と
上
に
け
り
。
じ
や
う
の
内
に
も
せ
い
を
二
手
に
わ
け
、
お
ふ
て
の
大
や
う
ぐ
ん
に
は
、
左
大

と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
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臣
く
わ
ん
ば
く
藤
は
ら
の
さ
だ
み
ち
二
郎
六
千
き
に
て
に
し
の
も
ん
を
か
た
め
給
ふ
。
か
ら
め
て
の
大
し
や
う
ぐ
ん
は
、
み
な
も
と
の
よ

し
も
り
よ
き
つ
わ
も
の
（
五
オ
）
四
千
よ
き
に
て
ひ
が
し
の
も
ん
を
か
た
め
ら
れ
け
る
が
、
い
づ
れ
も
時
の
こ
ゑ
を
あ
わ
せ
け
り
。
た
が

い
に
し
ば
ら
く
や
い
く
さ
し
て
時
う
つ
り
け
れ
ば
、
う
ち
も
の
堅
さ
や
は
づ
し
、
お
ふ
つ
お
わ
れ
つ
た
些
か
い
け
る
。
か
ね
て
た
く
み
し

事
な
れ
ば
、
か
ら
め
て
の
よ
せ
て
せ
め
あ
ぐ
ん
だ
る
て
い
に
も
て
な
し
、
か
は
ら
を
さ
し
て
引
し
り
ぞ
く
。
て
き
が
づ
に
の
り
て
、
「
い
づ

く
ま
で
も
の
が
す
ま
じ
。
か
へ
せ
、
も
ど
せ
」
と
て
お
っ
か
け
た
り
。
そ
の
ひ
ま
に
お
ふ
て
の
せ
い
も
に
ぐ
る
よ
し
に
も
て
な
し
、
や
が

て
ひ
が
し
の
も
ん
よ
り
打
入
、
う
し
ろ
や
に
い
か
け
け
る
。
の
こ
し
お
か
れ
し
ご
づ
め
の
せ
い
も
か
も
川
を
は
せ
わ
た
し
、
ご
ん
中
な
ど

ん
ど
の
坐
お
は
し
ま
す
ひ
が
し
の
も
ん
へ
く
は
坐
り
、
さ
ん
人
、
に
せ
め
た
ふ
か
ふ
。
さ
ふ
此
よ
し
を
御
ら
ん
じ
、
「
す
は
こ
そ
さ
だ
ふ

さ
に
た
ぱ
か
ら
れ
た
る
か
。
さ
ら
ば
き
み
を
と
り
た
て
ま
つ
り
、
ふ
し
み
へ
こ
も
ら
ん
」
と
お
ぽ
せ
け
れ
ど
も
、
大
庭
に
て
き
み
ち
ノ
、

て
さ
ら
に
入
た
て
ま
い
ら
せ
ね
ば
、
力
お
よ
ば
ず
も
ん
よ
り
外
へ
出
給
ひ
ぬ
。
よ
し
も
り
も
て
き
を
お
ひ
ち
ら
し
て
は
せ
か
へ
ら
れ
け
る

が
、
に
し
の
と
う
ゐ
ん
へ
は
て
き
入
か
は
り
、
で
ん
か
も
お
ひ
い
だ
さ
れ
給
ひ
ぬ
と
き
坐
給
ひ
、
「
あ
な
あ
さ
ま
し
。
た
ぱ
か
り
事
と
し

ら
ず
し
て
（
五
ゥ
）
、
や
す
ノ
、
と
ぞ
引
い
だ
さ
れ
け
る
口
お
し
さ
よ
」
と
は
が
み
を
し
た
ま
へ
ど
、
か
い
ぞ
な
き
。
「
さ
ら
ば
、
い
か
に

も
し
て
き
み
を
と
り
か
へ
し
申
さ
ん
」
と
て
、
よ
し
も
り
き
や
う
大
手
の
も
ん
へ
お
し
よ
せ
、
も
み
に
も
ふ
で
せ
め
ら
れ
け
る
。
源
中
な

ご
ん
は
ぶ
ぜ
い
、
み
か
た
は
小
ぜ
い
、
い
わ
せ
、
ほ
う
じ
や
う
な
ど
は
い
ま
だ
ま
い
ら
ず
、
ぐ
ん
ひ
や
う
ら
た
上
か
い
つ
か
れ
て
み
へ
け

れ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
つ
わ
物
ど
も
に
ち
か
ら
を
つ
け
ん
と
や
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
ん
、
「
め
ん
／
、
が
い
ぐ
さ
の
こ
だ
れ
て
ね
む
け
な
る
め

ざ
ま
し
に
、
さ
だ
ふ
さ
か
け
て
見
せ
ん
」
と
て
、
す
ふ
み
出
た
ま
ふ
。

そ
の
日
の
し
や
う
ぞ
く
に
は
、
あ
か
ぢ
の
に
し
き
の
ひ
た
た
れ
に
、
も
え
ぎ
に
ほ
ひ
の
御
き
せ
な
る
。
く
わ
が
た
打
た
る
か
ぶ
と
の
を

坐
し
め
、
こ
が
れ
づ
く
り
の
御
は
か
せ
を
ま
へ
さ
が
り
に
は
き
給
ひ
、
し
ら
の
に
山
ど
り
の
は
に
て
は
い
た
る
や
の
、
廿
四
さ
ひ
た
る
を

か
し
ら
だ
か
に
と
っ
て
付
、
む
ら
し
げ
と
う
の
ゆ
み
の
と
り
う
ち
の
所
に
ぴ
し
や
も
ん
天
わ
う
と
し
ゆ
に
て
か
き
し
る
し
、
ま
ん
中
に
き
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「
た
宜
今
こ
の
ぢ
ん
へ
よ
せ
ら
れ
た
る
大
し
や
う
を
、
み
な
も
と
の
よ
し
も
り
卿
と
み
た
る
は
い
つ
わ
り
に
て
候
か
。
こ
う
申
は
も
と

ふ
さ
し
ん
わ
う
の
や
う
し
、
さ
き
の
ご
ん
中
な
ど
ん
さ
だ
ふ
さ
、
せ
ん
ね
ん
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
む
じ
つ
の
つ
み
に
し
づ
み
候
へ
ど
も
、

君
き
み
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
と
が
な
き
事
を
し
る
し
め
し
、
御
し
や
め
ん
を
な
さ
れ
、
ぎ
へ
い
を
あ
ぐ
べ
き
せ
ん
じ
か
う
ぶ
る
に
よ
っ

て
、
ぎ
や
く
し
ん
の
人
ノ
、
を
た
ば
か
り
し
り
ぞ
け
て
候
。
と
が
も
な
き
何
が
し
に
あ
た
を
な
し
給
ふ
の
み
な
ら
ず
、
も
と
ふ
さ
し
ん

わ
う
を
や
み
ノ
、
と
ほ
ろ
ぼ
し
給
ひ
し
う
ら
み
を
も
け
ん
ざ
ん
に
て
申
さ
ん
」

と
よ
ぱ
わ
り
か
け
ら
れ
た
り
。
よ
し
も
り
も
こ
ま
か
け
い
だ
し
、

「
君
の
せ
ん
じ
を
か
う
ぶ
り
、
ぎ
へ
い
を
あ
げ
た
り
と
の
た
ま
ふ
こ
そ
こ
上
ろ
へ
が
た
け
れ
。
て
う
て
き
の
身
と
し
て
、
一
天
の
君
を

う
ば
わ
ん
よ
り
そ
こ
を
し
り
ぞ
き
給
へ
」

と
て
、
四
人
は
り
に
十
三
束
と
っ
て
か
ら
り
と
打
つ
が
い
、
や
つ
ぎ
ば
や
の
て
き
上
な
れ
ば
さ
ん
入
、
に
ゐ
た
ま
ひ
け
り
。
さ
だ
ふ
さ
卿

も
し
ば
ら
く
あ
い
し
ら
い
て
後
、
れ
い
の
こ
だ
ち
を
す
る
り
と
ぬ
き
と
ん
で
か
坐
り
給
へ
ぱ
、
よ
し
も
り
か
な
は
じ
と
や
お
も
わ
れ
け

ん
、
か
い
ふ
っ
て
に
げ
ら
れ
（
六
ゥ
）
け
る
を
、
半
丁
斗
お
わ
れ
け
れ
ど
も
、
大
ぜ
い
が
た
ち
へ
だ
坐
り
は
る
か
に
の
び
給
ひ
け
れ
ば
、

「
こ
れ
に
は
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
又
こ
そ
ま
い
り
あ
ふ
ぺ
け
れ
」
と
て
、
と
つ
て
か
へ
さ
れ
け
り
。
さ
ふ
此
よ
し
を
御
ら
ん
じ
、
「
み
れ

ん
な
る
よ
し
も
り
か
な
。
さ
だ
ふ
さ
な
れ
ば
と
て
お
な
し
入
げ
ん
の
た
れ
な
れ
ば
、
い
か
ほ
ど
の
事
の
あ
る
べ
き
ぞ
。
入
ご
と
に
お
に
か

み
の
や
う
に
お
そ
る
坐
に
よ
っ
て
、
引
ま
じ
き
所
を
も
引
」
と
お
ぽ
へ
た
り
。

「
い
で
ノ
、
さ
だ
道
む
か
っ
て
お
ふ
て
を
せ
め
や
ぶ
ら
ん
」

ま
ひ
け
る
は
、

り
き
り
ん
と
い
ふ
め
い
ぱ
の
ふ
と
う
た
く
ま
し
き
に
、
な
し
ぢ
の
ま
き
へ
の
く
ら
お
い
て
め
さ
れ
、
に
し
き
の
た
づ
な
か
い
く
り
さ
い
も

ん
に
出
た
ま
ふ
有
さ
ま
、
中
ノ
、
ゆ
上
し
う
ぞ
み
へ
ら
れ
け
る
。
あ
ぶ
み
ふ
ん
ば
り
た
ち
あ
が
り
、
大
お
ん
（
六
オ
）
じ
や
う
に
て
の
た
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や
う
、

と
の
た
ま
ひ
も
あ
へ
ず
か
け
給
ふ
を
、
つ
わ
物
ど
も
み
ま
い
ら
せ
、

「
お
な
し
御
き
や
う
だ
い
と
い
ひ
な
が
ら
、
御
き
り
や
う
ば
つ
ぐ
ん
に
お
と
ら
せ
給
ひ
た
る
物
を
。
お
ほ
け
な
き
御
た
上
か
い
な
ら

と
申
あ
い
け
る
。

と
、

「
た
れ
か
あ
る
、
御
ひ
ろ
う
候
へ
」

と
よ
ば
は
り
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
き
こ
し
め
し
、

「
さ
だ
ふ
さ
い
づ
る
に
お
よ
ば
ず
。
あ
な
に
く
や
、
き
や
つ
を
て
づ
か
み
に
せ
よ
」

と
有
け
れ
ば
、
お
の
ノ
、
た
ち
、
な
ぎ
な
た
ひ
つ
さ
げ
も
ん
ぐ
わ
い
へ
（
セ
オ
）
お
ど
り
い
で
、
こ
上
を
せ
ん
ど
上
た
ふ
か
い
け
り
。
で

わ
の
二
郎
く
に
か
げ
と
む
ん
ず
と
く
み
、
い
け
ど
り
に
し
て
ぞ
さ
ん
じ
け
る
。
さ
ふ
の
は
か
り
事
に
は
、
く
つ
き
や
う
の
ゆ
み
の
上
ず
を

す
。
十
人
す
ぐ
り
、
み
か
た
の
ぢ
ん
と
う
に
ひ
か
へ
さ
せ
、
「
ご
中
な
ど
ん
か
け
出
ば
、
た
ヌ
ー
や
に
い
お
と
せ
」
と
仰
ふ
く
め
て
お
か

れ
け
れ
共
、
中
な
ど
ん
殿
は
出
給
わ
ず
。
そ
の
と
き
お
と
ヌ
、

「
さ
だ
道
が
い
で
ね
ば
こ
そ
、
さ
だ
ふ
さ
も
い
で
ぬ
な
り
。
そ
れ
が
し
い
づ
る
な
ら
ば
、
さ
だ
め
て
し
や
う
ぐ
ん
出
な
ん
。
そ
の
時
や

と
う
ゐ
ん
ど
の
上
に
し
の
も
ん
へ
お
し
よ
せ
、
せ
つ
し
や
う
ど
の
上
御
め
の
と
ご
山
し
ろ
の
か
み
く
に
か
げ
、
大
お
ん
じ
や
う
に
て
申

「
此
も
ん
を
か
た
め
さ
せ
給
ふ
は
、
さ
き
の
ご
ん
中
な
ど
ん
殿
と
み
た
て
ま
つ
り
て
候
。
御
し
ゆ
き
や
う
さ
大
じ
ん
殿
こ
れ
ま
で
む
か

は
せ
給
ひ
候
に
、
御
出
あ
り
御
た
い
め
ん
な
さ
れ
候
匡

ん
'一一「

さ
だ
道
が
い
で
ね
ば
こ
そ
、

つ
ぼ
を
み
す
へ
て
い
お
と
せ
」
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と
、
や
が
て
す
上
み
出
ら
れ
け
り
。
そ
の
あ
い
ち
か
く
こ
ま
か
け
よ
せ
、

「
さ
き
ほ
ど
よ
り
ま
か
り
出
御
め
に
か
上
り
た
く
は
候
へ
ど
も
、
も
と
よ
り
御
ゐ
に
し
た
が
は
ざ
る
く
せ
物
と
て
、
御
ふ
き
や
う
か
う

ぶ
り
た
る
身
に
て
候
へ
ぱ
、
わ
ざ
と
ひ
か
へ
て
さ
ぶ
い
ら
し
な
り
。
一
た
び
は
む
じ
つ
ゆ
へ
て
う
て
き
と
な
り
て
候
へ
ど
も
、
き
み
あ

き
ら
か
に
ま
し
ま
す
に
よ
り
、
御
し
や
め
ん
を
か
う
ぷ
り
ぎ
へ
い
を
あ
げ
て
候
。
い
ら
ざ
る
ぎ
や
く
（
セ
ウ
）
し
ん
に
ど
う
い
あ
ら
ん

よ
り
、
す
み
や
か
に
き
み
の
み
か
た
へ
ま
い
ら
せ
給
へ
」

と
の
た
ま
へ
ぱ
、
さ
ふ
き
こ
し
め
し
も
あ
へ
ず
、

「
お
こ
と
む
ほ
ん
を
お
こ
し
、
君
を
と
り
こ
め
た
て
ま
つ
り
、
あ
に
ふ
む
か
つ
て
ゆ
み
引
ひ
が
事
を
の
み
せ
ん
よ
り
も
、
い
そ
ぎ
ぎ
や

う
か
う
に
ぐ
ぶ
し
て
こ
な
た
へ
く
は
上
れ
」

と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
さ
だ
ふ
さ
き
上
給
ひ
、

「
君
を
と
り
こ
め
た
て
ま
つ
る
は
、
せ
ん
じ
を
か
う
ぶ
り
て
の
事
也
。
あ
に
上
む
か
っ
て
ゆ
み
引
事
、
ま
こ
と
に
ぎ
や
く
の
い
た
り
に

て
候
。
た
ヌ
し
君
に
た
い
し
て
た
上
か
い
給
ふ
お
そ
れ
は
い
か
に
」

と
申
た
ま
へ
ぱ
、
さ
だ
道
此
こ
と
ば
に
つ
め
ら
れ
と
か
う
の
へ
ん
じ
も
な
く
、
た
夏
「
い
と
れ
や
、
い
と
れ
」
と
げ
ち
し
た
ま
い
け
る
あ

「
此
て
の
大
し
や
う
は
、

ん
ざ
ん
を
し
給
わ
ぬ
ぞ
」

と
た
か
ら
か
に
仰
け
る
。
市

「
さ
ら
ば
ま
か
り
出
ん
』

と
て
ぞ
い
で
ら
れ
け
る
。

一
ぢ
ん
に
こ
ま
か
け
い
だ
し
、

中
な
ど
ん
殿
き
こ
し
め
し
、

と
う
の
さ
だ
ふ
さ
と
き
ふ
た
り
。
さ
だ
み
ち
が
よ
せ
た
る
事
を
し
り
給
わ
い
事
あ
ら
じ
。
な
ど
出
あ
い
て
け
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ひ
だ
、
中
な
ど
ん
殿
を
め
に
か
け
わ
れ
も
／
、
と
い
た
て
ま
つ
る
ほ
ど
に
、
や
の
く
る
事
あ
め
の
あ
し
の
ご
と
し
。
さ
れ
ど
も
し
や
う
ぐ

ん
こ
と
Ｌ
も
し
た
ま
わ
ず
、
あ
が
る
や
を
ぱ
う
つ
ぶ
い
て
は
づ
し
、
さ
が
る
や
を
ぱ
の
び
あ
が
り
て
ち
が
い
、
あ
る
ひ
は
き
っ
て
お
と
さ

れ
け
り
。
少
々
あ
た
る
も
あ
れ
ど
よ
る
ひ
よ
け
れ
ば
う
ら
か
上
ず
、
御
て
も
お
ひ
た
ま
わ
ず
。
よ
せ
て
た
ぜ
い
な
り
け
れ
ば
入
か
へ
も
み

か
へ
た
上
か
ふ
ほ
ど
に
、
き
ど
口
ま
で
つ
め
よ
せ
た
り
。
し
や
う
ぐ
ん
御
ら
ん
じ
、
「
い
や
ノ
＼
も
ん
の
内
へ
い
れ
た
て
鼻
は
あ
し
か
り

な
ん
（
八
オ
）
。
大
し
や
う
を
た
ち
か
せ
に
て
、
そ
っ
と
お
と
し
引
し
り
ぞ
け
ん
」
と
思
ふ
な
り
。
で
わ
き
や
う
だ
い
は
、

「
つ
ヌ
け
、
の
こ
り
の
物
は
け
ん
物
せ
よ
」

と
て
、
ゆ
み
と
や
を
ば
か
ら
り
と
す
て
、
御
は
か
せ
ひ
ん
ぬ
い
て
大
臣
殿
に
か
け
む
か
い
、

「
と
て
も
か
ん
だ
う
ゑ
た
る
身
な
れ
ば
し
ん
ぎ
の
れ
い
を
も
や
ぶ
り
、
じ
き
に
し
や
う
ぶ
を
つ
か
ま
つ
ら
ん
」

と
ち
か
づ
き
よ
り
給
へ
ば
、
で
ん
か
あ
る
く
う
も
な
し
と
お
ぽ
し
め
し
、
へ
ん
た
う
ま
で
も
な
く
た
づ
な
か
い
く
つ
て
に
げ
給
ふ
。
さ
だ

ふ
さ
卿
、
「
こ
わ
い
か
に
、
お
そ
れ
を
な
し
い
で
ざ
り
つ
る
を
。
わ
ざ
と
め
し
い
だ
し
た
る
物
か
な
」
と
す
げ
な
う
み
へ
さ
せ
給
ひ
候

「
い
づ
く
ま
で
も
御
と
も
つ
か
ま
つ
り
候
ら
わ
ん
」

と
て
、
む
ち
を
あ
わ
せ
て
お
ひ
給
ふ
。
で
わ
き
や
う
だ
い
六
人
、
ぜ
ん
ご
さ
う
に
う
つ
ほ
ど
に
、
た
夏
な
る
か
み
の
ご
と
く
な
り
。
お
上

い
ど
の
は
か
へ
り
み
も
せ
ず
に
げ
給
へ
ぱ
、
か
は
ら
お
も
て
ま
で
お
つ
ち
ら
し
て
し
や
う
ぐ
ん
は
か
へ
ら
れ
け
り
。
そ
の
日
も
す
で
に
く

れ
け
れ
ば
、
た
が
い
に
ぢ
ん
を
引
れ
た
り
。

し
ゆ
じ
ゃ
う
、
ご
ん
中
な
ど
ん
を
大
ゆ
か
へ
め
さ
れ
、
「
此
と
し
月
さ
ん
し
ん
の
む
じ
つ
に
よ
り
、
た
こ
く
、
へ
ん
ど
に
さ
す
ら
へ
さ

せ
う
き
め
を
み
せ
し
事
、
た
貸
ま
る
が
ひ
が
事
な
り
。
今
ま
で
の
り
を
ま
げ
、
わ
う
だ
う
を
み
だ
す
げ
き
し
ん
を
す
み
や
か
に
た
（
八
ウ
）

い
ぢ
あ
る
べ
き
」
の
む
ね
仰
下
さ
れ
け
れ
ば
、
さ
だ
ふ
さ
か
し
こ
ま
っ
て
う
け
た
ま
は
り
、
「
む
じ
つ
の
つ
み
に
し
づ
む
た
め
し
む
か
し

ぞ
。
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よ
り
な
き
事
に
し
も
さ
ぶ
ら
は
ね
ば
、
き
み
に
御
う
ら
み
ふ
く
み
候
事
な
に
し
に
候
べ
き
。
ち
よ
く
め
い
を
か
う
ぶ
り
て
う
て
き
ほ
ろ
ぽ

さ
ん
事
、
あ
ん
の
う
ち
に
て
候
」
よ
し
そ
う
も
ん
申
さ
れ
け
り
。
院
よ
り
も
、
「
と
し
月
の
う
ら
み
を
わ
す
れ
、
て
う
か
の
御
て
き
ほ
ろ

ぽ
さ
る
べ
き
」
よ
し
ゐ
ん
ぜ
ん
な
り
け
れ
ば
、
ご
ん
中
な
ど
ん
、

と
ぞ
申
さ
れ
け
る
。
さ
だ
ふ
さ
の
た
ま
ふ
や
う
、

「
も
し
こ
ん
や
、
よ
し
も
り
ょ
う
ち
に
や
よ
せ
ん
ず
ら
ん
。
て
き
は
大
ぜ
い
、
み
か
た
は
ぶ
ぜ
い
な
る
ぞ
よ
う
じ
ん
せ
よ
」

と
有
け
れ
ば
、
つ
わ
物
ど
も
か
ぶ
と
も
ぬ
が
ず
、
や
な
ぐ
い
も
お
ろ
さ
で
あ
か
し
け
り
。

あ
く
る
と
ら
の
こ
ぐ
に
、
い
わ
せ
の
み
ん
ぶ
こ
万
よ
き
に
て
ま
い
り
く
は
上
る
。
よ
し
も
り
に
も
よ
の
ま
に
せ
い
や
つ
き
た
り
け
ん
、

三
万
五
千
よ
き
に
て
大
宮
お
も
て
に
ひ
か
へ
た
り
と
き
こ
へ
け
れ
ば
、
ご
ん
中
な
ど
ん
ど
の
ま
さ
つ
な
に
二
千
よ
き
を
あ
い
そ
へ
と
う
ゐ

ん
殿
を
し
ゆ
ご
さ
せ
、
御
身
は
あ
ら
て
の
こ
ま
ん
よ
き
に
て
大
み
や
お
も
て
へ
は
せ
む
か
は
る
。
で
ん
か
は
き
の
ふ
御
お
と
う
と
中
な
ど

ん
殿
に
い
た
く
お
わ
れ
さ
せ
給
ひ
、
め
ん
ぽ
く
な
ふ
や
お
ぽ
し
（
九
オ
）
け
ん
、
け
ふ
の
い
ぐ
さ
に
は
出
給
わ
ず
、
ふ
し
み
殿
に
引
こ
も

り
て
お
は
し
け
る
。
そ
の
外
く
ぎ
や
う
に
も
、
ふ
し
み
に
こ
も
り
給
へ
る
人
ノ
、
少
々
あ
る
よ
し
き
こ
へ
け
り
。

さ
る
ほ
ど
に
大
み
や
に
は
た
つ
の
こ
く
よ
り
い
ぐ
さ
は
じ
ま
り
、
し
の
ぎ
を
け
づ
り
つ
ば
を
わ
り
、
両
ぢ
ん
の
物
ど
も
こ
坐
を
さ
い
ご

と
た
上
か
い
け
る
。
東
の
し
や
う
ぐ
ん
一
ぢ
ん
に
こ
ま
を
す
へ
い
ぐ
さ
の
げ
ち
し
て
ゐ
給
ふ
さ
ま
、
こ
と
人
に
ま
ぎ
る
べ
く
も
な
く
ゆ
坐

し
げ
に
み
へ
給
ふ
を
、
よ
し
も
り
の
ら
う
た
う
き
く
ち
さ
へ
も
ん
の
ぜ
う
、

「
こ
れ
に
み
へ
さ
せ
給
ふ
わ
か
む
し
や
は
、
大
し
や
う
ぐ
ん
と
み
申
た
り
。
お
そ
れ
お
ほ
く
候
へ
ど
も
子
ど
も
の
か
た
き
に
て
ま
し
ま

せ
ば
、
な
か
ざ
し
一
す
じ
た
て
ま
つ
ら
ん
」

と
て
、
よ
つ
ぴ
き
ひ
や
う
ど
は
な
つ
。
や
り
、
し
や
う
ぐ
ん
の
め
さ
れ
た
る
御
む
ま
の
ふ
と
は
ら
に
ま
ふ
□
ら
か
せ
め
て
た
ち
け
れ
ば
、

「
か
し
こ
ま
り
入
候
」
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む
ま
は
び
や
う
ぶ
を
か
へ
す
ご
と
く
に
た
を
る
れ
ぱ
、
ぬ
し
は
お
り
た
ち
給
ひ
け
り
。
さ
だ
ふ
さ
御
ら
ん
じ
、

「
た
ヌ
今
の
や
は
、
き
く
ち
が
し
わ
ざ
と
お
ぽ
へ
た
り
。
そ
の
ら
う
む
し
や
に
が
す
な
、
う
ち
と
れ
」

と
お
ほ
せ
け
れ
ば
、
で
わ
の
六
郎
は
せ
む
か
い
、
き
く
ち
と
く
ん
で
ど
う
と
お
っ
。
た
か
し
げ
ぶ
さ
う
の
大
力
な
れ
ば
、
さ
へ
も
ん
の
ぜ

う
を
と
っ
て
お
さ
へ
く
び
ね
ぢ
き
り
、
君
の
け
ざ
ん
に
入
て
（
九
ゥ
）
け
り
。

ご
ん
中
な
ど
ん
殿
は
や
が
て
の
り
か
へ
に
の
り
、
よ
し
も
り
を
め
に
か
け
ま
つ
さ
き
に
す
上
ん
で
た
Ｌ
か
は
れ
け
る
ほ
ど
に
、
げ
ん
中

な
ど
ん
し
ば
し
も
た
ま
ら
ず
川
を
さ
っ
と
わ
た
し
、
に
し
を
さ
し
て
お
ち
ら
れ
け
る
。
さ
だ
ふ
さ
御
ら
ん
じ
、

「
き
た
な
し
、
よ
し
も
り
。
み
れ
ん
な
り
。
中
な
ど
ん
大
ぜ
い
に
て
も
候
は
ず
。
れ
い
の
七
き
で
候
ぞ
。
か
へ
し
あ
わ
せ
て
し
や
う
ぶ

と
て
お
っ
か
け
給
ふ
。
た
目
七
人
に
お
っ
た
て
ら
れ
、
よ
し
も
り
の
大
ぜ
い
の
こ
ま
の
あ
し
を
と
ヌ
め
か
ね
ふ
し
み
ま
で
ぞ
お
ち
た
り
け

り
。
大
ぜ
い
の
つ
わ
物
も
ん
の
う
ち
へ
に
げ
入
、
な
か
の
は
し
を
引
、
も
ん
の
く
わ
ん
ぬ
き
ち
や
う
ど
さ
す
。
ご
ん
中
な
ど
ん
殿
こ
れ
を

こ
と
上
も
し
た
ま
は
ず
、
ほ
り
を
ゆ
ら
り
と
は
ね
こ
へ
、
む
か
い
の
き
し
に
た
ち
給
へ
る
い
き
お
ひ
、
ほ
ん
人
と
は
み
へ
給
は
ず
。
出
わ

き
や
う
だ
い
も
つ
貰
い
て
ほ
り
を
は
ね
こ
し
、
も
ん
の
よ
こ
ぎ
を
二
ほ
ん
ひ
き
ぬ
き
、
ま
ん
中
を
ゆ
い
あ
わ
せ
、
む
か
い
の
き
し
へ
な
げ

こ
し
、
み
か
た
の
せ
い
を
わ
た
し
け
り
。
じ
や
う
の
う
ち
に
は
、
さ
ふ
も
中
な
ど
ん
も
さ
は
ぎ
給
ふ
け
し
き
あ
さ
ま
し
げ
な
り
。
ご
ん
中

な
ど
ん
殿
は
一
の
き
ど
を
せ
め
や
ぶ
り
中
も
ん
ま
で
せ
め
入
給
ひ
し
が
、
よ
し
も
り
を
め
に
か
け
む
ま
よ
り
と
ん
で
お
り
、
ひ
ろ
ゑ
ん
に

つ
（
一
○
オ
）
と
あ
が
り
、
き
や
く
で
ん
を
の
ぼ
り
に
大
て
を
ひ
ろ
げ
て
お
ひ
給
ふ
い
き
ほ
ひ
、
は
ん
く
わ
い
も
か
く
や
ら
ん
と
す
さ
ま

じ
げ
に
み
へ
た
り
け
れ
。
つ
い
に
な
ん
で
ん
の
す
み
の
ま
に
て
お
つ
つ
め
、
む
ず
と
く
ん
で
ふ
せ
、
か
ぶ
と
ち
ぎ
り
か
ら
り
と
す
て
、

「
い
か
に
よ
し
も
り
、
か
う
さ
ん
し
た
ま
は
亘
た
す
け
ん
」

と
の
た
ま
ひ
け
る
。
よ
し
も
り
も
さ
る
人
な
れ
ば
、

し
た
ま
へ
。
い
か
に
ノ
、
」
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ご
ん
中
な
ど
ん
殿
は
、
さ
だ
み
ち
、
よ
し
も
り
を
さ
き
に
た
て
上
と
う
ゐ
ん
殿
へ
い
ら
れ
け
る
。
し
ゆ
じ
や
う
、
上
く
わ
う
御
か
ん
な

上
め
な
ら
ず
、
さ
し
も
の
た
い
て
き
を
二
日
が
あ
い
だ
に
な
ん
な
く
せ
め
ほ
る
ぽ
さ
れ
け
る
ぶ
り
や
く
の
ほ
ど
を
、
か
ん
じ
さ
せ
給
ひ
け

る
。
し
や
う
ぐ
ん
な
ん
で
ん
に
出
て
、
く
び
じ
つ
け
ん
し
給
ふ
。
左
の
さ
か
し
ら
に
は
ほ
う
じ
や
う
、
ち
上
ぶ
な
を
り
、
東
か
い
だ
う
の

大
み
や
う
、
小
み
や
う
な
ら
ぴ
ゐ
た
り
。
右
の
さ
か
し
ら
に
は
、
い
わ
せ
の
み
ん
ぶ
ま
さ
つ
な
、
さ
し
て
北
ろ
く
だ
う
の
大
み
や
う
、
小

み
や
う
ひ
ざ
ま
づ
き
て
れ
ん
ざ
す
る
。
で
わ
き
や
う
だ
い
六
人
は
、
し
や
う
ぐ
ん
の
御
そ
ば
ま
ぢ
か
く
さ
ぷ
ら
い
け
り
。
そ
の
外
し
よ
こ

「
何
、
か
う
さ
ん
と
の
た
ま
ふ
か
や
。
て
う
て
き
と
い
ひ
、
ふ
て
き
と
い
ひ
、
さ
い
あ
い
の
つ
ま
の
か
た
き
な
れ
ば
、
一
か
た
な
ら
ぬ

そ
れ
が
し
、
た
す
か
ら
ん
と
い
わ
ば
た
す
け
給
ふ
べ
き
か
。
ほ
う
を
ん
に
は
、
と
く
ノ
１
か
う
ぺ
を
は
ね
給
へ
」

と
い
わ
れ
け
れ
ば
、
ご
ん
中
な
ど
ん
も
ど
う
り
し
ご
く
し
て
、

「
さ
だ
ふ
さ
一
分
の
か
た
き
斗
に
て
も
候
ら
は
ず
。
て
う
て
き
に
て
ま
し
ノ
、
候
へ
ぱ
、
だ
い
り
へ
引
ぐ
し
申
さ
ん
」

と
て
、
さ
き
に
た
て
上
ぞ
出
ら
れ
け
る
。

左
大
臣
殿
は
き
や
く
で
ん
の
か
た
に
う
ろ
た
へ
て
お
は
し
け
る
所
に
、
た
か
な
り
つ
と
主
い
り
ろ
う
ご
し
を
さ
し
よ
せ
、

「
ち
よ
く
ぢ
や
う
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
。
た
宜
め
さ
れ
候
へ
」

と
申
け
れ
ば
、
い
か
ヌ
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
ん
、
お
め
ノ
＼
と
の
り
て
出
給
ひ
ぬ
。

く
わ
ん
ぐ
ん
は
し
り
ま
わ
り
、
こ
上
か
し
こ
に
火
を
か
け
け
れ
ば
、
み
や
う
火
で
ん
に
み
ち
ノ
、
、
玉
を
み
が
き
し
ふ
し
み
殿
へ
ん
し

の
け
ぶ
り
と
（
一
○
ゥ
）
な
り
に
け
る
。
し
ん
の
し
く
わ
う
の
お
ご
り
、
か
ん
や
う
宮
の
ほ
ろ
び
し
も
か
く
や
と
お
も
ひ
し
ら
れ
た
り
。

大
し
や
う
ぐ
ん
た
ち
は
わ
き
な
が
ら
と
ら
は
れ
給
ひ
、
じ
や
う
ぐ
わ
く
け
ぶ
り
と
な
り
ぬ
る
上
は
、
つ
わ
物
ど
も
み
な
ち
り
人
、
に
お
ち

う
せ
、
行
か
た
し
ら
ず
な
り
ぞ
行
。
は
む
ろ
の
大
な
ご
ん
い
け
ど
り
に
な
り
給
ふ
。
ち
ぐ
さ
の
ち
う
な
ご
ん
、
よ
し
だ
の
三
位
は
、
う
ち

じ ぅ
にせ

し、

給行
ひか

けた
りし
○ェ
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「
あ
な
い
み
じ
。
此
よ
に
は
あ
り
が
た
き
ぶ
し
や
う
か
な
」

と
ぜ
ん
じ
な
り
け
る
。
よ
し
も
り
は
や
う
ふ
の
か
た
き
な
れ
ば
と
て
、
さ
だ
ふ
さ
卿
た
ま
わ
り
そ
の
よ
く
び
を
は
ね
ら
れ
け
り
。
さ
ふ

は
、
さ
い
ご
く
の
し
づ
ま
る
ま
で
さ
だ
ふ
さ
卿
あ
づ
か
り
給
ふ
。

さ
き
の
で
ん
か
は
み
や
こ
の
さ
は
ぎ
に
よ
り
さ
が
の
あ
た
り
に
し
の
び
お
は
し
つ
る
が
、
ご
ん
中
な
ど
ん
上
ら
く
ま
し
ノ
、
て
う
て
き

こ
と
人
、
く
ほ
ろ
ぼ
し
給
ひ
ぬ
と
き
こ
し
め
し
、
御
よ
ろ
こ
び
か
ぎ
り
な
く
、
あ
く
る
廿
二
日
で
わ
の
三
郎
を
御
と
も
に
て
、
今
出
川
殿

へ
か
へ
ら
せ
給
ひ
け
り
。
そ
の
日
し
や
う
ぐ
ん
今
出
川
殿
へ
ま
い
り
給
ふ
に
、
大
し
や
う
こ
く
あ
ま
り
の
御
う
れ
し
さ
に
、
中
も
ん
の
ら

う
ま
で
出
さ
せ
（
ニ
ゥ
）
給
ひ
ぬ
。
中
な
ど
ん
殿
お
り
も
の
坐
下
が
さ
れ
に
、
と
く
さ
色
の
か
り
ぎ
ぬ
、
大
も
ん
の
さ
し
ぬ
き
、
た
て

ゑ
ぽ
し
引
た
て
上
あ
ゆ
み
入
給
ふ
。
も
て
な
し
、
た
い
は
い
む
か
し
よ
り
は
い
た
く
お
と
な
び
い
と
ヌ
み
る
か
い
あ
る
を
、
大
と
の
御
ら

ん
じ
、
「
命
あ
れ
ば
」
と
斗
お
ほ
せ
あ
り
て
、
御
そ
で
を
お
し
あ
て
け
ろ
は
御
こ
と
わ
り
に
あ
わ
れ
な
り
。
ち
ご
を
か
し
づ
く
ご
と
く

に
、
御
袖
を
ひ
き
て
れ
ん
中
へ
入
給
ふ
。
ま
ち
つ
け
給
へ
り
し
ま
ん
所
の
御
心
の
う
ち
、
い
か
ば
か
り
か
お
わ
し
け
ん
。
と
か
う
の
事
も

の
た
ま
は
ず
、
御
よ
ろ
こ
び
の
な
み
だ
せ
き
か
ね
給
ふ
。
わ
か
ぎ
み
、
姫
君
い
づ
れ
と
な
く
う
つ
く
し
う
お
ひ
た
ち
、
し
や
う
ぐ
ん
の
ゆ

ん
で
、
め
て
に
な
ら
び
お
は
し
て
む
つ
ま
じ
げ
に
し
給
ひ
け
り
。
姫
君
の
色
し
ろ
う
さ
歩
や
か
に
て
、
打
か
ほ
り
た
る
ま
み
口
つ
き
の
お

く
の
ぐ
ん
ぜ
い
い
く
ら
と
い
ふ
か
ず
も
し
ら
ず
、
て
い
じ
や
う
に
ひ
ま
な
く
な
み
ゐ
た
り
。
し
や
う
ぐ
ん
そ
の
日
の
し
や
う
ぞ
く
に
は
諺

ね
り
ぬ
き
に
あ
か
き
（
ニ
オ
）
い
と
を
も
っ
て
ぬ
い
も
の
し
た
る
ひ
た
坐
れ
に
、
く
れ
な
ゐ
す
そ
ご
の
よ
る
ひ
、
こ
が
れ
づ
く
り
の
た

ち
を
は
き
、
そ
め
は
の
や
お
ひ
、
か
ぶ
と
を
ぱ
わ
ら
は
に
も
た
せ
、
た
ぷ
さ
を
み
だ
し
き
ざ
は
し
に
し
り
か
け
て
み
な
み
む
き
に
ゐ
給
へ

り
。
生
年
廿
四
歳
、
わ
か
く
さ
か
り
に
ね
ぴ
と
当
の
ひ
、
さ
ら
で
も
ゆ
坐
し
く
お
は
し
け
る
に
、
夕
日
の
花
や
か
に
さ
し
て
も
て
は
や
さ

れ
た
る
や
う
き
た
い
は
、
心
此
よ
の
人
と
も
み
へ
給
わ
ず
。
し
ゆ
じ
や
う
、
上
く
わ
う
も
わ
た
ど
の
上
れ
ん
じ
よ
り
こ
れ
を
ゑ
い
ら
ん
あ

り
て
、
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大
か
た
な
び
き
た
て
ま
つ
り
ぬ
。

だ
ざ
い
ふ
に
は
、
よ
し
も
り
う
た
れ
給
ひ
ぬ
と
き
こ
し
め
し
、
御
な
げ
き
な
ゞ
め
な
ら
ず
。
せ
め
て
か
た
き
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
た
め
上
ら

く
あ
ら
ん
と
ぎ
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、
中
ご
く
よ
り
ひ
が
し
は
み
な
そ
む
き
申
に
よ
り
そ
れ
も
か
な
は
ず
や
す
ら
ひ
給
ふ
う
ち
に
、
ご
ん
大

な
ご
ん
殿
た
け
き
人
な
れ
ば
、
だ
ざ
い
ふ
を
せ
め
ん
と
て
、
い
わ
せ
、
ほ
う
じ
や
う
、
ち
上
ぶ
、
こ
れ
三
人
を
大
し
や
う
ぐ
ん
に
て
十
ま
ん

よ
き
あ
い
そ
へ
、
も
り
つ
な
こ
う
の
う
っ
て
に
さ
し
つ
か
は
さ
る
。
い
そ
ぎ
て
い
と
を
う
つ
た
ち
、
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
へ
は
つ
か
う
す
。

み
や
こ
の
う
ち
は
お
だ
や
か
に
し
づ
ま
り
け
れ
ば
、
君
も
し
ん
も
御
よ
ろ
こ
び
か
ぎ
り
な
く
、
し
づ
山
が
つ
に
い
た
る
ま
で
ご
ん
大
な
ご

ん
殿
を
お
が
み
け
る
は
こ
と
は
り
な
り
。
此
七
、
八
ヶ
年
は
げ
き
し
ん
の
お
ご
り
さ
か
ん
に
し
て
、
み
や
こ
の
上
下
も
い
た
み
し
が
、
今

は
い
つ
し
か
引
か
へ
た
み
の
か
ま
ど
も
に
ぎ
は
ひ
、
花
や
か
な
る
御
代
と
ぞ
な
り
に
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
は
む
か
し
の
た
か
く
ら
に
御
し

よ
を
つ
く
ら
せ
（
一
二
ゥ
）
、
み
な
月
の
こ
ろ
う
つ
り
給
ひ
ぬ
。
だ
ざ
い
ふ
の
か
つ
せ
ん
も
、
み
か
た
に
り
あ
る
に
よ
っ
て
も
り
つ
な
こ
う

打
ま
け
、
つ
い
に
じ
が
い
し
給
ひ
ぬ
。
し
ぞ
く
ち
く
ぜ
ん
の
中
将
も
り
さ
ね
、
げ
ん
侍
従
よ
し
っ
な
、
こ
れ
二
人
は
行
か
た
し
ら
ず
お
ち

（
マ
マ
）

ら
れ
け
り
。
つ
く
し
の
う
ち
に
て
に
た
つ
か
た
き
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
も
り
つ
な
の
御
く
び
も
た
せ
、
三
人
な
が
ら
上
ら
く
す
。
さ
だ
ふ
さ
大

き
に
よ
ろ
こ
び
給
ひ
、
こ
ん
ど
の
け
じ
や
う
と
し
て
ま
さ
つ
な
に
は
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
を
給
わ
り
、
九
こ
ぐ
の
お
さ
ゑ
に
と
て
す
な
は
ち

だ
ざ
い
ふ
へ
く
だ
り
け
り
。
ち
ふ
ぶ
、
ほ
う
じ
や
う
に
も
く
に
を
た
ま
わ
り
、
お
の
ノ
、
ぼ
ん
ご
く
へ
か
へ
り
ぬ
。
で
わ
の
ぜ
ん
じ
が
子

か
し
げ
な
る
が
、
は
上
ぎ
み
に
よ
く
に
給
へ
る
を
御
ら
ん
ず
る
よ
り
、
あ
わ
れ
に
な
つ
か
し
く
お
ぽ
し
い
づ
る
こ
と
宜
も
あ
れ
ば
、
打
な

み
だ
ぐ
み
給
ひ
け
る
を
、
し
や
う
こ
く
も
ま
ん
所
も
さ
ぞ
と
お
ぽ
し
め
し
や
り
て
、
御
そ
で
を
ぬ
ら
さ
れ
け
り
。

廿
三
日
に
し
ゆ
じ
や
う
は
二
で
う
だ
い
り
へ
く
わ
ん
か
う
な
る
。
上
く
わ
う
も
も
と
の
御
所
へ
く
わ
ん
ぎ
よ
り
い
、
廿
四
日
だ
い
り
に

ぢ
も
く
お
こ
な
わ
れ
て
、
今
で
川
（
一
二
オ
）
殿
又
で
ん
か
に
か
へ
り
な
り
給
ひ
、
さ
だ
ふ
さ
卿
は
ご
ん
大
な
ご
ん
に
に
ん
ぜ
ら
れ
け
り
。

此
の
ち
は
し
や
う
ぐ
ん
の
い
き
お
ひ
む
か
し
よ
り
は
い
や
ま
さ
り
、
東
か
い
だ
う
は
申
に
お
よ
ば
ず
、
東
せ
ん
だ
う
、
ほ
く
ろ
く
だ
う
も
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ご
ん
大
な
ご
ん
殿
は
北
の
か
た
の
（
一
三
オ
）
御
事
を
あ
け
く
れ
恋
な
げ
き
、
行
ゑ
な
し
と
き
上
つ
れ
ば
、
「
ふ
ち
せ
に
身
を
や
な
げ

つ
ら
ん
。
も
し
う
き
よ
に
あ
る
な
ら
ば
心
ぐ
る
し
く
み
お
き
に
し
お
さ
な
き
物
も
あ
る
べ
き
が
、
い
づ
く
の
さ
と
い
か
な
る
所
に
て
い
か

さ
ま
に
も
の
を
お
も
ふ
ら
ん
。
ひ
と
り
ね
の
よ
な
ノ
＼
は
む
ね
を
こ
が
す
あ
か
つ
き
お
ほ
く
、
さ
だ
ふ
さ
を
こ
い
し
く
お
も
ひ
出
な
ん
」

な
ど
、
さ
ま
人
、
に
お
ぽ
し
つ
宣
く
る
ほ
と
に
、
ね
ざ
め
ご
と
の
御
枕
の
下
は
あ
ま
も
つ
り
す
る
ば
か
り
に
て
、
か
ん
の
ぶ
て
い
の
い
に

し
へ
も
浦
山
し
く
ぞ
お
ぽ
さ
れ
け
る
。
は
ん
ご
ん
か
う
を
も
た
ざ
れ
ば
け
ぶ
り
に
た
ぐ
ふ
か
げ
も
み
ず
、
ゑ
き
ろ
の
す
宜
の
な
け
れ
ば
ふ

り
て
な
ぐ
さ
む
事
も
な
し
。
よ
る
も
と
け
て
ま
ど
ろ
ま
ね
ば
、
ゆ
め
に
だ
に
み
ぬ
う
ら
め
し
さ
よ
と
人
し
れ
ず
な
げ
き
給
ひ
つ
鼻
、
つ
れ

は
な
が
め
が
ち
に
の
み
お
わ
し
け
る
を
、
ち
ゞ
お
と
貫
き
こ
し
め
し
六
十
六
ケ
こ
く
へ
六
十
六
人
の
し
し
や
を
た
て
、
北
の
か
た
の
御
行

ゑ
を
た
づ
ね
さ
せ
給
へ
ど
さ
ら
に
行
か
た
ま
し
ま
さ
ず
。
で
ん
か
も
ま
ん
所
も
ほ
い
な
き
事
に
お
ぽ
し
め
し
な
げ
く
に
、
し
や
う
ぐ
ん
は

こ
ん
ど
お
ほ
く
の
か
つ
せ
ん
に
す
耳
ろ
に
命
の
お
し
か
り
し
も
、
此
人
に
今
一
た
び
あ
い
み
ん
と
お
も
ひ
（
一
三
ゥ
）
し
ゆ
へ
ぞ
か
し
。

あ
り
し
を
つ
い
の
わ
か
れ
に
て
、
さ
て
世
に
あ
り
は
て
ん
と
は
お
も
わ
れ
た
ま
わ
ず
、
よ
と
上
も
此
事
を
の
み
か
な
し
み
給
ひ
け
り
。
上

く
わ
う
は
も
と
よ
り
女
五
の
宮
の
御
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
そ
め
さ
せ
給
ひ
つ
る
事
な
れ
ば
、
今
は
の
が
れ
が
た
う
ひ
た
す
ら
に
御
け
し
き

給
わ
り
け
れ
ば
、
し
ゐ
て
も
い
な
ぴ
給
わ
ず
で
ん
か
御
う
け
を
申
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
大
な
ご
ん
殿
は
か
く
と
き
こ
し
め
す
よ
り
、
「
あ
な
あ

ど
も
七
人
に
も
め
ん
ノ
、
に
け
じ
や
う
を
た
ま
わ
り
、
そ
の
上
こ
ぜ
ん
じ
が
け
う
や
う
れ
ん
比
に
と
ぷ
ら
は
せ
給
ひ
け
る
を
、
た
ん
ご
の

め
の
と
ち
よ
に
あ
り
が
た
く
お
も
ひ
、
み
た
て
ま
つ
る
ぶ
し
共
か
ん
ぜ
ぬ
は
な
か
り
け
り
。

い
よ
ノ
、
世
の
中
お
さ
ま
り
け
れ
ば
、
み
か
ど
御
か
ん
な
生
め
な
ら
ず
。
大
と
の
申
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、

「
左
大
臣
大
あ
く
の
て
う
て
き
な
る
あ
い
だ
、
る
ざ
い
に
し
よ
せ
ら
る
く
し
」

と
そ
う
も
ん
有
け
れ
ど
、
し
や
う
ぐ
ん
申
な
だ
め
て
お
は
ら
の
へ
ん
に
お
き
た
て
ま
つ
り
給
ひ
し
が
、
つ
ゐ
に
御
し
ゆ
つ
け
し
た
ま
い
け

。

り
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さ
ま
し
。
ゆ
め
ま
ぽ
ろ
し
の
よ
の
中
に
お
も
わ
ぬ
人
に
ち
ぎ
り
を
こ
め
、
こ
い
し
き
人
を
し
の
ば
ん
よ
り
と
に
も
い
か
に
も
な
ら
ば
や
」

と
ま
で
お
も
ひ
給
へ
ど
、
も
の
ふ
ふ
の
大
将
た
る
身
が
、
女
ゆ
へ
に
命
を
う
し
な
い
た
る
な
ん
ど
堅
さ
た
せ
ら
れ
ん
も
口
お
し
か
り
な
ん

と
お
ぽ
し
め
し
な
を
し
、
つ
れ
な
う
も
て
な
し
て
す
ぐ
し
給
ひ
ぬ
。

女
五
の
宮
の
御
こ
と
は
八
月
七
日
と
さ
だ
め
ら
れ
、
世
の
中
ひ
ヌ
き
て
い
そ
が
れ
け
る
。
し
ゆ
じ
や
う
は
さ
だ
ふ
さ
の
う
け
ひ
か
ぬ
と

き
こ
し
め
し
、
宮
の
御
た
め
い
と
お
し
く
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
れ
ど
、
一
ゐ
ん
の
か
く
い
そ
が
せ
給
ひ
け
れ
ば
と
笈
め
ま
い
ら
せ
ら
る
上
に

も
お
よ
ば
ず
、
か
た
は
ら
い
た
き
事
に
お
ぽ
さ
れ
け
る
。
す
で
に
そ
の
よ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
大
な
ご
ん
殿
な
げ
く
ノ
、
ま
い
り
給
（
一
四

オ
）
へ
り
。
ま
ち
つ
け
給
へ
る
宮
の
御
か
た
の
ぎ
し
き
有
さ
ま
、
花
や
か
に
め
で
た
き
事
い
ゑ
ぱ
さ
ら
な
り
。
姫
君
の
御
か
た
ち
ぞ
よ
そ

に
て
お
も
ひ
や
り
し
よ
り
は
も
の
ノ
、
し
ぐ
れ
び
す
ぎ
給
ひ
、
き
ら
ノ
、
し
く
う
つ
く
し
う
お
わ
す
る
事
は
な
ぺ
て
な
ら
ね
ど
、
く
る
す

の
生
花
の
夕
ば
へ
に
は
に
も
に
ず
こ
よ
な
う
お
と
り
給
へ
り
。
こ
れ
に
つ
け
て
も
さ
る
山
ふ
と
こ
ろ
に
お
ひ
い
で
し
人
の
、
露
斗
も
み
お

と
り
た
る
所
な
く
、
は
か
な
き
あ
そ
び
わ
ざ
ま
で
も
め
づ
ら
し
く
お
か
し
き
さ
ま
に
し
い
で
、
た
ぐ
い
な
か
り
し
人
の
お
も
か
げ
い
と
貨

こ
い
し
く
お
も
ひ
い
で
ら
れ
、
と
け
て
も
ま
ど
ろ
ま
れ
給
わ
れ
ぱ
よ
ふ
か
く
か
へ
り
給
ひ
け
り
。
此
の
ち
は
一
ゐ
ん
の
む
こ
の
君
と
て
い

と
笈
ひ
か
り
そ
ひ
て
も
て
な
さ
れ
給
ひ
け
れ
ど
、
大
な
ご
ん
殿
は
た
堂
む
か
し
の
人
の
み
御
心
に
か
ふ
り
人
し
れ
ず
物
を
お
も
ひ
、
宮
の

御
か
た
へ
も
し
げ
う
も
ま
い
り
た
ま
わ
ず
、
と
も
す
れ
ば
た
か
く
ら
殿
に
こ
も
り
ゐ
て
、
ひ
と
り
な
が
め
ふ
し
給
ひ
ぬ
。

さ
て
も
一
の
た
に
の
ひ
め
君
は
、
し
や
う
ぐ
ん
の
よ
に
出
給
ふ
を
も
し
り
た
ま
は
ず
月
Ｒ
を
お
く
り
給
ふ
ほ
ど
に
、
わ
か
ぎ
み
七
歳
と

い
ふ
八
月
中
比
に
、
に
こ
う
む
な
し
く
な
り
（
一
四
ゥ
）
け
れ
ば
、
姫
君
な
げ
き
給
ひ
、
む
な
し
き
か
し
ら
を
ひ
ざ
に
の
せ
、
「
日
比
は

に
こ
う
の
な
さ
け
に
て
こ
そ
と
し
月
を
お
く
り
し
に
、
今
よ
り
の
ち
は
た
れ
を
た
よ
り
に
て
露
の
命
も
な
が
ら
へ
ん
。
お
ち
こ
ち
の
た
づ

き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
、
お
さ
な
き
物
を
す
て
お
き
給
ふ
か
な
し
さ
よ
」
と
て
、
も
だ
へ
給
ふ
ぞ
こ
と
わ
り
な
る
。
わ
か
ぎ
み
は
に
こ
う
の

て
を
と
ら
へ
、
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ら
う
に
の
あ
り
し
ほ
ど
は
、
よ
ひ
ノ
＼
ご
と
の
ぬ
か
の
こ
ゑ
か
ね
の
ね
を
も
き
坐
給
ひ
し
が
、
そ
れ
も
今
は
お
と
た
へ
て
く
る
生
よ
ご

（
虫
損
）

と
に
お
と
づ
る
□
は
や
か
ん
の
も
の
坐
こ
ゑ
斗
、
物
す
さ
ま
じ
く
ぞ
き
こ
へ
け
る
。
四
五
日
す
ぎ
け
れ
ど
く
ご
を
ま
い
ら
す
る
も
の
も

な
け
れ
ば
、
わ
か
ぎ
み
あ
ま
り
に
た
へ
か
ね
か
て
を
も
と
め
ん
た
め
さ
と
へ
い
で
た
ま
ひ
し
が
、
お
さ
な
き
人
の
か
な
し
さ
は
し
ら
ぬ
道

に
ふ
み
ま
よ
ひ
、
か
な
た
こ
な
た
と
あ
り
き
給
ふ
。

そ
の
比
一
の
く
に
の
こ
く
し
を
ぱ
ま
で
の
こ
う
じ
の
中
な
ど
ん
殿
と
申
け
る
が
、
一
人
の
ひ
め
ぎ
み
を
も
た
れ
け
り
。
御
と
し
七
歳
五

月
五
日
の
た
ん
じ
や
う
な
る
が
、
ご
う
び
や
う
を
う
け
ば
ん
じ
か
ぎ
り
に
お
は
し
け
る
。
ち
上
は
上
な
げ
き
か
な
し
み
、
く
す
り
い
の
り

給
ふ
。 「

い
か
に
あ
ま
ぜ
、
は
坐
君
や
身
づ
か
ら
を
ふ
り
す
て
て
い
づ
く
へ
と
て
お
わ
す
る
ぞ
。
か
さ
ね
て
は
行
給
ふ
と
も
、
此
た
ぴ
は
か
へ

り
給
へ
。
の
ふ
、
あ
ま
ぜ
や
／
、
」

と
て
あ
し
ず
り
を
し
て
さ
け
び
給
へ
ど
も
、
さ
り
て
か
へ
ら
ぬ
こ
う
せ
ん
の
た
び
の
か
な
し
さ
は
、
御
い
ら
へ
申
事
も
な
く
か
わ
り
行
事

の
み
あ
り
け
れ
ば
、
ひ
め
ぎ
み
、
わ
か
ぎ
み
に
く
ど
き
給
ふ
や
う
、

「
今
は
い
か
ほ
ど
な
げ
く
と
も
、
に
こ
う
は
か
へ
り
給
わ
じ
。
何
と
も
し
て
し
が
い
を
か
く
さ
ば
や
と
思
ふ
が
、
い
か
頁
せ
ん
」

と
仰
け
る
。
わ
か
ぎ
み
き
こ
し
め
し
、
こ
ざ
か
し
げ
に
の
た
ま
ふ
や
う
、

「
そ
の
こ
と
は
御
心
や
す
く
お
ぽ
し
め
せ
。
つ
ね
に
か
た
ら
ひ
て
あ
そ
び
候
し
上
、
さ
る
に
い
ひ
あ
わ
せ
て
、
よ
き
に
は
か
ら
い
さ
ぶ

と
の
た
ま
ひ
け
る
ぞ
い
と
お
し
き
。
そ
の
日
の
ひ
る
つ
か
た
さ
と
の
物
一
人
き
た
り
て
、
な
さ
け
を
か
け
て
と
ぶ
ら
い
け
れ
ば
（
一
五

ォ
）
、
せ
め
て
の
事
に
か
れ
を
た
の
み
、
に
こ
う
の
し
が
い
を
や
う
ノ
、
か
く
し
給
ひ
ぬ
。
ひ
め
ぎ
み
は
む
し
よ
に
む
か
い
、
な
み
だ
を

な
が
し
つ
ふ
き
や
う
よ
み
ね
ん
ぶ
つ
し
て
と
ぶ
ら
ひ
給
へ
ぱ
、
わ
か
ぎ
み
た
に
上
く
だ
り
水
を
む
す
ぴ
て
た
む
け
、
花
を
お
り
て
さ
上
げ

ら
は
ん
」
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を
つ
く
し
給
へ
ど
何
の
し
る
し
も
な
か
り
け
る
所
に
、
あ
る
は
か
せ
の
申
や
う
、

「
い
か
な
る
も
の
坐
子
な
り
と
も
、
此
ひ
め
ぎ
み
と
同
年
の
お
な
し
月
日
に
む
ま
れ
た
る
な
ん
し
の
い
き
ぎ
も
を
、
と
り
て
く
す
り
に

（
一
五
ゥ
）
も
ち
給
は
夏
へ
い
ゆ
う
あ
ら
ん
」

と
申
け
れ
ば
、
ち
ふ
は
ふ
こ
れ
に
ち
か
ら
つ
き
、
さ
ぶ
ら
い
二
三
人
に
ざ
う
し
き
を
あ
い
そ
へ
、

「
い
か
な
る
も
の
上
子
な
り
と
も
、
た
ば
か
り
て
い
き
ぎ
も
を
と
り
て
こ
よ
」

と
て
い
だ
さ
れ
け
り
。
こ
く
中
を
た
づ
ぬ
れ
ど
ぬ
す
み
と
る
べ
き
子
も
な
け
れ
ば
、
む
な
し
く
か
へ
ら
ん
と
す
る
所
に
、
此
わ
か
ぎ
み
を

「
さ
て
た
ん
じ
や
う
の
月
日
を
ぱ
し
り
た
ま
へ
る
か
」

「
い
さ
と
よ
、
ま
る
は
よ
く
も
し
ら
ず
。
た
ん
ご
と
と
か
や
に
む
ま
れ
つ
る
と
、
は
坐
ぎ
み
の
の
た
ま
い
つ
る
」

と
あ
り
の
ま
ふ
に
の
た
ま
ひ
け
り
。
か
の
物
ど
も
大
き
に
よ
ろ
こ
び
、

「
い
づ
く
へ
お
は
し
ま
し
侯
ぞ
。
御
と
も
申
さ
ん
」

と
て
、
や
が
て
か
た
む
ま
に
の
せ
申
す
。
わ
か
ぎ
み
御
ら
ん
じ
、

「
こ
れ
は
い
づ
ち
へ
ぐ
し
て
ゆ
く
ぞ
。
は
鼻
の
ま
し
ま
す
所
へ
か
」

と
お
ほ
せ
け
る
こ
そ
い
た
わ
し
け
れ
。
せ
き
じ
つ
に
し
に
入
け
れ
ば
と
あ
る
山
中
へ
わ
け
入
、
し
き
が
わ
を
し
き
て
お
ろ
し
申
せ
ば
、
わ

「
少
人
は
い
く
つ
に
な
り
給
ふ
」

と
と
い
申
。
わ
か
君
何
心
も
な
く
、

「
七
歳
に
な
る
」

と
仰
け
る
。

み
つ
け
、
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と
お
ほ
せ
け
る
。
じ
や
、

申
け
れ
ば
、
わ
か
ぎ
み
、

「
我
、
命
を
と
ら
る

八
月
十
六
日
の
月
さ
し
い
で
坐
、
く
ま
な
く
い
わ
ん
か
た
な
う
あ
わ
れ
に
す
み
の
ぼ
る
そ
ら
を
つ
く
人
、
と
ま
ぽ
り
て
、
今
を
さ
い
ご

と
お
ぽ
し
め
す
わ
か
ぎ
み
の
心
の
う
ち
、
お
も
ひ
や
る
こ
そ
い
た
わ
し
け
れ
。
た
ヌ
お
ぽ
し
め
す
事
と
て
は
、
は
上
ぎ
み
の
御
こ
と
な

り
。
よ
な
ノ
、
い
だ
か
れ
給
ひ
し
あ
ま
君
の
ふ
と
こ
ろ
の
う
ち
も
今
さ
ら
な
つ
か
し
ぐ
、
は
上
う
へ
の
う
つ
く
し
か
り
し
御
お
も
か
げ
は

身
に
ひ
し
と
た
ち
そ
ふ
心
ち
し
て
、
こ
い
し
さ
の
せ
ん
か
た
な
く
し
の
び
の
な
み
だ
の
な
が
れ
い
づ
る
を
、
人
に
よ
わ
げ
を
み
せ
じ
と

や
、
御
そ
で
し
て
お
し
ぬ
ぐ
い
さ
ら
ぬ
て
い
に
（
一
六
ゥ
）
も
て
な
し
、

「
と
て
も
た
す
け
ざ
る
上
は
、
と
く
ノ
、
き
も
を
と
れ
」

と
て
、
お
し
は
だ
ぬ
が
せ
給
ひ
、
に
し
に
む
か
い
ち
い
さ
う
う
つ
く
し
き
て
を
あ
わ
せ
、
め
を
ふ
さ
ぎ
て
ま
ち
給
ふ
。
さ
ら
で
だ
に
よ
に

か
ぎ
み
か
し
こ
く
み
と
り
給
ひ
謡

だ
る
上
ぞ
。
唾

と
お
ほ
せ
け
る
。

「
我
、
命
を
と
ら
る
ふ
事
は
露
ち
り
ほ
ど
も
お
し
か
ら
ず
。
は
ゞ
う
へ
の
た
づ
ね
な
げ
き
た
ま
わ
ん
事
を
お
も
ひ
や
る
こ
そ
か
な
し
け

れ
。
ま
ろ
む
な
し
く
な
り
な
ぱ
、
た
れ
か
は
な
ぐ
さ
め
ま
い
ら
せ
ん
。
物
お
そ
る
し
き
た
に
の
い
ほ
り
に
も
我
を
と
も
に
て
こ
そ
お
は

せ
し
に
、
あ
す
よ
り
の
ち
は
た
れ
を
わ
が
と
も
よ
び
給
ふ
く
き
ぞ
。
こ
れ
を
お
も
ひ
つ
ヌ
く
る
に
す
ヌ
ろ
に
命
の
お
し
け
れ
ど
も
、
な

ん
ぢ
ら
が
た
す
く
ま
じ
け
れ
ば
一
す
じ
に
お
も
ひ
き
る
べ
し
。
か
た
時
も
か
く
て
あ
れ
ば
、
は
上
う
へ
の
こ
い
し
さ
に
中
ノ
、
心
の
み

だ
る
上
ぞ
。
い
け
て
も
の
を
お
も
わ
せ
ん
よ
り
、
と
う
ノ
、
う
し
な
へ
」

る
べ
け
れ
」

「
ま
る
を
ば
う
し
な
わ
ん
と
す
る
け
し
き
な
り
。
な
に
の
つ
み
に
か
く
は
は
か
ら
ふ
ぞ
。
し
さ
い
を
か
た
れ
。
さ
て
こ
そ
い
か
に
も
な

じ
や
け
ん
の
も
の
公
ふ
と
は
い
へ
ど
も
、

御
い
た
わ
し
く
や
お
も
ひ
（
一
六
オ
）
け
ん
、
こ
と
の
し
さ
い
を
く
わ
し
く
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う
つ
く
し
き
御
か
た
ち
の
、
月
の
ひ
か
り
に
か
夏
や
き
て
ゆ
き
の
は
だ
へ
は
す
き
と
を
り
、
く
も
り
な
く
め
で
た
う
お
は
し
け
れ
ば
、
い

づ
く
に
つ
る
ぎ
を
た
つ
べ
し
と
も
お
ぽ
へ
ず
、
た
け
き
も
の
坐
ふ
ど
も
も
な
み
だ
に
く
れ
て
ぞ
い
た
り
け
る
。
此
さ
ぶ
ら
ひ
ど
も
い
ふ
や

「
世
の
中
に
ほ
う
こ
う
ほ
ど
か
な
し
き
事
は
あ
ら
じ
。
君
の
ぎ
よ
い
に
し
た
が
は
ん
と
て
、
か
上
る
い
た
わ
し
き
め
を
み
る
事
の
か
な

し
さ
よ
◎
い
か
亘
お
も
ひ
給
ふ
。
か
た
人
、
、
此
人
の
い
き
ぎ
も
を
と
る
こ
と
は
い
か
に
も
か
な
ふ
ま
じ
。
こ
れ
ゆ
へ
き
み
の
御
か
ん

だ
う
か
う
ぶ
ら
ん
は
い
か
ヌ
せ
ん
。
い
さ
、
た
す
け
て
か
へ
ら
ん
」

と
い
ひ
あ
わ
せ
つ
上
、
わ
か
ぎ
み
に
申
や
う
、

「
た
ヌ
今
が
い
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
な
ん
せ
し
か
ど
も
、
あ
ま
り
御
い
た
わ
し
く
候
へ
ぱ
た
す
け
ま
い
ら
せ
候
。
御
す
み
か
は
い
づ
く

戸
、
”
〆
、

「
う
け
給
候
」

と
て
（
一
七
オ
）
、
又
か
た
む
ま
に
打
の
せ
申
。
一
の
た
に
へ
わ
け
入
、
く
だ
ん
の
所
に
お
き
て
ぞ
か
へ
り
け
る
。

ぞ
く
の
く
ち
く
さ
み
に
み
め
ぱ
、
く
わ
ほ
う
の
も
と
い
と
は
よ
く
い
ひ
ふ
れ
た
る
こ
と
葉
な
り
。
北
の
か
た
も
わ
か
ぎ
み
も
か
た
ち
の

す
ぐ
れ
給
へ
る
ゆ
へ
に
、
あ
や
う
き
命
を
た
す
か
り
給
へ
り
。
姫
君
は
わ
か
ぎ
み
を
ま
ち
か
ね
、
日
く
れ
は
て
Ｌ
後
た
づ
ね
出
給
ひ
け
る

が
、
七
と
せ
が
あ
ひ
だ
此
い
ほ
り
の
外
へ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
も
い
で
給
わ
で
、
こ
よ
ひ
は
じ
め
の
事
な
れ
ば
行
く
き
か
た
も
し
ら
く
も

に
て
候
ぞ
。
お
く
り
申
さ
ん
」

と
申
け
れ
ば
、
わ
か
ぎ
み
き
こ
‘

と
仰
け
れ
ば
、

よ
L一 Ｔ

け
れ
ば
、
わ
か
ぎ
み
き
こ
し
め
し
、

「
う
れ
し
う
も
た
す
く
る
物
か
な
。
わ
が
す
み
か
は
人
の
か
よ
ふ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ず
。
一
の
た
に
の
山
な
か
ま
で
お
く
り
て
え
さ
せ
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の
、
た
な
引
山
の
ふ
も
と
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
た
に
ノ
、
を
、
か
な
た
こ
な
た
と
ふ
み
ま
よ
ふ
。
み
山
お
ろ
し
の
身
に
し
み
て
、
な
み
だ
も
よ

ほ
す
た
き
の
お
と
、
物
お
そ
る
し
き
山
路
を
よ
す
が
ら
た
づ
ね
給
へ
ど
も
、
そ
の
行
か
た
の
お
わ
せ
ね
ば
、
す
そ
の
に
い
で
上
み
た
ま
へ

ど
、
こ
上
に
も
さ
ら
に
み
へ
た
ま
わ
ず
。
こ
ご
ゑ
に
よ
ふ
で
御
ら
ん
ず
れ
ど
、
や
か
ん
の
も
の
坐
こ
ゑ
な
ら
で
は
た
そ
と
こ
た
ふ
る
物
も

（
マ
マ
）

な
し
。
さ
て
は
き
つ
ね
、
お
ほ
か
み
に
く
わ
れ
け
る
に
こ
そ
と
、
か
な
し
み
の
な
み
だ
せ
き
あ
へ
ず
。
や
け
い
の
つ
ゆ
に
あ
ら
そ
ひ
て
、

御
そ
で
を
し
ぼ
り
給
ひ
け
り
。
よ
あ
け
て
た
づ
ね
た
ま
へ
ど
、
そ
れ
ぞ
と
思
ふ
人
も
な
し
（
一
七
ゥ
）
。
あ
ま
り
せ
ん
ほ
う
つ
き
は
て
Ｌ
、

（
マ
マ
）

と
あ
る
き
の
ね
に
た
を
ふ
し
、
し
ば
ら
く
た
へ
入
給
ひ
ぬ
。
こ
れ
を
ぱ
し
ら
で
わ
か
ぎ
み
い
そ
ぎ
い
ほ
り
へ
た
ち
か
へ
り
、

「
さ
こ
そ
は
坐
う
へ
、
ま
ち
ど
を
に
お
わ
し
つ
ら
ん
」

と
て
入
て
御
ら
ん
ず
れ
ど
人
も
な
し
。
お
さ
な
き
心
に
も
、
「
こ
わ
そ
も
い
つ
の
な
ら
ひ
に
い
づ
ち
へ
お
わ
し
け
ん
。
わ
れ
を
ま
ち
か
ね

て
た
づ
ね
に
出
給
ひ
つ
る
に
や
」
と
、
こ
の
も
か
の
も
を
み
給
へ
ど
お
わ
せ
ね
ば
、
わ
か
ぎ
み
あ
ま
り
の
か
な
し
さ
に
、
み
れ
に
の
ぼ
り

た
に
上
く
だ
り
こ
ゑ
を
ぱ
か
り
に
さ
け
び
給
ふ
。
み
れ
に
て
よ
ぱ
わ
り
給
ふ
こ
ゑ
が
た
に
上
ひ
ヌ
き
て
き
こ
へ
け
れ
ば
、
は
上
う
へ
の
お

わ
す
る
と
て
は
し
り
お
り
て
御
ら
ん
ず
れ
ど
、
た
に
水
の
お
と
よ
り
外
は
こ
た
ふ
る
物
は
な
か
り
け
り
。
こ
ふ
に
も
は
上
の
ま
し
ま
さ
い

は
い
か
ヌ
せ
ん
と
、
な
き
た
ま
ふ
こ
ゑ
の
み
ね
に
ひ
ヌ
き
て
き
こ
ふ
れ
ば
、
た
う
げ
に
こ
そ
お
わ
す
れ
と
て
又
は
し
り
あ
が
り
て
み
給
へ

ど
、
さ
つ
ノ
、
と
ふ
く
松
風
な
ら
で
は
こ
と
と
い
か
わ
す
物
も
な
し
。
あ
ま
り
に
た
ど
り
給
ふ
ほ
ど
に
御
あ
し
を
ば
ふ
み
そ
ん
じ
、
玉
ぽ

こ
の
道
し
ぽ
も
み
な
く
れ
な
ゐ
に
ぞ
な
り
に
け
る
。

か
ふ
り
し
所
に
こ
ん
ゑ
左
大
将
ど
の
御
り
う
ぐ
わ
ん
の
事
に
よ
り
、
す
み
よ
し
へ
し
や
さ
ん
あ
り
。
げ
か
う
の
折
ふ
し
、
つ
い
（
一
八

オ
）
で
な
が
ら
な
に
わ
あ
た
り
、
一
の
た
に
な
ど
け
ん
物
し
た
ま
ひ
け
る
が
、
一
の
た
に
の
山
中
に
て
姫
君
を
み
つ
け
さ
し
よ
り
て
御
ら
ん

ず
れ
ば
、
い
と
あ
て
や
か
な
る
女
ぱ
う
の
し
を
ん
色
の
き
ぬ
の
な
れ
た
る
を
き
て
、
木
の
ね
に
た
を
れ
ゐ
た
り
。
大
し
や
う
何
物
に
や
と

よ
く
ノ
、
御
ら
ん
ず
る
に
、
り
う
は
つ
の
か
ん
ざ
し
く
ろ
う
た
を
や
か
に
、
は
く
せ
つ
の
は
だ
へ
う
る
は
し
く
、
何
心
も
な
く
ふ
し
た
る
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か
ほ
の
に
ほ
ひ
あ
た
り
へ
も
み
ち
ノ
、
て
、
又
な
く
め
づ
ら
し
き
人
の
有
さ
ま
な
り
。
大
将
殿
、
「
此
山
へ
か
や
う
の
人
の
お
は
す
る
事

の
ふ
し
ぎ
さ
よ
・
も
し
へ
ん
げ
の
物
か
、
入
げ
ん
の
心
を
た
ぶ
ら
か
さ
ん
た
め
の
し
わ
ざ
に
や
」
と
し
ば
し
ま
ぽ
り
た
ま
へ
ど
、
み
じ
ろ

ぎ
も
せ
ず
。
す
さ
ま
じ
げ
な
る
事
な
ど
の
露
斗
も
な
け
れ
ば
、
ち
か
く
へ
よ
り
は
だ
へ
を
さ
ぐ
り
て
み
給
ふ
に
、
た
亘
ひ
へ
に
ひ
へ
は
て

ふ
た
へ
い
り
た
る
人
な
り
け
り
。
「
こ
わ
あ
さ
ま
し
」
と
お
ぽ
し
め
し
、
ひ
ざ
に
か
き
の
せ
て
か
ほ
に
水
そ
坐
ぎ
、
口
に
く
す
り
を
ふ
く

め
な
ど
し
給
ふ
ほ
ど
に
少
い
き
い
で
た
り
。
大
し
や
う
う
れ
し
く
お
ぽ
し
め
し
、
「
何
と
も
あ
れ
、
此
人
を
か
ん
ぴ
や
う
し
人
と
な
し
な

ぱ
、
わ
が
も
の
に
せ
ば
や
」
と
お
ぽ
し
め
し
け
る
あ
い
だ
、
く
る
ま
に
い
だ
き
の
せ
さ
と
に
出
て
、
と
あ
る
宿
を
か
り
て
い
れ
た
ま
ひ
、

身
（
一
八
ゥ
）
づ
か
ら
も
そ
こ
に
や
ど
り
て
さ
ま
人
、
に
あ
つ
か
い
給
へ
ど
、
二
、
三
日
は
人
心
ち
も
な
か
り
け
り
。

此
宿
に
四
十
あ
ま
り
な
る
女
ぱ
う
と
、
二
十
六
、
七
な
る
女
ぱ
う
の
や
ど
り
て
い
た
り
け
る
が
、
し
や
う
じ
の
ひ
ま
よ
り
姫
君
を
み
ま

い
ら
せ
さ
め
人
、
と
な
き
け
れ
ば
、
大
将
殿
ふ
し
ぎ
に
お
ぽ
し
め
し
二
人
の
女
を
め
し
い
だ
し
、
こ
と
の
し
さ
い
を
と
い
給
へ
ぱ
、

「
此
あ
つ
か
い
き
こ
へ
さ
せ
給
ふ
姫
君
は
、
み
づ
か
ら
が
や
し
な
い
ぎ
み
に
て
候
。
こ
ま
か
な
る
御
事
は
か
さ
ね
て
申
侯
く
し
。
ま
づ

（
マ
マ
）

姫
君
を
、
わ
ら
は
あ
つ
か
は
せ
て
た
ま
り
候
へ
」

と
て
せ
ん
か
た
な
げ
に
な
き
け
れ
ば
、
大
将
殿
も
あ
わ
れ
に
お
ぽ
し
め
し
二
人
の
も
の
を
め
し
い
れ
て
、
か
ん
ぴ
や
う
せ
さ
せ
給
ひ
け

り
。
四
、
五
日
あ
り
て
姫
ぎ
み
や
う
ノ
、
人
心
い
で
き
給
ひ
て
、
あ
た
り
を
み
ま
わ
し
給
へ
ぱ
た
い
ふ
の
め
の
と
上
中
将
御
枕
に
そ
ふ
て

ゐ
た
り
。
あ
ま
り
の
事
に
女
君
は
物
も
の
た
ま
は
ず
な
き
給
ひ
け
れ
ば
、
二
人
の
女
ぱ
う
も
そ
で
を
ぬ
ら
し
、
七
と
せ
が
あ
ひ
だ
こ
上
か

し
こ
と
さ
す
ら
へ
君
の
御
ゆ
く
ゑ
を
た
づ
ね
申
せ
し
事
ど
も
、
し
や
う
ぐ
ん
の
御
よ
に
い
で
給
ひ
し
を
も
か
た
り
け
れ
ば
、
姫
君
は
ま
た

す
ま
の
浦
に
す
て
ら
れ
し
よ
り
、
に
こ
う
の
は
ぐ
坐
み
し
し
だ
い
、
わ
か
ぎ
み
を
み
う
し
な
い
給
ひ
し
事
ど
も
の
た
ま
ひ
つ
ヌ
け
て
、
い

と
よ
わ
げ
に
な
き
（
一
九
オ
）
給
ひ
け
り
。

し
だ
い
に
御
心
ち
さ
わ
や
か
に
な
り
給
へ
ぱ
、
大
し
や
う
殿
ち
か
づ
き
よ
り
給
ひ
、

－232－



栗栖野物語（翻刻）（伊井）

「
御
行
ゑ
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
」

と
と
い
給
へ
ど
、
ひ
め
ぎ
み
は
つ
上
ま
し
げ
に
し
て
か
た
り
給
わ
ぬ
を
、
た
い
ふ
み
ま
い
ら
せ
、

「
す
で
に
む
な
し
く
な
ら
せ
給
ひ
し
を
、
か
ほ
ど
ま
で
に
た
す
け
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
へ
る
御
命
の
お
や
に
て
わ
た
せ
給
へ
ぱ
、
何
か
は

っ
鼻
ま
せ
給
ふ
べ
き
。
か
た
り
ま
い
ら
せ
さ
ぶ
ら
わ
ん
」

と
て
、
く
る
す
の
に
お
ひ
出
給
ひ
し
事
よ
り
は
じ
め
、
こ
ま
入
、
と
申
け
れ
ば
、
大
将
殿
大
き
に
お
ど
ろ
き
、

「
今
ま
で
た
れ
人
に
や
と
お
も
ひ
し
に
、
わ
が
い
も
う
と
に
て
ま
し
ま
す
よ
な
。
こ
ん
ゑ
お
ほ
き
お
と
ヌ
の
ち
や
く
し
、
左
大
将
も
る

つ
ぐ
と
は
何
が
し
が
事
な
り
。
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
め
ぐ
り
あ
い
ま
い
ら
せ
し
事
、
う
れ
し
う
こ
そ
候
へ
」

と
て
、
な
み
だ
ぐ
み
給
へ
ぱ
、
ひ
め
ぎ
み
も
な
つ
か
し
き
ほ
ど
に
打
な
き
給
ふ
け
は
ひ
、
あ
て
に
な
ま
め
か
し
く
あ
い
ぎ
や
う
こ
ぽ
る
ば

か
り
に
て
わ
か
う
ら
う
た
き
を
、
も
る
つ
ぐ
こ
う
ま
ぽ
り
て
、
こ
れ
を
我
い
も
う
と
上
お
も
ふ
は
か
ぎ
り
な
く
う
れ
し
う
お
ぽ
さ
れ
け
り
。

ま
し
て
大
と
の
生
き
こ
し
め
し
よ
ろ
こ
ば
ん
事
を
お
ぽ
し
め
す
に
、
と
く
き
か
せ
た
て
ま
つ
り
た
け
れ
ば
、
引
つ
れ
て
の
ぼ
り
給
へ
り
。

姫
君
は
あ
け
く
れ
こ
ひ
（
一
九
ゥ
）
し
う
み
ま
ほ
し
か
り
し
ち
上
お
と
ヌ
に
た
い
め
ん
あ
ら
ん
は
、
か
ぎ
り
な
く
う
れ
し
け
れ
ど
、
お

も
わ
ず
な
る
世
の
さ
は
ぎ
に
あ
い
給
ひ
つ
る
事
を
、
さ
す
が
は
づ
か
し
く
ぞ
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
る
。
大
と
の
は
北
の
か
た
に
も
す
ぎ
お
く

れ
さ
せ
給
ひ
て
も
の
さ
び
し
く
お
ぽ
し
め
し
け
る
ま
上
に
、
姫
君
の
一
人
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
御
事
を
此
比
は
い
と
ヌ
な
げ
か
せ
給
ひ
（
こ

き
た
の
か
た
の
御
め
い
を
さ
へ
や
し
な
い
ま
い
ら
せ
ら
れ
て
か
し
づ
き
給
ふ
も
の
坐
、
お
り
ノ
、
に
は
き
ん
だ
ち
に
む
か
い
て
の
た
ま
ふ

や
う
、「

せ
ん
ね
ん
し
の
び
た
る
人
の
は
ら
に
姫
を
一
人
も
う
け
た
り
し
を
、
あ
そ
ん
た
ち
が
は
上
物
ね
た
み
ふ
か
く
あ
り
し
に
よ
り
、
そ
れ

を
は
夏
か
り
は
鼻
も
ろ
と
も
に
か
き
け
ち
う
せ
し
な
り
。
ち
ご
の
か
ぼ
っ
き
の
め
づ
ら
し
き
ま
で
ら
う
た
か
り
し
か
ば
、
我
も
お
し
う

ほ
い
な
く
て
ず
い
ぶ
ん
た
づ
ね
し
か
ど
も
、
つ
い
に
行
か
た
な
か
り
し
か
。
か
の
な
で
し
こ
の
い
か
な
る
か
き
ね
に
か
お
ひ
い
づ
ら
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大
将
殿
い
も
う
と
の
君
を
ぱ
我
御
か
た
に
お
き
、
大
と
の
へ
ま
い
り
給
ひ
、

「
す
み
よ
し
も
ふ
で
の
げ
か
う
に
、
し
か
人
、
の
人
を
み
つ
け
侍
り
ぬ
」

と
か
た
り
き
こ
へ
給
へ
ぱ
、
と
の
き
こ
し
め
し
も
あ
へ
ず
、

「
そ
は
そ
も
い
づ
く
に
は
ふ
れ
ゐ
け
ん
。
あ
わ
れ
な
り
け
る
事
ど
も
（
二
○
オ
）
か
な
。
と
し
月
こ
い
し
う
お
も
ひ
出
ぬ
折
な
く
覇
神

仏
に
も
申
せ
し
が
、
ほ
ん
ぐ
わ
ん
か
な
い
ぬ
る
は
」

と
、
大
し
や
う
の
お
も
ひ
た
ま
い
し
も
し
る
く
あ
わ
た
ヌ
し
げ
に
よ
ろ
こ
び
給
ひ
け
り
。
か
た
時
も
は
や
く
み
ま
ほ
し
が
ら
せ
給
へ
ぱ
、

そ
の
よ
と
の
へ
わ
た
し
ま
い
ら
せ
給
ふ
。
ひ
め
ぎ
み
日
比
ゆ
め
に
だ
に
み
ん
と
ね
が
い
給
ひ
し
御
お
や
に
、
う
つ
上
の
御
た
い
め
ん
お
わ

し
ま
し
う
れ
し
き
に
も
、
ま
づ
し
ほ
た
れ
給
へ
り
。
お
と
ヌ
は
此
き
み
三
つ
斗
に
て
御
ら
ん
ぜ
し
ま
上
な
れ
ば
、
そ
の
人
と
も
み
し
り
給

わ
れ
ど
、
か
た
ち
の
ま
ほ
に
う
つ
く
し
く
お
わ
す
る
を
御
ら
ん
ず
る
御
心
の
う
ち
、
い
か
斗
か
お
わ
し
け
ん
。
御
な
み
だ
せ
き
あ
へ
さ
せ

給
わ
ず
、
こ
は
上
御
ぜ
ん
の
御
事
な
ど
お
ほ
せ
い
で
上
、
た
が
い
に
む
せ
か
へ
ら
せ
給
ふ
を
、
み
た
て
ま
つ
る
女
ば
う
た
ち
も
あ
わ
れ
に

お
も
ひ
や
り
て
、
そ
で
を
ぞ
ぬ
ら
し
け
る
。
た
い
ふ
の
め
の
と
御
ま
へ
に
い
で
上
、
山
ふ
と
こ
ろ
に
お
ひ
い
で
給
ひ
し
有
さ
ま
、
御
は
坐

ぎ
み
御
さ
い
ご
の
時
の
あ
わ
れ
な
り
し
事
な
ど
、
こ
ま
人
、
と
か
た
り
き
こ
へ
さ
す
る
に
、
と
の
は
た
ヌ
今
の
御
心
ち
し
て
や
う
ノ
、
御
そ

で
も
し
ぼ
る
斗
に
み
へ
給
ひ
ぬ
。
三
つ
ぱ
四
つ
ぱ
に
と
の
づ
く
り
し
た
る
し
ん
で
ん
の
み
な
み
お
も
て
を
い
と
ヌ
み
が
き
つ
く
る
ひ
て
、

姫
君
を
す
ま
せ
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
り
。
は
じ
め
や
し
な
い
給
ひ
し
ひ
め
ぎ
み
を
ば
、
ひ
ん
（
二
○
ゥ
）
が
し
の
た
い
に
お
き
給
へ
り
。
お

と
笈
は
日
々
に
し
ん
で
ん
へ
わ
た
り
て
御
ら
ん
ず
る
に
、
姫
君
の
御
か
た
ち
も
て
な
し
よ
り
は
じ
め
、
い
づ
く
が
い
づ
く
ま
で
も
い
さ
些

か
お
く
れ
た
る
所
な
く
、
あ
て
に
な
ま
め
か
し
く
け
だ
か
う
ら
う
た
げ
な
り
け
れ
ば
、
お
も
ふ
さ
ま
に
う
れ
し
く
お
ぽ
し
め
し
な
が
ら
、

ん
。
も
し
《

と
ぞ
仰
け
る
。

も
し
た
づ
ね
い
で
な
ぱ
、
い
か
斗
う
れ
し
か
ら
ん
。
ま
ど
の
う
ち
の
ひ
か
り
に
も
て
か
し
づ
か
ん
物
を
」
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今
す
こ
し
の
す
ぐ
せ
っ
た
な
く
て
、
た
ヌ
人
に
な
し
た
る
を
あ
か
ず
口
お
し
く
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
り
。
女
御
、
き
さ
き
の
外
は
、
し
や
う

ぐ
ん
し
つ
に
ま
し
た
る
事
な
け
れ
ど
、
今
出
川
殿
と
こ
ん
ゑ
殿
は
せ
つ
し
や
う
の
あ
ら
そ
ひ
に
よ
っ
て
御
中
ふ
は
に
ま
し
ノ
、
け
る
ゆ

へ
、
し
た
り
が
ほ
に
し
や
う
ぐ
ん
を
む
こ
に
と
り
給
わ
ん
も
む
れ
い
た
く
、
そ
の
う
へ
院
の
ひ
め
宮
に
あ
い
ぐ
し
、
上
く
わ
う
な
ふ
め
な

ら
ず
も
て
か
し
づ
か
せ
給
ふ
に
、
そ
れ
に
き
し
ろ
い
て
も
て
あ
つ
か
わ
ん
も
み
ぐ
る
し
か
り
な
ん
。
さ
り
と
て
こ
と
人
に
い
ひ
あ
わ
せ
ん

も
も
の
く
る
お
し
け
れ
ば
、
「
さ
だ
ふ
さ
き
上
つ
け
た
づ
ね
よ
ら
ん
ま
で
は
さ
た
な
く
て
あ
ら
ん
」
と
ぞ
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
る
。

お
と
ヌ
は
大
か
た
し
ん
で
ん
に
の
み
お
は
し
て
、
姫
君
を
ま
た
な
き
玉
の
ひ
か
り
と
う
つ
く
し
み
給
ふ
事
な
歩
め
な
ら
い
を
、
君
は
あ

わ
れ
に
か
た
じ
け
な
く
お
ぽ
し
し
ら
る
坐
に
つ
け
て
も
、
み
う
し
な
い
給
ひ
し
わ
か
ぎ
み
の
御
事
を
つ
き
せ
ず
な
げ
き
給
ひ
け
れ
ば
、
か

の
山
へ
人
を
つ
か
は
し
た
づ
ね
さ
せ
給
へ
ど
、
さ
ら
に
み
へ
さ
せ
給
（
一
二
ォ
）
わ
ず
。
姫
ぎ
み
か
な
し
み
給
ふ
事
か
ぎ
り
な
く
、
お
ほ

く
の
と
し
月
こ
い
し
う
し
の
ば
し
か
り
し
人
は
、
お
も
ふ
さ
ま
の
世
に
い
で
鼻
や
ん
ご
と
な
き
し
な
に
さ
へ
さ
だ
ま
り
給
へ
る
と
き
け

ば
、
数
な
ら
ぬ
身
を
ぱ
今
さ
ら
お
も
ひ
い
づ
る
事
も
あ
ら
じ
。
そ
の
か
み
は
さ
す
が
心
ざ
し
あ
さ
く
は
な
か
り
し
が
、
ふ
ち
せ
に
か
は
る

人
の
心
今
さ
ら
う
ら
め
し
く
、
大
な
ご
ん
を
つ
ら
き
人
と
ぞ
お
ぽ
さ
れ
け
る
。
よ
と
上
も
物
お
も
わ
し
げ
に
う
ち
む
つ
け
て
の
み
お
わ
し

け
る
を
、
ち
上
お
と
ヌ
は
心
ぐ
る
し
く
御
ら
ん
じ
て
、

「
た
い
の
ひ
め
ぎ
み
な
ど
打
か
た
ら
ひ
あ
そ
び
給
わ
ん
に
、
よ
き
あ
わ
ひ
の
人
ぞ
。
今
よ
り
は
た
い
め
ん
し
た
ま
へ
」

と
て
、
ひ
ん
が
し
の
た
い
へ
お
と
ヌ
よ
り
御
せ
う
そ
こ
き
こ
へ
給
ふ
。

た
い
に
は
此
ご
ろ
め
づ
ら
し
き
御
か
し
づ
き
に
、
こ
な
た
を
ぱ
お
ぽ
し
も
い
で
ず
と
な
ま
う
ら
め
し
げ
に
お
ぽ
し
た
れ
ど
、
わ
ざ
と
御

む
か
へ
た
て
ま
つ
り
給
ひ
つ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
わ
た
り
給
へ
り
。
此
人
は
物
さ
わ
や
か
に
は
れ
入
、
し
き
御
心
ぱ
へ
な
れ
ば
、
は
じ
め
て

の
お
り
よ
り
い
と
な
れ
ノ
、
し
く
む
つ
び
て
、
此
の
ち
は
た
へ
ず
お
と
づ
れ
か
は
し
て
あ
そ
び
給
ひ
け
り
。
お
と
ど
し
ん
で
ん
の
き
み
に

お
ほ
せ
け
る
は
、
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と
す
す
め
給
へ
ぱ
、
姫
君
す
こ
し
わ
ら
ひ
て
、

「
は
上
の
お
わ
せ
し
時
は
、
つ
た
な
き
か
た
こ
と
を
折
ノ
、
か
き
な
ら
し
候
ら
ひ
つ
る
が
、
そ
の
ふ
ち
は
か
き
た
へ
、
ま
し
て
今
は
あ

「
君
の
は
坐
、
き
ん
の
こ
と
を
な
ん
た
ぐ
い
な
く
引
侍
り
し
か
。
此
と
し
月
あ
ま
た
の
人
の
引
侍
る
を
き
坐
さ
ぶ
ら
へ
ど
も
、
そ
の
き

ん
の
ね
に
に
た
る
（
二
一
ゥ
）
く
う
お
と
を
も
き
上
侍
ら
ず
。
君
に
は
さ
だ
め
て
っ
た
へ
お
き
け
ん
。
つ
れ
人
、
な
る
折
ノ
ｌ
は
、
な

ど
か
き
な
ら
し
給
わ
ぬ
ぞ
。
か
斗
な
る
身
の
ほ
ど
に
か
上
る
こ
と
こ
の
ま
い
は
、
玉
の
き
ず
に
人
も
い
ひ
な
し
は
べ
ら
ん
に
」

と
て
き
ん
の
御
こ
と
め
し
よ
せ
て
、

と
は
づ
か
し
げ
に
の
た
ま
ふ
さ
ま
、
い
と
め
や
す
く
ら
う
た
き
を
、
お
や
の
御
め
に
は
い
か
に
う
つ
く
し
と
お
ぽ
し
け
ん
、
打
ま
ぽ
り

「
わ
す
れ
た
ま
い
な
ぱ
、
大
将
、
中
な
ど
ん
な
ど
に
お
し
へ
き
こ
へ
さ
せ
ん
。
ま
づ
引
た
ま
へ
」

と
仰
け
れ
ば
、
い
た
う
も
ゑ
し
ぶ
り
給
わ
で
、
い
と
の
い
た
く
ゆ
る
ぴ
た
る
を
ば
ん
し
き
に
し
ら
べ
て
、
少
か
き
な
ら
し
給
ふ
つ
ま
お
と

た
ヌ
む
か
し
の
人
の
き
ん
の
ね
に
た
が
は
ぬ
に
、
こ
れ
は
今
少
上
ず
め
き
お
か
し
き
手
を
さ
へ
引
ま
し
給
へ
ぱ
、
お
と
亘
き
こ
し
め
し
お

ど
ろ
き
、

て
、

「
君
の
は
坐
の
引
侍
り
し
を
さ
へ
今
の
世
に
は
め
づ
ら
し
く
お
ぼ
え
侍
り
し
に
、
こ
よ
な
う
つ
ま
お
と
の
ま
さ
り
給
へ
る
は
ゆ
生
し
う

こ
そ
侍
れ
。
た
ヌ
今
の
そ
ら
の
け
し
き
は
、
か
な
ら
ず
も
の
ゞ
ね
は
へ
ぬ
べ
く
お
ぽ
へ
侍
る
。
た
叉
に
は
い
か
で
な
が
め
給
わ
ん
。
今

す
こ
し
き
上
所
有
て
を
引
給
ひ
て
（
二
二
オ
）
、
お
き
な
を
な
ぐ
さ
め
給
へ
」

な
ど
の
た
ま
ふ
所
へ
、
大
将
殿
、
中
な
ど
ん
の
君
な
ど
お
は
し
た
り
。

と
な
く
わ
す
れ
侍
り
ぬ
」

「
そ
れ
ノ
、
」
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此
中
な
ご
ん
は
大
と
の
坐
御
た
め
に
は
お
い
に
て
お
わ
し
け
る
が
、
ま
だ
二
ぱ
に
て
御
ち
鼻
は
上
に
お
く
れ
、
み
な
し
ご
に
て
ま
し

ノ
、
け
る
を
、
こ
の
と
の
や
う
い
く
ま
し
ノ
、
け
り
。
せ
い
じ
ん
し
た
ま
ふ
ま
鼻
に
、
か
た
ち
心
ざ
ま
今
の
御
代
に
は
な
ら
ぶ
入
す
ぐ
な

く
、
し
い
か
く
わ
ん
げ
ん
の
道
を
は
じ
め
何
事
も
す
ぐ
れ
給
へ
り
。
こ
と
に
御
こ
ゑ
め
づ
ら
し
く
め
で
た
う
お
は
し
け
り
。
此
君
し
ん
で

ん
の
姫
ぎ
み
を
御
ら
ん
じ
そ
め
つ
る
よ
り
、
人
し
れ
ず
御
心
に
か
坐
り
て
む
ね
を
こ
が
し
給
へ
ど
、
御
は
ら
か
ら
と
か
し
づ
き
給
へ
ぱ
い

ひ
い
づ
ぺ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ず
。
ね
ん
じ
す
ぐ
し
給
へ
ど
、
御
心
の
う
ち
は
岩
も
る
水
の
わ
き
か
へ
り
給
ひ
け
る
。

お
と
叉
、
き
ん
だ
ち
を
御
ら
ん
じ
、

「
お
の
ノ
＼
は
よ
き
折
ふ
し
に
お
は
し
つ
る
か
な
。
ふ
え
も
の
し
給
は
ヌ
ふ
き
て
、
ひ
め
ぎ
み
の
こ
と
を
す
上
め
給
へ
」

と
有
け
れ
ば
、
大
将
殿
か
し
こ
ま
り
か
ん
ぢ
く
の
よ
う
で
う
と
り
い
だ
し
ふ
き
給
ふ
が
、
く
も
ゐ
に
す
み
の
ぼ
り
て
い
と
お
も
し
ろ
し
。

ひ
め
ぎ
み
は
き
ん
だ
ち
の
き
坐
給
わ
ん
事
の
い
と
ヌ
つ
上
ま
し
け
れ
ば
、
と
み
に
も
て
ふ
れ
給
わ
ぬ
を
、
ひ
が
し
の
御
か
た
そ
頁
ろ
か
な

る
き
み
に
て
ぴ
は
を
か
い
し
ら
べ
て
す
よ
め
給
へ
ば
、
や
う
ノ
、
か
き
な
ら
し
給
ふ
つ
ま
お
と
、
あ
て
に
け
だ
か
う
あ
い
ぎ
や
う
づ
き
て
あ

わ
れ
に
な
つ
か
し
き
を
（
一
三
ゥ
）
、
中
な
ど
ん
殿
き
く
に
た
へ
ず
や
お
も
わ
れ
け
ん
、
あ
ふ
ぎ
を
な
ら
し
さ
う
が
し
給
ふ
御
こ
ゑ
、
が
れ

う
び
ん
が
と
も
い
ひ
っ
ぺ
し
・
お
と
ヌ
も
御
こ
ゑ
く
わ
へ
て
た
す
け
給
へ
り
・
も
の
上
れ
ど
も
す
み
わ
た
り
あ
わ
れ
に
お
も
し
ろ
か
り
け
れ

ば
、
お
ひ
人
ど
も
は
は
な
打
か
み
い
た
く
し
ほ
れ
け
り
。
ゑ
て
ん
ら
く
を
二
か
へ
り
ば
か
り
引
て
や
み
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
み
な
ノ
、
の
こ
り

お
ほ
か
る
心
ち
し
給
ひ
ぬ
。
御
せ
う
と
の
き
ん
だ
ち
も
き
ん
の
ね
き
こ
し
め
し
て
、
姫
君
か
た
ち
こ
そ
さ
き
の
よ
の
か
い
力
に
て
州
二
さ

う
そ
な
は
り
て
む
ま
れ
い
で
給
わ
め
、
山
ふ
と
こ
ろ
に
お
い
出
た
ま
ひ
つ
れ
ば
か
や
う
の
あ
そ
び
わ
ざ
な
ど
は
あ
な
づ
ら
は
し
か
り
し
に
、

か
く
お
も
ひ
の
外
な
れ
ば
み
な
ノ
、
お
ど
ろ
き
給
ふ
。
中
な
ど
ん
殿
は
こ
と
事
も
お
も
わ
す
れ
ず
き
ち
や
う
の
う
ち
の
み
ゆ
か
し
ぐ
て
ま

ぽ
り
給
ふ
に
、
お
り
に
あ
い
た
る
き
ぬ
の
そ
で
に
か
さ
な
り
、
き
ち
や
う
に
少
は
づ
れ
て
お
わ
す
る
や
う
だ
い
、
か
ん
ざ
し
の
か
ふ
り
な

ど
み
る
た
び
に
う
つ
く
し
げ
な
れ
ぱ
、
外
さ
ま
へ
め
も
う
つ
ら
ず
み
給
ふ
ほ
ど
に
御
め
を
み
あ
せ
給
ひ
ぬ
。
ひ
め
ぎ
み
は
御
か
ほ
あ
か
う
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有
け
ん
、
御
た
い
堅

ぞ
お
も
わ
れ
け
る
。

あ
る
夕
つ
か
た
し
や
う
ぐ
ん
う
ち
よ
り
ま
か
で
給
ふ
と
て
、
こ
ん
ゑ
ど
の
ふ
ま
へ
を
す
ぎ
給
ひ
け
る
が
、
此
と
の
Ｌ
も
み
ぢ
や
う
ノ
、

色
づ
き
こ
ず
へ
物
ふ
り
お
く
ゆ
か
し
げ
な
る
け
し
き
を
、
さ
ら
ぬ
だ
に
ゆ
か
り
の
く
さ
も
な
つ
か
し
き
あ
た
り
と
、
御
め
と
ヌ
め
て
や
す

ら
ひ
給
ふ
に
、
び
は
、
き
ん
の
こ
と
引
あ
わ
せ
て
あ
そ
ぶ
お
と
き
こ
ゆ
。
び
は
は
つ
ね
も
き
上
給
ひ
し
ば
ち
お
と
な
る
に
、
こ
と
の
ね
め

（
こ
上
力
）

づ
ら
か
な
る
心
ち
す
れ
ば
れ
い
な
ら
ず
、
Ｕ
ち
と
叉
ま
り
て
き
上
給
ふ
に
、
此
心
つ
く
し
給
へ
る
人
の
つ
ま
お
と
に
い
さ
上
か
も
た
が
は

ず
（
二
三
ゥ
）
。
い
と
ふ
し
ぎ
な
れ
ば
御
と
も
の
人
ノ
、
を
ば
か
し
こ
に
お
き
て
、
た
ヌ
ひ
と
り
み
な
み
の
か
た
へ
あ
ゆ
み
て
御
ら
ん
ず
る

に
、
く
る
ま
よ
せ
の
も
ん
ひ
ろ
く
あ
き
て
こ
と
さ
ら
人
も
な
き
が
う
れ
し
く
て
入
て
み
給
ふ
に
、
し
ん
で
ん
の
み
な
み
お
も
て
の
み
か
う

し
ど
も
あ
げ
わ
た
し
、
ひ
ろ
ゑ
ん
に
女
ぱ
う
あ
ま
た
な
み
ゐ
た
り
。
お
く
の
か
た
に
も
の
上
ね
共
き
こ
ゆ
る
を
、
つ
き
山
の
こ
ぐ
ら
き
中

よ
り
の
ぞ
き
給
ふ
。
み
る
人
あ
り
と
も
し
ら
で
そ
ぽ
れ
あ
そ
ぶ
が
、
く
ま
な
く
み
と
を
さ
れ
け
り
。
び
は
を
引
た
る
は
な
で
し
こ
の
ふ
た

へ
お
り
も
の
生
き
ぬ
に
、
は
か
ま
あ
ざ
や
か
に
き
な
し
、
色
し
ろ
く
か
み
つ
や
上
か
に
な
が
く
、
き
ぬ
の
す
そ
に
あ
ま
り
た
れ
ど
こ
ち
た

た
か
く
ら
殿
は
お
も
ふ
人
を
た
づ
ね
出
た
ま
わ
れ
ば
、
何
と
な
く
世
の
中
う
ら
め
し
く
お
も
ひ
く
ん
じ
、
人
し
れ
ず
ね
や
の
か
た
は
ら

さ
び
し
き
心
ち
し
、
宮
の
御
か
た
へ
ま
い
り
給
ふ
よ
な
ノ
＼
も
、
打
か
し
こ
ま
り
た
る
て
い
に
て
心
と
け
た
る
け
し
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、

宮
も
あ
や
し
う
は
し
た
な
く
お
ぽ
し
め
し
、
や
わ
ら
か
に
ぬ
る
よ
は
な
く
て
と
、
御
な
げ
き
が
ち
に
て
あ
か
さ
せ
給
ふ
事
の
み
お
ほ
か
り

け
り
。

な
り
そ
ぱ
み
給
へ
る
つ
ら
つ
き
な
ど
、
い
や
め
づ
ら
か
な
る
さ
ま
し
給
へ
れ
ば
、
れ
い
の
む
ね
つ
ぷ
ノ
、
と
ふ
さ
が
る
心
ち
し
て
な
み
だ

の
お
ぽ
へ
ず
い
で
く
る
を
、
と
か
く
ま
ぎ
ら
は
し
て
た
ち
給
ひ
ぬ
。
う
わ
ぺ
は
御
せ
う
と
の
（
二
三
オ
）
御
心
ざ
し
あ
さ
か
ら
ぬ
や
う
に

と
ぶ
ら
い
き
こ
へ
給
ふ
ほ
ど
に
、
御
め
の
と
な
ど
は
、
「
あ
り
が
た
き
御
心
ば
へ
」
と
よ
ろ
こ
ぶ
。
姫
君
は
御
ら
ん
じ
し
る
こ
と
ヌ
も
や

有
け
ん
、
御
た
い
め
ん
の
折
ノ
＼
も
け
ど
を
く
も
て
な
し
、
き
ち
や
う
引
よ
せ
て
お
は
し
け
る
を
、
中
な
ど
ん
殿
は
ね
た
く
う
ら
め
し
く
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行
ゑ
な
か
り
し
人
を
め
に
ち
か
く
御
ら
ん
じ
う
れ
し
さ
た
ぐ
い
な
け
れ
ど
、
で
ん
か
と
こ
ん
ゑ
ど
の
御
中
ふ
は
に
ま
し
ノ
、
け
れ
ば
、

「
い
か
夏
あ
ら
ん
」
と
お
ぼ
つ
か
な
く
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
り
。
「
ま
ぢ
か
く
め
ぐ
り
き
た
る
も
の
か
、
い
ま
上
で
お
と
づ
れ
ぬ
は
宮
の
御

事
な
ど
を
き
上
て
、
我
を
う
ら
め
し
く
お
も
ひ
て
に
こ
そ
」
な
ど
、
さ
ま
人
、
に
お
も
ひ
い
た
ら
ぬ
事
な
ふ
お
ぽ
し
つ
ヌ
く
る
に
、
ゆ
く

（
虫
損
）

ゑ
な
か
り
し
時
よ
り
も
い
と
ヌ
こ
い
し
く
、
な
つ
か
し
き
事
い
わ
ん
か
た
な
し
。
［
Ⅱ
Ｕ
は
う
つ
し
心
も
な
く
ほ
れ
ノ
、
し
き
ま
で
お
も
ひ

み
だ
れ
給
へ
る
を
、
た
ん
ご
の
め
の
と
（
二
四
ゥ
）
此
よ
し
を
き
上
、
さ
し
も
わ
り
な
き
御
中
な
り
し
か
ぱ
こ
と
は
り
に
い
と
お
し
く
て
、

ま
ん
所
へ
し
か
ノ
１
の
よ
し
き
こ
へ
し
ら
せ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
ま
ん
所
や
が
て
で
ん
か
へ
の
た
ま
ひ
け
り
。
殿
き
こ
し
め
し
、

（
リ
カ
）

「
そ
の
人
ゆ
へ
に
さ
だ
ふ
さ
も
い
た
う
お
も
ひ
く
づ
お
れ
た
□
と
み
ゆ
れ
ば
、
し
づ
か
な
る
所
へ
む
か
へ
て
大
な
ご
ん
が
心
を
も
な
ぐ

う
は
あ
ら
で
、
さ
は
ら
か
に
か
坐
り
た
る
か
た
の
か
坐
り
な
ど
つ
た
な
か
ら
ず
、
に
ぎ
わ
生
し
く
あ
い
ぎ
や
う
づ
き
て
お
か
し
げ
な
り
。

人
ノ
、
の
物
が
た
り
き
こ
ゆ
る
を
、
さ
は
ノ
、
と
い
ら
へ
打
し
て
わ
ら
ひ
た
る
ま
み
口
つ
き
な
ど
、
さ
す
が
に
く
か
ら
ぬ
人
と
み
ゆ
。
今

ひ
と
り
は
少
引
入
、
を
み
な
へ
し
の
五
き
い
に
う
す
色
の
こ
う
ち
ぎ
を
き
て
こ
と
を
ぱ
を
し
や
り
、
も
屋
の
中
は
し
ら
に
よ
り
ゐ
た
る
や

う
だ
い
か
し
ら
つ
き
よ
に
な
く
う
つ
く
し
く
、
御
心
を
つ
く
し
給
ふ
人
に
よ
う
お
ぽ
へ
た
る
を
、
ひ
が
め
に
や
と
ま
ぽ
り
給
ふ
に
た
ヌ

（
マ
マ
）

そ
な
り
け
り
。
み
し
お
り
よ
り
い
た
う
ね
び
と
上
の
を
り
、
い
（
二
四
オ
）
ろ
は
す
き
と
を
る
や
う
に
し
ろ
く
、
か
み
は
く
ろ
う
こ
ち
た

く
な
が
ら
お
ひ
な
り
て
、
こ
う
ち
ぎ
の
す
そ
に
た
生
な
は
れ
た
る
ほ
ど
に
る
物
な
く
め
で
た
し
。
と
し
月
い
た
く
物
お
も
ひ
け
る
と
み
へ

て
、
お
も
や
せ
た
る
か
ほ
つ
き
い
と
ヌ
に
ほ
ひ
く
は
上
り
み
ど
こ
ろ
お
ほ
く
、
人
ノ
＼
は
は
か
な
き
た
は
ぶ
れ
な
ど
い
ひ
か
は
し
わ
ら
ひ

あ
へ
れ
ど
、
此
君
は
物
も
い
わ
ず
そ
ら
を
つ
く
人
、
と
な
が
め
た
る
ま
み
の
う
ち
け
ぶ
り
、
心
お
そ
し
と
お
も
へ
る
け
は
ひ
の
し
め
や
か

な
る
は
、
あ
り
し
な
が
ら
に
け
だ
か
う
な
つ
か
し
き
さ
ま
し
た
る
を
、
う
た
が
い
な
く
そ
れ
と
御
ら
ん
じ
し
め
た
る
し
や
う
ぐ
ん
の
御

心
、
ゆ
め
の
心
ち
し
て
お
わ
す
る
に
、
姫
ぎ
み
は
や
が
て
い
ざ
り
入
給
ふ
を
あ
か
ず
口
お
し
く
お
ぽ
し
け
れ
ど
、
か
い
な
く
て
か
へ
り
給

ひ
ぬ
。
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し
や
う
こ
く
の
か
く
の
た
ま
ふ
と
き
こ
し
め
し
、
し
や
う
ぐ
ん
「
大
と
の
上
御
ゆ
る
し
な
き
に
は
、
我
い
か
で
お
り
た
ふ
ん
」
と
、
え

し
も
い
ひ
い
で
た
ま
わ
ず
日
を
お
く
り
給
ふ
ほ
ど
に
、
こ
ひ
し
さ
の
い
や
ま
さ
に
の
み
な
り
ゆ
け
ば
、
む
か
し
よ
り
御
心
し
り
の
で
わ
の

六
郎
に
か
た
ら
ひ
給
ふ
。
た
か
し
げ
と
か
く
み
や
ぴ
を
も
と
め
て
君
の
御
ふ
み
を
た
ま
わ
り
、
わ
た
く
し
の
せ
う
そ
こ
を
そ
へ
て
中
将
の

君
が
も
と
へ
つ
か
わ
し
た
り
。
中
将
い
と
め
づ
ら
し
く
て
、
や
が
て
御
ふ
み
と
り
い
れ
さ
う
じ
み
に
ひ
ろ
げ
て
み
せ
た
て
ま
つ
る
。
御
ら

ん
ず
る
に
つ
け
て
も
お
ぽ
し
め
し
い
づ
る
事
さ
ま
人
、
（
二
五
オ
）
あ
れ
ば
、
つ
ら
き
な
が
ら
も
さ
す
が
な
つ
か
し
く
て
う
ち
か
へ
し
ノ
、

み
給
ふ
に
、
御
な
み
だ
の
ほ
ろ
ノ
、
と
こ
ぽ
る
坐
を
さ
ら
ぬ
や
う
に
ま
ぎ
ら
は
し
給
ふ
御
て
つ
き
、
か
へ
で
と
か
や
い
ふ
も
の
Ｌ
や
う
に

て
お
か
し
げ
な
り
。

と
ぞ
仰
け
る
。

と
仰
け
る
を
、
中
将
し
い
て
、

と
申
せ
ば
、

「
御
身
づ
か
ら
き
こ
へ
さ
せ
給
へ
・
今
さ
ら
へ
だ
て
さ
せ
給
ふ
べ
き
御
中
に
も
侍
ら
ず
」

な
ど
き
こ
へ
し
ら
せ
申
せ
ば
、
や
う
ノ
、
御
ま
く
ら
も
た
げ
て
、
そ
の
御
ふ
み
の
う
ら
に
ふ
る
ご
と
を
た
宜
一
し
ゆ
あ
そ
ば
し
け
る
を
つ

上
み
て
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
大
な
ご
ん
殿
い
そ
ぎ
御
ら
ん
ず
る
に
、
こ
と
ば
上
な
く
て
、

さ
め
た
く
は
お
も
へ
ど
も
、
か
の
ち
上
お
と
宜
物
花
や
か
に
す
る
と
な
る
人
な
れ
ば
、
人
し
れ
ず
な
ど
は
わ
た
し
た
ま
わ
じ
。
さ
り
と

て
此
事
ゆ
へ
に
ひ
ご
ろ
の
し
い
し
ゆ
な
ご
り
な
く
む
つ
び
よ
ら
ん
も
人
わ
る
か
る
く
し
。
そ
の
人
此
よ
に
あ
り
と
だ
に
き
け
ぱ
、
ま
づ

心
や
す
く
侍
る
。
今
し
ば
し
世
の
あ
り
さ
ま
み
す
へ
て
は
か
ら
い
は
べ
ら
ん
」

「
御
へ
ん
じ
」

「
そ
こ
に
は
か
ら
い
て
か
き
給
へ
・
け
ふ
は
心
ち
な
や
ま
し
う
て
」
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わ
す
ら
る
ふ
身
を
ぱ
お
も
わ
ず
ち
か
い
て
し
人
の
命
の
お
し
く
も
あ
る
か
な
一

と
ば
か
り
す
み
つ
き
ほ
の
か
に
か
き
給
へ
り
。
そ
の
か
み
だ
に
お
ひ
さ
き
み
へ
て
お
か
し
げ
な
り
し
て
の
、
い
と
ヌ
う
つ
く
し
う
み
ど
こ

ろ
お
ほ
く
な
り
ま
さ
り
、
筆
の
な
が
れ
、
も
じ
や
う
な
ど
ゆ
ふ
ノ
、
と
上
ず
め
き
て
、
此
ご
ろ
人
の
め
で
の
Ｌ
し
る
女
五
の
宮
の
御
て
よ

り
は
こ
よ
な
う
ま
さ
り
て
み
ゆ
る
は
、
我
あ
な
が
ち
に
お
も
ひ
し
み
け
る
め
か
ら
に
や
と
打
も
お
か
ず
み
給
ふ
に
、
ら
う
た
げ
な
る
お
も

か
げ
は
た
亘
こ
上
も
と
に
あ
る
心
三
五
ゥ
）
ち
し
て
い
み
じ
う
な
つ
か
し
け
れ
ば
、
そ
の
よ
も
宮
の
御
か
た
へ
は
ま
い
り
給
わ
ず
、
わ

が
御
か
た
に
つ
く
人
、
と
な
が
め
ふ
し
て
、
「
わ
す
ら
る
上
身
と
有
し
は
、
げ
に
さ
ぞ
う
ら
め
し
く
お
も
ふ
ら
ん
か
し
。
人
の
命
と
い
ひ

つ
る
は
、
我
を
も
さ
す
が
わ
す
れ
が
た
く
こ
ひ
し
う
お
も
ひ
い
づ
る
折
ノ
＼
も
あ
り
な
ん
」
な
ど
さ
ま
人
、
の
こ
と
ヌ
も
お
ぽ
し
つ
夏
く

る
ほ
ど
に
、
露
ま
ど
ろ
ま
れ
給
わ
ず
。

か
や
う
に
て
あ
か
し
給
ふ
よ
な
ノ
、
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
こ
ひ
わ
び
て
は
中
将
の
君
を
せ
め
わ
た
り
給
ふ
。
中
将
せ
ん
か
た
な
さ
に
、

た
い
ふ
に
か
く
と
か
た
る
。
め
の
と
も
こ
と
わ
り
に
い
と
お
し
く
て
さ
う
じ
み
に
も
き
こ
へ
さ
す
れ
ば
、
「
ち
上
の
御
ゆ
る
し
な
き
あ
い

だ
は
、
い
か
に
も
ノ
、
あ
る
ま
じ
き
事
」
と
も
て
は
な
れ
て
仰
け
れ
ど
、
し
や
う
ぐ
ん
は
、

「
さ
も
お
ぽ
さ
ず
。
お
と
目
の
御
ゆ
る
し
こ
そ
な
く
と
も
、
い
さ
生
か
の
た
い
め
ん
ば
か
り
は
何
か
く
る
し
か
ら
ん
。
お
と
夏
も
に
く

み
給
ふ
ま
じ
き
物
ど
も
の
さ
ぶ
ら
へ
ぱ
、
つ
い
に
た
に
ん
と
は
な
し
は
て
た
ま
わ
じ
。
い
か
に
も
し
の
び
て
道
引
た
ま
へ
」

と
こ
と
わ
り
を
つ
夏
け
て
、
中
将
が
も
と
へ
の
た
ま
い
つ
か
は
さ
れ
け
れ
ば
、
め
の
と
も
い
た
わ
し
く
お
も
ひ
て
あ
る
夜
道
引
入
て
け
り
。

大
な
ご
ん
殿
う
れ
し
さ
た
ぐ
い
な
く
、
し
の
び
入
し
ん
で
ん
の
か
う
し
の
も
と
に
よ
り
み
す
の
ひ
ま
よ
り
ま
づ
の
ぞ
き
給
へ
ば
、
あ
な
た

お
も
て
に
此
比
ま
い
り
つ
ど
ふ
た
る
女
（
二
六
ォ
）
ぱ
う
と
お
ぽ
し
く
て
、
め
や
す
き
か
ぎ
り
十
五
、
六
人
あ
つ
ま
り
ゐ
て
、
ご
、
す
ご

ろ
く
な
ど
う
つ
な
る
べ
し
。
た
い
ふ
が
心
し
り
と
み
へ
て
、
お
ま
へ
に
は
わ
ら
は
二
、
三
人
お
か
し
げ
な
る
と
の
ゐ
す
が
た
に
て
ゐ
た

り
。
君
は
し
ろ
き
御
ぞ
に
く
れ
な
ゐ
の
こ
し
し
ど
け
な
げ
に
て
、
し
る
う
お
か
し
げ
な
る
か
い
な
を
ま
く
ら
に
て
そ
び
や
か
に
ふ
し
た
る
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が
、
み
る
た
び
に
ら
う
た
く
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
こ
上
ち
し
、
む
か
し
よ
り
は
お
と
な
び
た
る
物
か
ら
、
と
し
の
ほ
ど
よ
り
は
は
る
か
に
わ

か
う
か
た
な
り
に
う
つ
く
し
く
、
物
心
ぽ
そ
げ
に
て
な
み
だ
を
一
め
う
け
な
が
ら
火
を
打
主
ぽ
り
た
る
か
ほ
の
に
ほ
ひ
、
あ
り
た
が
き
ま

で
み
ゆ
る
を
、
め
の
と
み
お
こ
せ
て
、

「
あ
が
き
み
や
、
あ
ま
り
な
物
お
ぽ
し
そ
。
今
こ
そ
お
ぽ
し
め
す
事
た
が
ふ
や
う
に
候
と
も
、
お
と
頁
の
か
ば
か
り
あ
か
ぬ
事
な
ふ
も

て
か
し
づ
か
せ
給
へ
ぱ
、
め
で
た
う
お
は
し
ま
さ
ん
に
」

な
ど
い
ふ
を
、
は
づ
か
し
と
お
も
へ
る
け
し
き
に
て
、
お
く
の
か
た
へ
い
ざ
り
入
、
ち
い
さ
き
き
ち
や
う
引
よ
せ
て
か
い
ふ
し
給
ひ
ぬ
。

あ
り
つ
る
人
ノ
、
も
こ
生
か
し
こ
に
引
入
や
す
む
お
と
し
け
れ
ば
、
中
将
い
で
き
て
大
な
ご
ん
殿
を
入
た
て
ま
つ
り
け
り
。

く
る
す
の
へ
お
わ
し
そ
め
し
時
お
ぽ
し
い
で
ら
れ
て
く
ら
き
か
た
よ
り
は
い
よ
り
給
ふ
を
、
姫
君
ふ
と
み
つ
け
た
れ
ど
も
わ
き
ま
へ
ず
、

此
つ
ね
に
た
ヌ
な
ら
ぬ
け
し
き
み
せ
給
ふ
御
せ
う
（
二
六
ゥ
）
と
の
中
な
ど
ん
の
君
な
め
り
と
む
ね
打
さ
わ
ぎ
、
お
き
て
わ
た
ど
の
上
わ

き
な
る
ざ
う
し
の
う
ち
へ
は
い
入
か
け
が
ね
を
か
け
給
ひ
ぬ
。
お
と
こ
ぎ
み
は
わ
れ
と
し
り
て
か
く
れ
給
ひ
た
る
と
こ
坐
ろ
へ
、
ね
た
う

つ
ら
き
こ
と
い
わ
ん
か
た
な
け
れ
ば
、
や
を
ら
ざ
う
し
の
そ
ば
へ
よ
り
、

「
お
さ
な
の
御
ふ
る
ま
い
や
。
か
ほ
ど
ま
で
つ
ら
き
も
の
に
お
も
ひ
は
て
ら
れ
ぬ
る
身
こ
そ
う
ら
め
し
く
侍
れ
。
で
ん
か
此
お
と
夏
な

ど
の
御
ゆ
る
し
な
き
に
、
な
め
げ
な
る
こ
と
は
ゆ
め
ノ
、
侍
ら
じ
。
き
み
も
お
ぽ
し
し
る
ら
ん
や
う
に
、
む
か
し
よ
り
又
た
ぐ
い
な
く

お
も
ひ
そ
め
ま
い
ら
せ
し
か
ば
、
こ
と
か
た
へ
う
つ
る
ふ
心
は
い
さ
上
か
も
は
べ
ら
ね
ど
も
、
う
き
よ
の
な
ら
ひ
お
も
ひ
の
外
な
る
し

な
に
さ
だ
ま
り
侍
る
を
、
う
ら
め
し
う
お
ぽ
し
め
す
ら
ん
が
、
さ
だ
ふ
さ
は
め
で
た
き
す
く
せ
と
も
さ
ら
に
ぞ
ん
じ
は
ん
く
ら
ず
。
御

こ
と
の
み
こ
い
し
う
侍
る
ゆ
へ
、
た
が
い
に
う
き
め
み
し
と
し
月
の
物
が
た
り
を
も
、
人
づ
て
な
ら
で
き
こ
え
ん
た
め
し
の
び
ま
い
り

候
に
、
な
さ
な
く
も
ふ
り
す
て
給
へ
る
か
な
」

と
て
、
ま
こ
と
に
せ
ん
か
た
な
げ
な
る
け
し
き
を
、
し
や
う
ぐ
ん
と
き
上
し
り
給
ひ
、
さ
す
が
こ
い
し
う
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ば
女
ぎ
み
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と
わ
び
給
ふ
に
、
女
君
も
い
と
う
は
や
ら
ひ
が
た
く
て
あ
け
ん
と
お
ぽ
し
け
る
所
に
、

「
此
と
の
上
と
な
り
に
火
い
で
た
り
」

と
て
で
ん
中
さ
は
ぎ
、
女
ば
う
の
あ
る
か
ぎ
り
こ
な
た
へ
ま
い
る
お
と
き
こ
ゆ
れ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
力
お
よ
ば
ず
た
ち
い
で
給
へ
ど
、
大

み
か
ど
に
は
人
お
ほ
く
た
ち
こ
み
て
出
給
ふ
べ
き
や
う
な
く
、
北
の
ご
も
ん
へ
ま
わ
り
て
御
ら
ん
ず
れ
ば
じ
や
う
を
さ
ふ
れ
た
り
。
に
し

み
な
み
の
も
ん
に
も
人
お
ほ
け
れ
ば
、
又
き
た
の
も
ん
へ
よ
り
て
く
わ
ん
ぬ
き
に
御
手
を
か
け
、
さ
し
も
た
か
き
つ
い
ぢ
を
い
と
か
ろ
げ

に
は
ね
こ
へ
て
ぞ
か
へ
ら
せ
給
ひ
け
る
。
か
上
る
は
や
わ
ざ
な
か
り
せ
ぱ
、
か
ら
き
め
に
あ
い
給
わ
ん
と
お
ぽ
へ
け
る
。

す
で
に
こ
ん
ゑ
殿
へ
み
や
う
火
お
ほ
ひ
か
ふ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
姫
ぎ
み
た
ち
を
ぱ
御
こ
し
に
て
左
大
将
殿
の
御
所
へ
う
つ
し
ま
い
ら
せ

ら
れ
け
り
。
さ
れ
ど
火
も
ほ
ど
な
ふ
し
づ
ま
り
、
こ
ん
ゑ
ど
の
つ
上
が
な
く
お
は
し
け
れ
ば
、
あ
く
る
日
か
へ
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
ひ
る
つ

か
た
お
と
ヌ
し
ん
で
ん
へ
わ
た
ら
せ
給
へ
れ
ば
、
さ
う
じ
み
は
ひ
る
ね
し
て
お
は
せ
し
が
、
ふ
と
お
ど
ろ
き
お
き
あ
が
り
給
ふ
心
か
ほ
の

あ
か
う
打
か
ほ
り
た
る
が
、
中
ノ
、
お
か
し
げ
な
る
を
お
と
ヌ
う
つ
く
し
と
御
ら
ん
じ
、

「
よ
べ
は
い
か
に
お
ど
ろ
き
給
ひ
け
ん
」

な
ど
き
こ
へ
給
ふ
に
、
た
い
ふ
ま
い
り
て
と
か
く
御
い
ら
へ
き
こ
ゆ
。
い
と
め
や
す
き
御
め
の
と
に
て
ぞ
侍
り
け
る
（
二
七
ゥ
）
。
御
き
ち

や
う
の
下
に
も
み
ぢ
が
さ
れ
の
か
み
に
か
き
た
る
文
の
あ
る
を
、
大
と
の
と
り
て
御
ら
ん
ず
れ
ば
、
こ
と
ば
い
と
こ
ま
や
か
に
て
お
く

も
打
な
き
給
ふ
け
は
ひ
、
あ
く
ま
毛

「
た
ヌ
こ
上
を
あ
け
さ
せ
給
へ
」

い
に
し
へ
は
こ
へ
け
る
も
の
を
今
さ
ら
に
何
か
た
む
ら
ん
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
二

と
か
き
た
る
て
、
こ
上
ら
の
人
の
中
に
に
た
る
も
な
く
あ
て
に
な
ま
め
か
し
き
物
か
ら
、
も
じ
つ
よ
う
か
ぎ
り
な
き
上
ず
と
み
へ
た
り
。

一
」
、

Ｉ

あ
く
ま
で
も
の
や
わ
ら
か
に
む
か
し
に
た
が
は
ず
な
つ
か
し
う
き
こ
ゆ
れ
ば
、
大
な
ご
ん
殿
た
へ
か
ね
て
諺
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う
た
が
い
な
き
し
や
う
ぐ
ん
の
ふ
み
と
御
ら
ん
じ
し
り
た
れ
ば
、
さ
し
や
り
て
、

「
お
さ
な
き
人
ノ
＼
も
あ
る
中
な
れ
ば
、
つ
い
に
は
わ
た
し
き
こ
へ
ん
と
お
も
へ
ど
、
で
ん
か
ゆ
る
し
な
き
や
う
に
の
た
ま
ふ
と
き
け

ば
、
し
ば
し
は
我
も
ゆ
る
さ
じ
と
お
も
ふ
な
り
。
そ
の
ほ
ど
は
、
か
や
う
な
る
物
を
も
し
げ
く
は
と
り
い
る
な
」

と
た
い
ふ
に
仰
け
る
を
、
姫
君
は
づ
か
し
と
お
ぽ
し
て
そ
ぱ
み
給
へ
る
に
、
ふ
く
だ
ま
り
た
る
か
ん
ざ
し
の
ゆ
ら
ノ
ー
、
と
こ
ぼ
れ
か
ふ
り

た
る
が
、
い
と
を
よ
り
か
け
た
る
や
う
に
ら
う
た
く
お
わ
す
る
を
、
あ
さ
夕
さ
し
む
か
い
み
た
て
ま
つ
る
人
ｊ
１
さ
へ
あ
か
ず
め
で
た
し

と
お
も
ひ
け
る
に
、
ま
し
て
お
や
の
御
め
に
は
た
ぐ
い
な
く
お
か
し
と
お
ぽ
し
け
る
ま
坐
に
、
打
ゑ
み
つ
坐
ま
ぽ
り
給
ひ
ぬ
。

か
つ
ら
の
宮
と
き
こ
へ
さ
せ
給
ふ
は
、
一
ゐ
ん
だ
い
六
の
わ
う
じ
、
御
（
二
八
オ
）
は
坐
は
女
ゐ
ん
に
て
ま
し
ま
せ
ぱ
、
こ
右
大
臣
も

り
つ
な
し
や
う
ぐ
ん
に
御
お
ひ
な
り
。
上
く
わ
う
も
女
院
も
、
此
宮
を
ぱ
う
に
ゐ
さ
せ
ま
い
ら
せ
ま
ほ
し
げ
に
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
れ
ど
、

と
う
ぎ
ん
の
一
の
み
こ
太
子
に
た
坐
せ
給
ふ
う
へ
、
御
力
お
よ
ぱ
せ
給
わ
で
す
ぎ
さ
せ
給
ひ
け
る
。
か
つ
ら
の
み
や
ひ
そ
か
に
お
ぽ
し
め

し
た
つ
事
ど
も
や
有
け
ん
、
お
ほ
い
の
み
か
ど
の
右
大
将
を
か
た
ら
は
給
ひ
、
院
の
く
ら
ん
人
み
つ
な
が
と
い
ふ
物
を
し
ゆ
ぎ
や
う
じ
や

に
出
で
た
坐
せ
、
き
う
し
う
へ
く
だ
し
つ
か
は
れ
け
り
。
此
右
大
将
は
か
く
れ
な
き
あ
く
人
に
て
、
此
み
や
に
く
み
し
た
て
ま
つ
り
て
ん

か
を
く
つ
が
へ
さ
ん
と
た
く
ま
れ
け
る
こ
そ
お
そ
る
し
け
れ
。
し
や
う
ぐ
ん
よ
り
だ
ざ
い
ふ
に
お
か
れ
け
る
い
わ
せ
の
み
ん
ぶ
も
、
ゑ
き

れ
い
と
か
や
に
て
む
な
し
く
な
り
け
れ
ば
、
お
と
上
の
二
郎
た
け
か
つ
に
み
か
さ
の
こ
ほ
り
を
あ
づ
け
ら
る
。
此
二
郎
は
あ
に
坐
か
は
り

て
大
あ
く
ふ
だ
う
の
物
な
り
け
る
が
、
み
つ
な
が
に
か
た
ら
は
れ
ぎ
や
く
し
ん
を
さ
し
は
さ
み
、
こ
よ
し
も
り
の
お
と
う
と
た
ち
ひ
ら
と

が
島
に
か
く
れ
ゐ
た
ま
ひ
け
る
を
ひ
そ
か
に
ま
ね
き
よ
せ
、
大
将
ぐ
ん
と
か
し
づ
き
へ
い
を
上
さ
せ
ん
と
ほ
つ
す
る
あ
い
だ
、
く
に
人
、

よ
り
ひ
き
や
く
を
も
っ
て
し
や
う
ぐ
ん
へ
申
け
れ
ど
も
、
れ
い
の
さ
は
が
ぬ
人
に
て
、

「
き
や
つ
が
む
ほ
ん
に
い
か
ほ
ど
の
事
か
あ
ら
ん
。
お
き
て
み
よ
」

と
ぞ
仰
け
る
。
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か
の
か
つ
ら
の
宮
、
こ
ん
ゑ
ど
の
坐
し
ん
で
ん
の
君
に
御
心
を
か
三
八
ゥ
）
け
て
お
り
た
ち
こ
ひ
わ
た
り
給
へ
ど
、
お
と
ヌ
ゆ
る
し

た
ま
わ
ね
ば
わ
す
れ
ん
と
お
ぽ
し
め
し
さ
ま
せ
ど
、
有
し
火
ご
と
の
さ
は
ぎ
に
あ
に
の
大
将
の
も
と
へ
お
は
し
た
り
し
ほ
か
げ
は
、
わ
す

れ
も
や
ら
れ
ず
よ
と
上
も
御
心
に
か
ふ
り
け
れ
ぱ
、
い
か
に
せ
ん
と
な
げ
き
給
ふ
。

霜
月
に
な
り
て
は
い
わ
せ
が
む
ほ
ん
ま
が
ノ
、
し
く
な
り
、
も
ふ
ぜ
い
に
て
せ
め
の
ぽ
る
な
ど
上
き
こ
へ
け
れ
ば
、
で
わ
の
大
郎
、
同

二
郎
を
大
将
と
し
て
、
六
万
よ
き
さ
し
つ
か
は
さ
る
。
出
わ
き
や
う
だ
い
だ
ざ
い
ふ
へ
打
こ
へ
、
い
わ
せ
と
さ
ん
人
、
に
た
鼻
か
い
け
れ

ど
、
九
こ
ぐ
は
た
い
り
や
く
ひ
と
つ
に
な
り
て
ふ
せ
ぐ
ほ
ど
に
、
で
わ
ち
か
ら
に
お
よ
ば
ず
中
ご
く
ま
で
引
し
り
ぞ
き
、
そ
れ
よ
り
ひ
き

や
く
を
も
っ
て
此
よ
し
き
や
う
と
へ
申
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
き
こ
し
め
し
、

「
や
す
か
ら
ぬ
事
か
な
。
さ
ら
ば
さ
だ
ふ
さ
む
か
っ
て
け
ち
ら
す
べ
し
。
せ
い
を
も
よ
ほ
せ
」

と
お
ほ
せ
け
れ
ば
、
で
わ
の
三
郎
う
け
た
ま
は
り
、
東
ご
く
の
物
ど
も
に
此
よ
し
ふ
れ
け
れ
ば
、
十
日
斗
が
う
ち
に
七
ま
ん
五
千
よ
き
は

せ
ま
い
る
。
此
せ
い
を
引
ぐ
し
、
十
一
月
廿
七
日
た
つ
の
天
に
て
い
と
を
う
っ
た
ち
、
さ
い
か
い
に
お
も
む
き
給
ふ
。

お
ほ
い
の
み
か
ど
の
右
大
将
此
よ
し
き
ふ
て
、
か
つ
ら
の
宮
に
申
さ
れ
け
る
は
、

『
さ
だ
ふ
さ
き
う
し
う
に
む
か
い
候
上
は
、
御
み
か
た
さ
だ
め
て
ほ
ろ
び
候
ら
ひ
な
（
二
九
オ
）
ん
、
さ
あ
ら
ぱ
君
の
御
む
ほ
ん
あ
ら

わ
れ
、
う
き
め
に
あ
わ
せ
給
わ
ん
事
う
た
が
い
な
し
。
さ
ん
も
ん
の
大
し
ゆ
、
き
い
の
く
に
の
も
の
ど
も
は
、
し
や
う
ぐ
ん
に
う
ら
み

あ
る
に
よ
り
、
し
ぜ
ん
の
こ
と
あ
ら
ば
み
か
た
に
ま
い
ら
ん
と
申
よ
し
う
け
た
ま
は
り
候
へ
ぱ
、
い
さ
や
き
の
く
に
へ
御
と
も
申
く
だ

と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
宮
、

と
有
け
れ
ば
、

り
候
ぺ
し
」

「
も
っ
と
も
し
か
る
べ
し
。
そ
の
ぎ
な
ら
ば
、
我
心
か
く
る
人
を
い
か
に
も
し
て
う
ば
い
と
り
く
だ
ら
ば
や
と
思
ふ
は
い
か
に
」
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と
な
げ
き
給
へ
ど
か
い
（
二
九
ゥ
）
な
し
。
中
将
が
は
か
ら
い
に
て
ざ
う
し
き
を
は
し
ら
か
し
、
し
や
う
ぐ
ん
の
御
も
と
へ
し
か
ノ
、
の

よ
し
つ
げ
た
り
け
る
を
、
き
こ
し
め
し
も
あ
へ
ず
道
よ
り
と
つ
て
か
へ
し
、
か
つ
ら
の
宮
の
お
も
む
き
給
ふ
あ
ふ
み
ぢ
を
心
ざ
し
、
む

ち
、
あ
ぶ
み
を
あ
わ
せ
、
も
み
に
も
ふ
で
う
ち
給
ふ
ほ
ど
に
、
大
っ
、
打
出
の
は
ま
に
て
お
っ
つ
め
さ
ん
人
、
に
た
上
か
わ
れ
け
る
。
右

大
将
あ
ま
り
て
い
た
う
せ
め
ら
れ
か
な
は
じ
と
や
お
も
わ
れ
け
ん
、
ひ
め
ぎ
み
の
こ
し
を
も
ふ
り
す
て
に
し
を
さ
し
て
お
ち
ら
れ
け
り
。

「
そ
れ
こ
そ
い
と
や
す
く
候
へ
・
そ
の
姫
ぎ
み
は
て
ん
か
ふ
さ
う
の
び
じ
ん
に
て
候
。
こ
よ
ひ
の
う
ち
に
と
り
て
ま
い
ら
せ
候
は
ん
」

と
て
、
日
比
か
た
ら
ひ
お
き
た
ま
い
し
あ
く
た
う
共
を
も
よ
ほ
し
、
こ
ん
ゑ
殿
へ
よ
せ
ら
れ
け
り
。
で
ん
ち
う
に
は
何
事
と
も
わ
き
ま
へ

ず
、
上
を
下
へ
と
か
へ
し
も
の
に
あ
た
り
ま
ど
ふ
斗
に
て
出
あ
い
た
坐
か
ふ
も
の
も
な
け
れ
ば
、
大
将
心
や
す
く
う
ち
い
り
ひ
め
ぎ
み
を

う
ば
い
と
り
出
給
ふ
を
、
た
い
ふ
と
り
つ
き
な
き
わ
め
き
け
れ
ど
か
な
わ
ず
。
お
と
夏
、
き
ん
だ
ち
は
か
す
が
へ
し
や
さ
ん
の
ひ
ま
な
れ

ば
、
は
か
人
、
し
き
も
の
も
な
く
、
少
し
出
あ
ふ
さ
ぶ
ら
い
ど
も
を
ば
け
ち
ら
か
し
姫
君
を
か
き
い
だ
き
、
た
い
ふ
の
め
の
と
を
も
お
な

し
こ
し
に
打
の
せ
、
あ
ふ
み
ぢ
さ
し
て
ぞ
い
そ
が
れ
け
る
。

お
と
ヌ
は
そ
の
あ
か
つ
き
御
げ
か
う
ま
し
ノ
、
て
、
此
よ
し
を
き
こ
し
め
し
、

「
す
わ
大
し
や
う
の
お
ち
給
ふ
ぞ
。
あ
れ
に
が
す
な
、
も
の
ど
も
、
お
っ
か
け
よ
、
つ
わ
物
」

と
、
ま
つ
さ
き
に
す
ふ
ん
で
げ
ち
し
給
ひ
け
れ
ば
、
で
わ
の
五
郎
四
人
ば
か
り
に
十
三
束
と
っ
て
か
ら
り
と
打
つ
が
い
、
よ
つ
引
て
は
な

つ
・
右
大
将
の
お
し
つ
け
の
い
た
に
し
た
上
か
に
た
ち
け
れ
ば
、
お
ど
ろ
き
み
か
へ
り
給
ふ
所
に
二
の
や
を
は
な
つ
。
こ
ん
ど
は
あ
や
ま

た
ず
う
ち
か
ぶ
と
に
ひ
や
う
つ
は
と
た
ち
、
大
事
の
て
な
れ
ば
し
ば
し
も
た
ま
ら
ず
む
ま
よ
り
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
お
ち
ら
れ
け
る
を
、
た

か
み
つ
が
ら
う
だ
う
は
し
り
よ
り
御
く
び
を
と
り
て
け
り
。
の
こ
り
し
あ
く
た
う
は
、
行
か
た
し
ら
ず
お
ち
う
せ
ぬ
。
宮
は
御
こ
し
に
て
、

し
や
う
ぐ
ん
き
っ
と
御
ら
ん
じ
、

「
こ
わ
口
お
し
。
い
か
ヌ
せ
ん
」
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「
た
い
ふ
ど
の
上
の
た
ま
ふ
事
こ
そ
心
へ
侍
ら
ね
。
何
せ
ん
に
玉
の
う
て
な
も
と
申
っ
た
ゑ
て
侯
ら
へ
ぱ
、
こ
け
の
さ
む
し
ろ
も
に
し

き
の
御
し
と
ね
に
ま
さ
り
て
、
君
は
う
れ
し
う
こ
そ
お
ぽ
し
め
さ
れ
候
ら
め
」

と
た
は
ぶ
れ
て
わ
ら
い
け
れ
ば
、
す
ま
ん
き
の
つ
わ
物
ど
も
（
三
○
ゥ
）
み
な
け
う
に
ぞ
入
に
け
る
。
六
郎
が
い
ひ
し
も
し
る
く
、
し
や

「
む
く
つ
け
な
き
御
ざ
所
や
。
｝

と
な
げ
く
を
き
上
て
、
た
か
し
げ
、

と
申
つ
か
わ
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
お
と
ヌ
き
こ
し
め
し
、

「
い
と
し
た
り
が
ほ
に
い
ひ
お
こ
せ
た
る
物
か
な
」

と
の
た
ま
ふ
も
、
う
れ
し
げ
に
み
へ
給
ふ
は
御
こ
と
わ
り
に
ぞ
お
は
し
け
る
。

し
や
う
ぐ
ん
は
姫
君
の
こ
し
の
き
は
へ
た
ち
よ
り
御
ら
ん
ず
る
に
、
ひ
い
な
を
ふ
せ
た
る
や
う
に
て
ひ
れ
ふ
し
て
お
わ
す
る
を
、
め
の

と
か
上
へ
て
な
き
ゐ
た
り
。
大
な
ご
ん
殿
、

「
あ
な
う
た
て
。
今
は
何
を
か
な
げ
く
。
い
そ
ぎ
お
り
て
や
す
め
ま
い
ら
せ
よ
」

と
仰
け
れ
ば
、
た
い
ふ
い
ざ
り
い
で
坐
、
あ
さ
ま
し
げ
な
る
は
に
ふ
の
小
屋
に
お
ま
し
つ
く
ろ
ふ
と
て
、

「
む
く
つ
け
な
き
御
ざ
所
や
。
こ
ふ
に
は
い
か
で
や
す
ま
せ
給
ふ
く
き
」

大
な
ご
ん
殿
は
姫
君
を
と
り
か
へ
し
、
な
歩
め
な
ら
ず
よ
ろ
こ
び
か
ち
時
二
、
三
ど
つ
く
り
（
三
○
オ
）
み
や
こ
を
さ
し
て
か
へ
ら
れ

け
る
が
、
よ
も
い
た
う
ふ
け
け
れ
ぱ
あ
ふ
さ
か
山
に
御
ぢ
ん
を
と
り
し
ば
ら
く
や
す
み
て
お
は
し
ま
す
。
そ
れ
よ
り
で
わ
の
四
郎
を
御
つ

か
い
に
て
、
こ
ん
ゑ
殿
へ
申
さ
せ
給
ふ
や
う
、

「
御
て
き
す
で
に
う
ち
ほ
ろ
ぼ
し
候
。
此
た
び
の
御
お
ん
し
や
う
に
は
、
ひ
ご
ろ
の
御
か
ん
だ
う
御
ゆ
る
さ
れ
あ
る
く
う
や
候
・
御
へ

さ
か
も
と
へ
お
ち
さ
せ
給
ふ
。

ん
じ
に
う
け
た
ま
わ
り
た
く
候
」
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と
き
こ
へ
給
ふ
に
、
女
君
「
げ
に
」
と
お
ぽ
し
て
な
み
だ
ぐ
み
て
お
わ
す
る
か
た
ち
、
あ
け
ぼ
の
Ｌ
そ
ら
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ひ
し
ら

ず
う
つ
く
し
げ
に
み
へ
給
へ
り
。
し
や
う
ぐ
ん
ど
ヌ
の
か
つ
せ
ん
に
あ
ふ
事
も
、
大
り
や
く
此
人
ゆ
へ
な
れ
ば
う
き
人
と
こ
そ
お
も
ふ
く

き
に
、
露
斗
も
う
と
ま
れ
ぬ
さ
ま
の
し
た
る
は
、
こ
の
よ
な
ら
ぬ
き
え
ん
な
る
べ
し
と
、
い
と
買
御
心
ざ
し
ふ
か
く
二
世
か
け
て
ち
ぎ
り

き
に
、
露
斗
も
産

の
た
ま
ひ
け
り
。

う
ぐ
ん
は
「
ち
り
が
ま
し
き
御
ざ
ど
こ
ろ
に
て
も
、
お
も
ふ
人
と
ふ
し
給
へ
ぱ
ほ
ど
な
く
あ
け
ぬ
る
こ
上
ち
し
け
れ
」
と
や
す
ら
ひ
給
ふ

べ
き
な
ら
ね
ば
、
北
の
か
た
を
か
き
お
こ
し
、

「
め
づ
ら
し
き
野
山
の
け
し
き
を
も
み
た
ま
へ
・
き
み
ゆ
へ
に
さ
だ
ふ
さ
は
ど
貰
う
き
め
に
あ
い
候
を
、
あ
は
れ
と
は
お
ぽ
し
し
ら
ず

と
て
、

一
オ
）
、

と
あ
り
け
れ
ば
し
や
う
ぐ
ん
な
坐
め
に
お
ぽ
し
め
し
、

「
此
う
へ
は
き
う
し
う
の
い
く
さ
し
づ
ま
ら
ん
ほ
ど
、
姫
君
を
ぱ
こ
ん
ゑ
ど
の
へ
あ
づ
け
ま
い
ら
せ
ら
れ
ん
」

と
て
、
ち
か
き
あ
た
り
よ
り
く
る
ま
と
り
よ
せ
、
た
い
ふ
を
も
ひ
と
つ
に
の
せ
、
で
わ
の
六
郎
を
御
と
も
に
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
が
（
三

「
き
う
し
う
の
い
く
さ
お
ぽ
つ
か
な
き
に
よ
っ
て
、
さ
だ
ふ
さ
は
こ
れ
よ
り
す
ぐ
に
つ
の
く
に
へ
い
で
ん
と
思
ふ
な
り
。
な
ん
ぢ
は
こ

ん
ゑ
ど
の
に
と
ヌ
ま
り
、
し
ぜ
ん
の
事
も
あ
ら
ん
時
は
身
に
か
へ
て
ふ
せ
げ
」

と
て
、
く
つ
き
や
う
の
つ
わ
物
を
百
よ
人
あ
い
そ
へ
ら
れ
け
り
。
た
か
し
げ
う
け
た
ま
わ
り
、

や
ｰ

あ
け
は
て
上
で
わ
の
四
郎
か
へ
り
ま
い
り
ぬ
。
お
と
ヌ
の
御
へ
ん
じ
に
は
、

「
き
か
ふ
の
御
ふ
る
ま
ひ
、
中
ノ
、
よ
ろ
こ
び
申
べ
き
や
う
も
さ
ぶ
ら
わ
ず
。
こ
の
へ
ん
れ
い
に
は
、
今
よ
り
の
ち
し
ん
じ
の
け
い
や

「
き
か
ふ
の
御
ふ
る
ま
ひ
、

く
ふ
か
く
む
つ
ぴ
候
ぺ
し
」

た
か
し
げ
に
仰
け
る
は
、
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「
さ
う
け
給
わ
り
候
」

と
て
御
く
る
ま
を
と
叉
ろ
か
し
、
百
よ
人
の
物
ど
も
ぜ
ん
ご
左
右
を
打
か
こ
ん
で
こ
ん
ゑ
ど
の
へ
い
れ
た
て
ま
つ
る
。
お
と
夏
あ
ま
り
御

よ
ろ
こ
び
あ
っ
て
、
く
る
ま
よ
せ
ま
で
出
む
か
わ
せ
給
ひ
け
る
と
か
や
。

さ
て
し
や
う
ぐ
ん
は
、
今
出
川
殿
へ
き
の
ふ
の
か
つ
せ
ん
の
し
だ
い
く
わ
し
く
し
る
し
御
せ
う
そ
こ
た
て
ま
つ
り
給
ひ
て
、
あ
ふ
さ
か

山
よ
り
っ
の
く
に
へ
御
出
あ
り
。
な
ん
ぱ
の
浦
よ
り
御
舟
に
め
さ
れ
け
る
。
御
せ
い
七
ま
ん
五
せ
ん
よ
き
、
七
百
八
＋
よ
そ
う
の
ひ
や
う

せ
ん
に
と
り
の
り
、
す
で
に
と
も
づ
な
と
い
て
お
し
い
だ
す
。
冬
の
て
ん
の
事
な
れ
ば
か
ぜ
は
木
を
お
っ
て
は
げ
し
く
、
は
く
ら
う
み
な

ぎ
り
た
っ
こ
と
お
び
た
叉
し
。
か
い
ま
ん
ノ
、
た
る
う
な
ば
ら
に
、
ゆ
き
の
山
は
数
し
ら
ず
。
お
の
ノ
、
こ
の
（
三
一
ゥ
）
け
し
き
を
み

て
ふ
れ
を
と
亘
む
る
も
の
お
ほ
か
り
け
り
。
し
や
う
ぐ
ん
は
ち
つ
と
も
や
す
ら
ひ
給
わ
ず
、

「
冬
の
ひ
よ
り
の
の
ど
か
な
る
事
有
が
た
し
。
か
た
人
＼
は
と
ま
ら
ぱ
と
ま
れ
。
さ
だ
ふ
さ
が
ふ
れ
は
た
夏
や
れ
」

「
う
け
た
ま
は
り
候
」

と
て
、
す
い
し
ゆ
、
か
ん
と
り
ど
も
、
ろ
、
か
い
、
か
ぢ
を
取
な
を
し
、
大
な
み
、
大
か
ぜ
に
も
か
ま
は
ず
九
こ
く
を
さ
し
て
ぞ
お
と
し

け
る
。
七
百
八
十
よ
そ
う
の
舟
ど
も
、
御
ざ
ぶ
れ
に
お
く
れ
じ
と
わ
れ
も
ノ
、
と
い
そ
ぐ
ほ
ど
に
、
十
二
月
の
は
じ
め
に
は
ち
く
ぜ
ん
の

と
仰
け
れ
ば
、

夏
む
る
な
り
。
．

と
お
ほ
せ
け
れ
ば
、

「
仰
か
し
こ
ま
っ
て
は
候
ら
へ
ど
も
、
わ
か
き
身
に
て
候
へ
ぱ
お
う
け
い
か
夏
」

と
申
け
れ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
御
け
し
き
か
わ
り
て
、

「
と
し
わ
か
き
と
い
ふ
事
は
、
御
へ
ん
が
い
わ
ず
と
も
さ
だ
ふ
さ
し
り
た
り
。
さ
れ
ど
も
お
も
ふ
し
さ
い
あ
る
に
よ
り
、
な
ん
ぢ
を
と

頁
む
る
な
り
。
と
う
ノ
、
」
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「
も
の
ノ
、
し
き
い
わ
せ
が
ふ
る
ま
い
か
な
。
う
み
は
ろ
か
い
の
た
上
ん
か
ぎ
り
、
く
が
は
こ
ま
の
あ
し
の
ゆ
か
ん
ず
る
所
は
、
た
と

（
マ
マ
）

へ
て
ん
ぢ
く
し
た
ん
へ
に
げ
た
り
と
も
た
す
け
お
く
べ
き
か
た
き
か
は
。
い
づ
く
ま
で
も
お
へ
や
」

と
て
い
よ
の
く
に
へ
お
し
よ
せ
、
か
う
の
上
じ
や
う
を
た
ヌ
ー
日
に
せ
め
お
と
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
ち
く
ぜ
ん
の
中
将
は
ら
き
り
給
ふ
。

よ
し
つ
な
は
で
わ
の
太
郎
が
て
に
か
ゞ
り
、
つ
い
に
う
た
れ
給
ひ
ぬ
。
た
け
か
つ
は
た
か
す
け
が
て
に
て
（
三
二
オ
）
い
け
ど
り
け
り
。

し
や
う
ぐ
ん
な
生
め
な
ら
ず
よ
ろ
こ
び
お
ぽ
し
め
し
へ
い
そ
ぎ
御
上
ら
く
ま
し
ノ
、
け
れ
。
で
わ
き
や
う
だ
い
は
し
ぱ
ら
く
い
よ
に
と
買

ま
り
、
九
こ
く
ち
ん
ぜ
い
に
少
々
の
こ
り
し
よ
た
う
ど
も
を
こ
と
人
、
く
し
づ
め
た
り
。

あ
く
る
二
月
十
三
日
し
や
う
ぐ
ん
み
や
こ
へ
入
給
ふ
。
そ
の
有
さ
ま
中
ノ
、
ゆ
坐
し
く
ぞ
お
わ
し
け
る
。
で
わ
の
三
郎
、
同
四
郎
せ
ん

ぢ
ん
を
た
ま
わ
り
、
二
千
よ
き
に
て
一
ば
ん
に
う
っ
て
と
を
る
。
二
ば
ん
に
し
や
う
ぐ
ん
と
を
ら
せ
給
ふ
。
こ
の
み
給
へ
る
御
し
や
う
ぞ

く
な
れ
ば
、
あ
か
ぢ
の
に
し
き
の
ひ
た
坐
れ
、
く
れ
な
ゐ
す
そ
ご
の
御
き
せ
な
が
、
こ
が
れ
づ
く
り
の
た
ち
に
白
く
れ
な
ゐ
の
さ
げ
を
あ

し
を
な
か
に
む
す
ん
で
さ
げ
、
二
尺
八
寸
の
打
か
た
な
十
も
ん
じ
に
さ
し
、
く
わ
が
た
打
た
る
五
ま
い
の
か
ぶ
と
を
ゐ
く
び
に
め
さ
れ
、

廿
四
さ
ひ
た
る
そ
め
ぱ
の
や
か
し
ら
だ
か
に
と
っ
て
つ
け
、
む
ら
し
げ
と
う
の
ゆ
み
の
ま
ん
中
に
き
り
、
き
か
は
ら
げ
な
る
む
ま
の
あ
く
ま

で
ふ
と
う
た
く
ま
し
き
金
ぷ
く
り
ん
の
く
ら
お
か
せ
、
ゆ
う
ち
や
う
に
め
し
た
り
け
り
。
に
つ
ぼ
ん
一
の
び
な
ん
が
、
御
む
ま
、
も
の
坐

ぐ
に
い
た
る
ま
で
ぴ
れ
い
の
出
た
ち
は
し
た
ま
ひ
ぬ
。
よ
う
が
ん
こ
と
に
う
つ
く
し
く
、
き
り
や
う
な
ら
ぶ
人
な
く
、
こ
ま
も
る
こ
し
は

し
ら
ず
我
て
う
に
お
い
て
は
、
あ
り
が
た
き
大
し
や
う
ぐ
ん
か
な
と
ぞ
み
へ
さ
せ
給
ひ
け
る
。
ち
上
ぶ
、
ほ
う
で
う
三
千
よ
き
に
て
、
御

る
。
『

め
し
、

く
に
上
付
給
ひ
ぬ
。
や
が
て
だ
ざ
い
ふ
へ
お
し
よ
せ
、
三
日
三
や
火
い
づ
る
ほ
ど
せ
め
ら
れ
け
れ
ば
、
た
け
か
つ
か
な
は
じ
と
や
お
も
ひ

け
ん
へ
大
将
ぐ
ん
た
ち
を
あ
い
ぐ
し
申
ひ
ご
の
く
に
へ
を
し
わ
た
る
。
そ
こ
を
も
つ
ヌ
い
て
せ
め
給
へ
ぼ
、
す
わ
う
の
く
に
へ
に
げ
に
け

る
。
又
お
っ
か
け
て
せ
め
ら
れ
け
れ
ば
、
四
国
へ
打
こ
へ
い
よ
の
く
に
か
う
の
坐
し
や
う
に
と
り
こ
も
る
。
し
や
う
ぐ
ん
此
よ
し
き
こ
し
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む
ま
の
左
右
（
三
二
ウ
）
を
う
っ
て
と
を
る
。
三
ば
ん
に
は
東
ご
く
、
北
こ
ぐ
の
せ
い
ど
も
お
も
ひ
ノ
、
の
む
ま
に
の
り
、
色
ノ
、
の
物

の
具
き
て
、
又
五
千
よ
き
つ
ヌ
ゐ
た
り
Ｄ
め
づ
ら
し
き
け
ん
物
な
れ
ば
、
み
や
こ
の
上
下
さ
生
め
き
あ
い
て
、
こ
れ
を
み
た
て
ま
つ
る
は

こ
と
わ
り
と
こ
そ
き
こ
へ
け
れ
。
し
や
う
ぐ
ん
は
す
ぐ
に
さ
ん
だ
い
あ
る
。
御
か
ど
ぎ
よ
か
ん
の
あ
ま
り
に
、
右
大
将
に
な
さ
れ
け
り
。

き
よ
れ
ん
さ
だ
ふ
さ
卿
に
お
ひ
ち
ら
さ
れ
給
ひ
し
か
つ
ら
の
宮
は
、
あ
り
し
さ
わ
ぎ
に
て
ん
だ
い
さ
ん
へ
に
げ
の
ぼ
ら
せ
給
ひ
、
ざ
す

の
御
も
と
に
て
御
か
ざ
り
お
ろ
さ
せ
給
ひ
け
る
が
、
又
此
比
は
げ
ん
ぞ
く
な
ら
せ
給
ひ
て
、
ほ
つ
こ
ぐ
の
物
ど
も
に
れ
う
じ
を
た
ま
わ
る

な
ど
と
さ
ふ
や
き
あ
い
け
る
。
こ
れ
み
な
一
ゐ
ん
、
女
ゐ
ん
の
御
は
か
ら
い
な
り
と
き
こ
へ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
し
ゆ
じ
や
う
、
上

く
わ
う
の
御
中
あ
へ
て
よ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
上
は
、
い
か
に
も
い
や
す
き
御
も
て
な
し
に
て
ぞ
お
わ
し
け
る
。

三
月
上
じ
ゆ
ん
の
比
、
さ
い
か
い
だ
う
は
の
こ
り
な
く
打
し
た
が
へ
て
、
た
か
助
、
た
か
な
り
上
ら
く
し
た
り
け
れ
ば
、
大
将
殿
大
き

に
よ
ろ
こ
び
給
ひ
け
り
。
こ
ん
ゑ
殿
は
し
や
う
ぐ
ん
き
う
し
う
の
よ
と
う
こ
と
ゆ
へ
な
く
し
づ
め
き
こ
へ
ま
し
ノ
、
、
こ
と
さ
ら
め
で
た

き
く
ら
い
に
そ
な
わ
り
給
ふ
事
ど
も
を
、
で
ん
か
に
も
お
と
ら
ず
よ
ろ
こ
び
給
ひ
ぬ
。
ほ
り
川
の
大
な
ご
ん
は
、
今
出
川
殿
へ
も
こ
ん
ゑ

ど
の
へ
も
し
た
し
く
お
わ
す
る
人
（
三
三
オ
）
な
る
が
、
両
と
の
坐
御
中
を
な
を
し
た
主
ひ
け
れ
ば
、
で
ん
か
、
こ
ん
ゑ
ど
の
も
あ
り
し

（
マ
マ
）

な
ご
り
な
く
め
で
う
し
た
し
き
御
な
か
ら
ひ
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
。

こ
ん
ゑ
ど
の
に
は
、
右
大
し
や
う
殿
を
し
ん
で
ん
へ
い
れ
ま
い
ら
せ
ん
こ
と
を
い
そ
が
せ
給
ふ
。
も
と
よ
り
し
た
し
き
中
と
い
ひ
な
が

ら
、
我
む
す
め
と
あ
ら
は
れ
い
つ
き
の
姫
と
も
て
な
す
う
へ
は
、
あ
り
ノ
、
し
く
む
こ
に
と
り
て
お
も
ふ
さ
ま
に
か
し
づ
か
ま
ほ
し
く
お

ぽ
し
め
し
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
一
ゐ
ん
の
お
ぽ
し
め
さ
る
坐
所
は
ヌ
か
り
あ
れ
ば
、
な
ん
で
ん
の
花
の
さ
か
り
に
花
み
が
て
ら
に
と
お
ぽ

し
さ
だ
め
て
、
や
よ
ひ
十
日
あ
ま
り
御
子
の
三
ゐ
中
将
を
も
っ
て
し
や
う
ぐ
ん
へ
御
せ
う
そ
こ
き
こ
へ
給
へ
り
。
「
な
ん
で
ん
の
花
い
つ

の
と
し
よ
り
み
所
有
□
に
て
さ
ぶ
ら
へ
ぱ
、
こ
れ
な
る
殿
ば
ら
が
花
の
え
ん
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
と
く
は
だ
て
侍
る
を
、
よ
そ
に
は
い
か
で

き
上
す
ぐ
し
給
わ
な
ん
や
」
と
て
、
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［
川
Ｕ
な
く
□
り
申
律

「
た
ま
わ
り
候
へ
」

と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。

君
を
お
き
て
た
れ
か
は
お
ら
ん
わ
が
や
ど
の
軒
ぱ
に
あ
ま
る
花
の
に
ほ
ひ
を
三

と
の
た
ま
ひ
つ
か
わ
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
か
し
こ
ま
り
う
け
給
わ
り
給
ひ
て
載

此
春
は
心
の
ま
ふ
に
折
ぞ
み
ん
（
三
三
ゥ
）
我
し
め
ゆ
ひ
し
軒
の
さ
く
ら
を
四

（
虫
損
）
（
虫
損
）

川
Ｕ
な
く
□
り
申
侍
れ
、
口
お
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
と
り
な
し
て
、

と
申
け
れ
ば
、

「
お
ほ
き
お
と
ヌ
よ
り
花
み
に
も
の
せ
よ
と
の
た
ま
ふ
ゆ
へ
ま
い
る
な
り
」

と
仰
け
る
け
し
き
御
心
ち
よ
げ
な
れ
ば
、
た
ん
ど
も
さ
ぞ
と
こ
上
ろ
へ
て
、

「
い
と
め
で
た
き
御
事
に
こ
そ
侍
れ
。
あ
け
く
れ
此
こ
と
を
こ
そ
た
れ
も
ノ
、
た
づ
ね
ま
ど
ひ
侍
し
に
、
た
が
た
め
も
お
も
ふ
さ
ま
に

う
れ
し
く
さ
ぶ
ら
ふ
か
な
」

恥
叩
／
、

と
申
せ
ば
、
大
将
殿
、

と
た
は
ぶ
れ
て
出
給
ひ
け
る
。

あ
る
じ
が
た
の
き
ん
だ
ち
、
左
大
将
、
中
な
ど
ん
、
三
位
中
将
、
少
将
な
ど
中
も
ん
ま
で
出
む
か
い
て
ぞ
入
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
。
お

の
ノ
、
さ
く
ら
の
も
と
に
た
ち
よ
り
、
花
の
け
う
に
入
給
へ
り
。
お
と
夏
は
右
大
将
ど
の
を
め
で
た
し
と
御
ら
ん
じ
、
．
ゐ
ん
の
御
む

「
れ
い
な
ら
ず
つ
く
る
わ
せ
給
ふ
は
、
い
づ
く
へ
お
は
し
ま
す
に
や
」

「
そ
こ
に
は
何
と
こ
ふ
る
え
て
よ
ろ
こ
び
給
ふ
ぞ
。
ま
る
は
お
も
ひ
あ
た
る
事
も
な
き
物
を
」

夕
つ
か
た
ま
い
り
給
わ
ん
と
て
、
か
宜
み
に
む
か
ひ
び
ん
か
き
打
そ
う
ぞ
き
給
ふ
所
へ
、
た
ん
ご
の
め
の
と
ま
い
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「
た
ぐ
い
な
く
心
を
と
む
る
花
な
れ
ば
春
よ
り
の
ち
の
こ
ず
へ
を
も
み
ん
」
五

と
て
ゑ
み
給
ひ
け
る
を
、
左
大
将
い
た
く
け
う
じ
て
、

「
さ
き
に
ほ
ふ
花
に
こ
上
ろ
の
と
ヌ
ま
ら
ぱ
春
よ
り
後
の
こ
ず
へ
を
も
と
へ
（
三
四
ウ
）
六

さ
ら
ば
御
や
す
み
所
ま
い
ら
せ
さ
ぶ
ら
は
ん
・
少
将
の
朝
臣
御
と
も
申
せ
」

と
お
ほ
せ
け
れ
ば
、
き
ん
だ
ち
三
人
し
や
う
ぐ
ん
を
い
ざ
な
ひ
ま
い
ら
せ
て
、
し
ん
で
ん
へ
道
引
給
ふ
。

わ
た
ど
の
上
戸
お
し
あ
く
る
よ
り
ふ
き
く
る
お
ひ
か
ぜ
心
こ
と
に
か
ほ
り
、
う
ち
の
し
つ
ら
ひ
を
は
じ
め
な
に
ご
と
も
き
上
し
に
た
が

と
有
け
れ
ば
、
ま
ら
う
ど
、

と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
あ
る
じ
の
大
将
打
わ
ら
ひ
、

「
春
よ
り
の
ち
の
御
心
ざ
し
た
の
み
が
た
し
」

こ
に
こ
ひ
と
ら
せ
給
ひ
つ
る
を
さ
へ
、
姫
宮
の
御
か
た
ち
な
を
す
ぐ
れ
た
り
と
も
お
も
わ
ず
と
き
ぐ
は
こ
と
わ
り
な
り
。
み
か
ど
の
御
む

す
め
と
い
ふ
と
も
す
ぐ
れ
ざ
ら
ん
を
、
此
人
に
な
ら
（
三
四
オ
）
べ
ん
は
み
ぐ
る
し
か
ら
ん
。
さ
れ
ど
し
ん
で
ん
の
君
は
、
な
ら
び
て
に

げ
な
か
ら
じ
」
と
お
も
ふ
は
、
心
お
ご
り
に
や
と
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
る
。
く
れ
け
れ
ば
御
か
は
ら
け
ま
い
り
て
御
し
ゆ
え
ん
は
じ
ま
り
、

い
づ
れ
も
ゑ
ひ
す
ぎ
む
ら
い
の
つ
み
を
も
わ
す
れ
つ
上
そ
ぽ
れ
あ
そ
び
給
ふ
ほ
ど
に
、
や
鼻
ふ
け
ぬ
れ
ば
あ
る
じ
の
お
と
ヌ
ゑ
い
に
ま
ぎ

ら
は
し
て
い
り
た
ま
ひ
ぬ
。
左
大
将
ま
ら
う
ど
の
御
そ
ば
へ
よ
り
、

「
い
た
う
ふ
け
侍
り
ぬ
。
ふ
る
さ
と
人
も
衣
か
た
し
き
ま
ち
わ
び
給
ひ
な
ん
に
、
は
や
か
へ
り
給
へ
か
し
」

と
た
わ
ぶ
れ
給
へ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
、

「
こ
れ
御
ら
ん
候
へ
・
い
た
う
ゑ
ひ
す
ぎ
て
侍
れ
ば
、
え
こ
そ
か
へ
る
ま
じ
う
候
ら
へ
・
花
の
も
と
の
う
た
ふ
ね
は
何
か
く
る
し
う
候

ベ
麦
こ
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給
へ
ぱ
、

は
ず
、
か
ぎ
り
な
く
あ
が
め
か
し
づ
き
給
ふ
と
み
へ
て
、
女
ぱ
う
の
た
ち
ふ
る
ま
い
け
は
ひ
な
ど
は
た
ヌ
お
ほ
や
け
ざ
ま
に
て
》
め
や
す

き
わ
か
う
ど
ど
も
三
十
人
斗
な
ら
び
ゐ
た
り
・
お
と
ヌ
の
か
ば
か
り
め
で
た
く
も
て
な
し
き
こ
へ
給
ふ
に
、
ひ
め
ぎ
み
の
か
た
ち
な
み
ノ
＼

な
ら
ば
口
お
し
か
る
べ
き
に
、
た
ぐ
い
な
く
お
わ
す
る
こ
そ
物
よ
り
こ
と
に
め
で
た
け
れ
。
中
な
ど
ん
殿
も
御
お
く
り
に
お
わ
し
け
る

が
、
わ
た
ど
の
の
か
た
に
し
ぱ
し
や
す
ら
ひ
て
お
く
を
み
い
れ
給
へ
ぱ
、
大
将
殿
み
す
引
か
づ
き
入
た
ま
ひ
て
姫
君
の
き
ち
や
う
の
か
た

は
ら
に
ち
か
人
、
と
お
は
し
ま
す
を
、
い
み
じ
う
う
ら
山
し
く
お
も
は
れ
け
り
。
さ
う
じ
み
も
つ
れ
よ
り
は
引
つ
く
る
ひ
て
お
は
し
ま
す

さ
ま
、
た
れ
ば
か
り
か
こ
れ
に
な
ら
ば
ん
と
み
へ
さ
せ
給
へ
る
を
、
大
将
殿
打
ま
ぽ
り
て
、
「
み
か
ど
の
み
む
す
め
、
と
き
の
女
御
、
き

さ
き
と
い
へ
ど
、
か
ふ
る
は
あ
り
が
た
き
世
な
る
に
、
の
が
れ
が
た
き
ち
ぎ
り
を
む
す
び
お
き
し
は
、
我
す
ぐ
せ
も
つ
た
な
か
ら
ず
」
と

お
ぽ
し
め
さ
れ
け
（
三
五
オ
）
る
。
ゑ
い
に
ま
ぎ
ら
は
し
て
、
と
く
お
ほ
と
の
ご
も
り
ぬ
。
「
あ
ふ
さ
か
山
の
く
さ
枕
、
う
た
て
か
り
し

を
も
こ
よ
ひ
ぞ
わ
す
れ
侍
ら
め
」
と
て
、
ひ
ぽ
と
き
ち
ら
し
引
よ
せ
て
ふ
し
給
ひ
ぬ
。

あ
け
ぬ
れ
ど
お
と
こ
君
は
し
ら
ず
が
ほ
に
て
お
き
も
あ
が
り
給
わ
ぬ
を
、
北
の
か
た
「
か
た
は
ら
い
た
し
」
と
お
ぽ
し
て
そ
鼻
の
か
し

「
あ
な
う
る
さ
の
さ
か
し
ら
や
。
ね
ぬ
よ
の
ゆ
め
は
な
を
の
こ
り
お
ほ
か
る
に
」

と
の
た
ま
ふ
御
け
し
き
、
む
か
し
よ
り
は
い
た
く
ね
ぴ
ま
さ
り
物
ノ
、
し
く
お
わ
す
る
を
、
中
将
め
で
た
し
と
み
た
て
ま
つ
る
。
や
う

ノ
、
お
き
い
で
給
へ
る
御
ま
み
ま
だ
れ
ぷ
た
げ
に
て
、
か
ぶ
り
ぎ
は
も
く
つ
ろ
ぎ
び
ん
の
そ
生
け
た
る
し
も
い
と
ヌ
み
る
か
い
あ
り
て
ゆ

と
申
け
れ
ば
、

「
今
だ
に
あ
ま
り
に
く
み
給
ひ
そ
。
お
と
頁
は
よ
も
と
が
め
た
ま
わ
じ
」

な
ど
た
は
ぶ
れ
給
ふ
所
へ
中
将
ま
い
り
、

「
そ
ら
の
け
し
き
は
し
た
な
く
侍
る
。
け
さ
は
れ
い
の
さ
ほ
う
に
出
さ
せ
給
わ
め
」
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ひ
め
宮
は
、
大
将
の
野
中
の
し
み
づ
た
づ
ね
い
で
た
ま
い
し
と
き
こ
し
め
し
つ
る
よ
り
、
ね
た
う
う
ら
め
し
く
お
ぽ
し
む
す
ぼ
比
れ
け

る
が
、
あ
ま
さ
へ
今
は
心
や
す
く
か
よ
ひ
給
ふ
と
き
か
せ
た
ま
ひ
て
は
、
い
と
ヌ
む
れ
い
た
く
お
ぽ
し
め
し
け
れ
ど
、
こ
な
た
を
も
か
は

ら
ぬ
さ
ま
に
か
し
こ
ま
り
も
て
な
し
給
へ
ぱ
、
打
い
で
坐
も
う
ら
み
に
く
上
御
心
ぐ
る
し
く
お
ぽ
さ
れ
け
る
。
宮
の
御
め
の
と
な
ど
さ
し

け
り
。
さ
れ
芯

も

さ
質
り
け
り
。

坐
し
く
お
は
し
け
る
を
、
女
ぱ
う
た
ち
、

「
い
で
や
な
だ
か
き
と
の
上
御
か
た
ち
み
た
て
ま
つ
ら
ん
」

と
て
き
ち
や
う
の
ほ
こ
ろ
び
よ
よ
り
の
ぞ
き
て
、

「
き
上
し
に
た
が
は
い
御
有
さ
ま
か
な
。
姫
ぎ
み
の
よ
に
な
く
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
に
、
な
上
め
な
る
御
お
と
こ
の
な
ら
び
給
ひ

な
ば
む
ね
い
た
か
ら
ん
に
、
お
も
ふ
や
う
な
る
御
ち
ぎ
り
か
な
」

と
め
で
あ
へ
り
け
る
。
中
将
御
か
夏
み
も
て
ま
（
三
五
ゥ
）
い
り
け
れ
ば
、
び
ん
か
き
て
出
給
ひ
ぬ
。
此
の
ち
は
よ
な
ノ
、
か
よ
ひ
給
ひ

け
り
。
さ
れ
ど
姫
君
の
御
か
た
へ
も
か
は
る
け
ぢ
め
な
く
ま
い
り
給
へ
ぱ
、
院
の
と
が
め
さ
せ
給
ふ
べ
き
や
う
も
な
く
、
人
も
そ
し
り
申

「
し
や
う
ぐ
ん
は
あ
く
ま
で
か
し
こ
き
君
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
、
院
の
御
と
が
め
、
よ
の
そ
し
り
を
う
け
じ
た
め
宮
を
も
か
わ
ら
ぬ
さ

ま
に
も
て
な
し
た
ま
へ
ど
、
御
心
ざ
し
は
さ
し
も
ふ
か
上
ら
ぬ
と
み
へ
た
り
。
何
ご
と
も
人
に
す
ぐ
れ
世
に
な
く
め
で
た
き
野
中
の
し

水
に
御
心
ざ
し
の
ふ
か
さ
ま
さ
り
給
は
ヌ
、
こ
な
た
は
あ
さ
上
こ
そ
ま
さ
ら
せ
た
ま
は
め
。
う
わ
ぺ
を
う
つ
く
し
う
つ
く
り
給
ふ
と

も
、
か
よ
わ
せ
給
ふ
事
も
あ
な
た
は
し
げ
か
ら
ん
」

な
ど
上
う
た
が
い
て
、
こ
ん
ゑ
ど
の
上
あ
た
り
に
人
を
つ
け
て
ま
ぽ
ら
せ
け
り
。
大
将
殿
此
よ
し
き
こ
し
め
し
、
「
あ
な
む
つ
か
し
。
く

れ
ノ
、
し
き
か
た
さ
ま
よ
り
ぬ
る
よ
（
三
六
オ
）
の
数
を
さ
へ
か
ぞ
へ
ら
れ
ん
よ
り
、
と
く
し
て
た
か
く
ら
へ
む
か
へ
と
ら
ば
や
」
と
お

つ
ど
ひ
て
い
ふ
や
う
、
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か
は
あ
れ
ど
も
、
御
さ
‐

ぱ
、
御
め
の
と
な
ど
は
、

ぽ
し
め
し
、
と
の
上
う
ち
を
い
み
じ
う
み
が
き
た
て
坐
み
な
月
の
比
わ
た
し
給
わ
ん
よ
し
申
給
へ
ど
、
し
ん
で
ん
の
き
み
御
さ
ん
つ
き
八

月
に
あ
た
ら
せ
給
へ
ぱ
、
「
そ
れ
す
ぎ
て
」
と
て
わ
た
し
ま
い
ら
れ
ず
。
宮
に
は
ね
た
う
お
ぽ
し
め
し
み
だ
る
鼻
ゆ
へ
に
や
、
う
ら
み
ね

の
御
ゆ
め
に
も
こ
ん
ゑ
ど
の
Ｌ
姫
君
な
り
と
て
、
わ
か
う
う
つ
く
し
き
人
の
い
み
じ
う
か
し
づ
か
れ
て
ゐ
た
る
を
、
行
て
は
と
か
く
さ
い

な
む
と
御
ら
ん
ず
る
折
ノ
、
お
ほ
か
り
け
り
。
こ
ん
ゑ
殿
に
は
み
な
月
の
こ
ろ
よ
り
れ
い
な
ら
ず
な
や
ま
し
げ
に
お
は
し
け
れ
ば
、
所

ノ
、
に
て
御
い
の
り
な
ど
せ
さ
せ
給
ふ
。
こ
れ
に
よ
り
し
や
う
ぐ
ん
も
此
比
は
い
と
ヌ
こ
な
た
が
ち
に
の
み
お
は
し
け
る
を
、
宮
は
れ
い

の
や
す
か
ら
ず
お
ぽ
し
め
さ
れ
け
り
。

八
月
の
中
比
と
な
り
て
は
こ
ん
ゑ
ど
の
に
御
な
や
み
お
も
ら
せ
給
ふ
と
て
、
お
と
ヌ
し
や
う
ぐ
ん
の
御
ら
ん
じ
な
げ
く
さ
ま
い
へ
ぱ
さ

ら
な
り
。
姫
ぎ
み
は
き
ち
や
う
の
う
ち
に
な
よ
ノ
、
と
ふ
し
く
ら
し
給
ふ
有
さ
ま
、
り
ふ
じ
ん
の
か
ん
せ
ん
で
ん
に
な
や
み
給
ひ
し
む
か

し
も
か
く
や
と
思
ひ
し
ら
れ
け
る
。
十
五
日
の
あ
か
つ
き
よ
り
す
で
に
御
け
し
き
あ
り
け
れ
ば
、
た
っ
と
き
げ
ん
ざ
ど
も
あ
ま
た
め
し
あ

つ
め
、
大
ほ
う
ひ
ほ
う
の
こ
り
な
く
お
こ
な
わ
せ
た
（
三
六
ゥ
）
ま
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
で
ん
中
に
は
ご
ま
の
け
ぶ
り
み
ち
ノ
、
た
り
。
し

か
は
あ
れ
ど
も
、
御
さ
ん
は
と
み
に
な
り
給
わ
ず
。
さ
き
入
、
は
た
い
ら
か
に
の
み
も
の
し
給
ひ
し
人
の
、
こ
ん
ど
か
や
う
に
ま
し
ま
せ

「
こ
わ
い
か
に
み
な
し
た
て
ま
つ
る
こ
と
ぞ
」

と
い
き
た
る
心
も
な
く
ま
ど
ひ
ゐ
た
り
。
御
う
ら
な
ど
み
せ
け
れ
ば
、

「
し
や
う
ぐ
ん
の
御
か
た
に
つ
き
、
や
ん
ご
と
な
き
女
の
御
い
き
ど
を
り
ふ
か
き
ゆ
へ
」

と
の
み
申
け
を
、
「
さ
れ
ば
よ
・
女
五
の
宮
の
御
ね
た
み
た
ヌ
に
は
あ
ら
じ
と
お
も
ひ
つ
る
に
」
と
こ
ゞ
ろ
へ
は
て
上
、
お
と
ヌ
に
も
き

こ
へ
し
ら
せ
た
て
ま
つ
り
て
、
御
も
の
ふ
け
を
の
く
る
御
い
の
り
ど
も
を
ぞ
又
々
せ
さ
せ
け
る
。
姫
君
は
た
へ
い
り
給
ふ
事
た
び
ノ
、
に

て
、
あ
る
か
な
き
か
に
よ
は
り
給
ひ
け
れ
ば
、
た
れ
も
ノ
、
御
心
ま
ど
わ
し
給
ひ
ぬ
。
し
や
う
ぐ
ん
今
は
人
め
も
え
は
ヌ
か
り
給
わ
ず
、
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と
の
み
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
あ
る
か
ぎ
り
の
女
ぱ
う
た
ち
な
き
ま
ど
ふ
さ
ま
、
中
ノ
、
い
み
じ
げ
な
り
。
し
や
う
ぐ
ん
は
あ
ま
り
あ
へ
な

く
口
お
し
う
お
ぽ
し
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
た
ち
も
さ
ら
ず
ま
ぽ
り
お
わ
し
ま
す
に
、
し
ろ
き
御
ぞ
ひ
き
ま
と
ひ
て
ふ
し
給
へ
る
枕
に
、
所

せ
き
御
ぐ
し
の
ゆ
ら
ノ
、
と
か
上
り
た
る
ほ
ど
、
わ
ざ
と
つ
く
る
ひ
た
る
よ
り
は
い
と
ヌ
め
で
た
く
、
御
は
ら
い
と
た
か
う
お
わ
す
る
さ

へ
お
か
し
げ
に
て
、
う
ち
ね
ぶ
り
た
る
ま
み
よ
り
は
じ
め
つ
ら
つ
き
な
ど
い
よ
ノ
、
あ
り
が
た
う
お
は
し
け
る
を
、
つ
く
人
、
と
御
ら
ん

ず
る
に
お
し
う
か
な
し
さ
い
ふ
か
た
な
く
、
た
ヌ
な
み
だ
の
人
わ
ろ
き
ま
で
な
が
れ
い
づ
る
を
、
と
か
う
ま
ぎ
ら
は
し
て
お
わ
し
け
り
。

今
出
川
殿
は
申
に
お
よ
ば
ず
、
く
げ
、
て
ん
じ
や
う
人
は
御
と
ぶ
ら
い
に
ま
い
り
つ
ど
ひ
給
へ
り
。
し
や
う
ぐ
ん
か
く
て
お
は
し
け
る
ゆ

へ
、
お
う
ば
ん
の
大
み
や
う
、
小
み
や
う
の
こ
ら
ず
は
せ
さ
ん
じ
た
り
。
う
ち
に
も
き
こ
し
め
し
お
ど
ろ
き
、

「
か
た
ち
の
あ
り
が
た
く
又
な
ふ
め
づ
ら
し
き
人
と
き
上
し
に
、
い
か
に
し
や
う
ぐ
ん
の
な
げ
き
か
な
し
む
ら
ん
に
」

と
ち
よ
く
ぢ
や
う
あ
っ
て
、
め
い
よ
の
く
す
り
を
さ
だ
ふ
さ
こ
う
に
く
だ
し
た
ま
わ
る
。
ち
よ
く
し
に
は
れ
ん
ぜ
い
の
大
な
ご
ん
ま
い
り

給
へ
り
。
右
大
将
大
き
に
（
三
七
ゥ
）
か
し
こ
ま
り
は
い
し
た
て
ま
つ
り
、
す
な
は
ち
此
く
す
り
を
水
に
た
て
上
姫
君
の
口
へ
ふ
く
め
給

ひ
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
あ
り
て
少
み
じ
ろ
ぎ
く
る
し
げ
な
る
い
き
を
ふ
き
い
だ
し
給
へ
ば
、
た
れ
も
ノ
、
よ
ろ
こ
び
つ
上
、
又
み
ぎ
の
く

つ
と
打
そ
ひ
て
身
づ
か
ら
か
上
へ
あ
か
い
給
ふ
さ
ま
、
な
み
ノ
、
の
御
ち
ぎ
り
と
は
み
へ
ず
。
ひ
め
ぎ
み
は
く
る
し
き
中
に
も
か
く
打
そ

ひ
て
お
わ
す
る
を
み
ぐ
る
し
と
お
ぽ
し
め
せ
ど
、
や
ら
い
給
ふ
く
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、
さ
ら
ぬ
て
い
に
て
あ
つ
か
は
れ
給
へ
り
。
御
心
の

う
ち
に
は
、
「
か
く
う
き
め
を
人
に
み
せ
ま
い
ら
せ
我
も
み
ん
よ
り
、
と
く
し
て
は
鼻
の
お
わ
せ
し
所
へ
む
か
へ
給
へ
」
と
、
仏
を
ね
ん

じ
給
ふ
御
心
の
ほ
ど
こ
そ
い
と
お
し
け
れ
。

廿
一
日
の
あ
け
が
た
、
み
る
ま
上
に
き
ヘ
ノ
、
と
た
へ
い
り
（
三
七
オ
）
給
ひ
け
れ
ば
、
で
ん
中
さ
わ
ぎ
の
ふ
し
る
さ
ま
お
び
た
ヌ

し
。
お
と
笈
は
さ
ら
に
も
の
も
お
ぽ
へ
た
ま
わ
ず
、

「
こ
は
い
か
に
せ
ん
ノ
、
」
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「
君
の
く
る
し
み
を
み
侍
り
て
は
、
し
ば
し
も
な
が
ら
ふ
く
き
心
ち
も
せ
ず
。
こ
と
わ
り
の
ま
上
に
さ
き
だ
上
ん
と
こ
そ
お
も
ひ
は
ん

く
れ
。
時
の
ま
も
お
き
な
を
た
い
ら
か
に
て
み
ん
と
お
ぽ
し
め
さ
ば
、
こ
れ
き
こ
し
め
せ
」

と
て
ま
い
ら
せ
給
ふ
。
く
す
り
ま
い
り
て
た
い
ふ
の
め
の
と
に
と
り
つ
き
お
き
あ
が
り
給
ひ
、
ほ
ど
な
ふ
た
い
ら
か
に
も
の
し
給
ふ
。
お

と
こ
に
て
さ
へ
お
わ
し
け
れ
ば
お
の
ノ
、
い
さ
み
よ
ろ
こ
び
給
へ
る
さ
ま
、
い
わ
ず
と
も
お
も
ひ
や
る
べ
し
。
お
そ
る
し
か
り
し
な
ご
り

も
な
く
さ
は
や
か
に
お
わ
し
け
れ
ば
、
上
下
こ
上
ろ
お
ち
ゐ
て
よ
ろ
こ
び
あ
へ
り
。
お
と
亘
は
め
づ
ら
し
き
人
の
御
か
し
づ
き
に
御
心
を

い
れ
て
、
あ
い
し
う
つ
く
し
み
給
ふ
事
な
生
め
な
ら
ず
。

五
十
日

ほ
ど
な
ふ
御
い
か
に
も
な
り
け
れ
ば
、

「
此
御
い
そ
ぎ
を
ぱ
た
か
く
ら
殿
に
て
せ
さ
（
三
八
オ
）
せ
給
わ
ん
」

と
仰
け
れ
ど
も
、
冬
の
あ
い
だ
は
か
た
あ
し
く
お
は
し
ま
す
と
て
わ
た
し
ま
い
ら
せ
給
わ
ず
、
こ
な
た
に
て
い
そ
が
せ
給
ひ
け
り
。
宮
の

御
か
た
に
は
め
で
た
き
を
き
か
せ
給
ふ
に
つ
け
て
も
、
御
む
ね
つ
ぶ
れ
ね
た
う
お
ぽ
し
み
だ
る
坐
ま
ふ
に
、
御
心
ち
も
れ
い
な
ら
ず
う
か

ノ
、
と
な
り
て
ひ
が
ノ
、
し
き
御
事
お
ほ
く
、
め
し
つ
か
ふ
わ
ら
は
ど
も
を
も
つ
み
な
き
に
せ
め
か
う
じ
給
ひ
け
れ
ば
、
人
ノ
、
、

「
あ
な
う
た
て
。
い
か
な
る
御
心
の
つ
か
せ
給
へ
る
に
か
」

と
な
げ
き
あ
へ
り
。
し
や
う
ぐ
ん
の
お
は
し
け
る
に
も
い
た
う
ぐ
ね
ノ
、
し
き
御
け
し
き
を
み
せ
て
う
ら
み
か
上
り
給
ふ
が
、
又
引
か
へ

な
つ
か
し
げ
に
ざ
れ
た
は
ぶ
れ
な
ど
さ
せ
給
ふ
を
、
み
た
て
ま
つ
る
人
ノ
、
、

す
り
を
御
口
へ
い
れ
給
ふ
に
、
い
よ
ノ
、
い
き
出
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
し
や
う
ぐ
ん
れ
ん
中
よ
り
た
ち
出
て
、
ち
ょ
く
せ
ん
の
あ
り
が
た
さ

を
返
す
ノ
、
大
な
ご
ん
殿
に
申
さ
せ
給
ひ
け
る
。

姫
君
は
御
心
つ
き
け
れ
ど
な
を
く
る
し
げ
に
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
お
と
夏
あ
ま
り
に
た
へ
か
ね
た
ま
ひ
、
て
づ
か
ら
く
す
り
も
て
お
は

し
て
、
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「
さ
し
も
色
ふ
か
う
は
づ
か
し
げ
な
る
人
に
諺
た
ヌ
今
う
と
み
は
て
ら
れ
さ
せ
給
ひ
な
ん
」

と
な
げ
く
に
、
し
や
う
ぐ
ん
は
い
さ
上
か
も
う
と
み
た
る
け
し
き
に
あ
ら
ず
、
か
は
ら
ぬ
さ
ま
に
も
て
な
し
給
ひ
ぬ
。

い
つ
し
か
と
し
か
へ
り
き
さ
ら
ぎ
の
比
、
こ
ん
ゑ
ど
の
上
姫
君
を
た
か
く
ら
殿
へ
わ
た
し
給
わ
ん
と
て
き
ち
に
ち
さ
だ
め
ら
れ
け
り
。

一
ゐ
ん
の
お
ぽ
し
め
さ
れ
ん
所
を
は
ヌ
か
り
給
ひ
て
、
で
ん
か
は
し
ら
ず
が
ほ
に
て
お
は
し
ま
す
。
ま
ん
所
は
わ
か
ぎ
み
、
姫
君
を
引
ぐ

し
、
か
ね
て
よ
り
た
か
く
ら
殿
へ
わ
た
り
給
へ
り
。
こ
ん
ゑ
ど
の
に
も
し
の
び
た
る
御
い
そ
ぎ
な
れ
ど
、
う
ち
ノ
、
の
事
は
に
な
く
き
よ

ら
を
つ
く
（
三
八
ゥ
）
し
、
そ
の
日
の
ぎ
し
き
な
ど
は
何
事
も
お
ほ
や
け
ざ
ま
に
し
な
し
給
へ
り
。
御
は
ら
か
ら
の
き
ん
だ
ち
出
入
か
し

づ
き
給
ふ
さ
ま
、
め
で
た
き
御
す
く
せ
と
み
へ
た
り
。

中
な
ど
ん
の
き
み
、
「
け
ふ
よ
り
の
ち
は
み
る
め
さ
へ
か
た
く
な
り
な
ん
」
と
人
し
れ
ず
か
な
し
く
て
、
「
も
し
さ
り
ぬ
く
き
ひ
ま
あ

ら
ば
、
か
く
お
も
ふ
心
の
う
ち
人
づ
て
な
ら
で
き
こ
へ
し
ら
せ
て
、
そ
れ
を
だ
に
身
の
お
も
ひ
出
に
せ
ん
」
と
思
ひ
あ
り
き
給
ふ
。
女
ぱ

う
五
十
人
お
し
な
べ
て
お
り
も
の
生
き
ぬ
、
こ
き
く
れ
な
ゐ
の
は
か
ま
、
う
す
色
の
か
ら
ぎ
ぬ
き
た
る
す
が
た
、
い
づ
れ
と
な
く
め
や
す

し
。
御
む
か
へ
の
人
ノ
、
の
ま
い
る
を
み
る
と
て
、
そ
な
た
の
ら
う
に
こ
ぞ
り
い
で
坐
お
ま
へ
に
は
人
も
な
き
を
、
中
な
ど
ん
殿
い
と
う

れ
し
う
て
ひ
そ
か
に
あ
ゆ
み
よ
り
給
ふ
。
君
は
あ
か
き
か
ら
お
り
に
白
き
い
と
を
も
っ
て
糸
さ
く
ら
を
う
き
も
ん
に
し
た
る
御
ぞ
に
、
う

す
も
え
ぎ
の
か
ら
ぎ
ぬ
、
せ
い
が
う
の
こ
き
く
れ
な
ゐ
の
は
か
ま
め
し
た
り
。
人
ノ
、
の
き
た
る
は
こ
わ
公
、
し
く
む
つ
か
し
げ
な
る

に
、
あ
く
ま
で
た
を
ノ
、
と
き
な
し
給
ひ
て
、
き
ち
や
う
の
ほ
こ
ろ
び
よ
り
人
ノ
、
の
た
ち
さ
は
ぐ
を
の
ぞ
き
て
ゐ
た
ま
へ
る
。
や
う
だ

い
い
と
さ
上
や
か
に
か
し
ら
つ
き
め
で
た
く
、
こ
ぼ
れ
い
で
た
る
か
ん
ざ
し
の
か
坐
り
を
は
じ
め
、
み
る
た
び
に
め
づ
ら
し
く
た
ぐ
い
な

き
人
の
御
有
さ
ま
な
り
。
中
な
ど
ん
殿
御
ぞ
の
す
そ
を
引
う
ご
か
し
給
へ
ぱ
、
何
心
（
三
九
オ
）
も
な
く
み
か
へ
り
た
ま
へ
る
御
か
ほ
、

さ
と
あ
か
み
て
そ
の
ま
ふ
う
つ
ぶ
し
給
ふ
が
い
と
ヌ
う
つ
く
し
げ
な
れ
ば
、
御
て
を
と
ら
へ
て
い
ひ
し
ら
ぬ
事
ど
も
お
ほ
く
き
こ
へ
給
へ

ど
、
何
か
は
御
い
ら
へ
の
あ
ら
ん
。
な
き
給
ふ
さ
ま
の
い
み
じ
け
れ
ば
、
い
た
う
も
う
ら
み
は
て
ず
、
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「
か
り
に
だ
に
あ
わ
れ
を
か
け
よ
さ
も
あ
ら
ば
う
き
な
に
や
す
く
身
を
ば
か
へ
て
ん
七

あ
わ
れ
と
は
お
ぽ
さ
ず
と
も
、
に
く
し
と
だ
に
一
こ
と
お
ほ
せ
候
ら
へ
・
そ
れ
を
此
よ
の
お
も
ひ
い
で
に
し
侍
ら
ん
」

と
て
さ
ら
に
御
手
を
ゆ
る
し
給
わ
れ
ば
、
姫
ぎ
み
せ
ん
か
た
な
さ
に
、

へ
マ
マ
）
ぬ
く
し
イ

「
た
が
た
め
も
お
も
て
ぷ
せ
や
と
な
り
ぞ
せ
ん
そ
の
は
ら
か
ら
に
う
き
な
た
ち
な
ぱ
」
八

と
ほ
の
か
に
の
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
お
と
夏
お
は
し
て
、

「
時
な
り
ぬ
。
く
る
ま
よ
せ
さ
せ
よ
」

な
ど
仰
け
れ
ば
、
中
な
ど
ん
殿
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
心
ち
し
て
出
給
ひ
ぬ
。
御
く
る
ま
七
り
や
う
、
み
ず
い
じ
ん
、
と
ね
り
ま
で
も
花
を
お

り
て
い
だ
し
た
て
給
へ
り
。
く
れ
か
坐
る
ほ
ど
に
た
か
く
ら
殿
へ
い
ら
せ
給
ふ
。
わ
か
ぎ
み
、
姫
君
ま
ち
つ
け
給
ひ
て
、
む
つ
ま
じ
う
め

づ
ら
し
げ
に
よ
ろ
こ
び
給
ふ
事
か
ぎ
り
な
し
。
ま
ん
所
、

「
北
の
か
た
の
御
か
た
ち
め
で
た
（
三
九
ゥ
）
し
と
は
き
こ
し
め
し
つ
れ
ど
も
、
か
ほ
ど
ま
で
と
は
お
ぽ
さ
頁
り
し
に
、
か
上
る
人
も

世
に
有
け
る
か
や
。
さ
だ
ふ
さ
が
こ
い
か
な
し
み
し
は
、
こ
と
わ
り
に
す
ぎ
た
り
」

と
ぞ
仰
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
も
今
は
お
ぽ
し
め
す
ま
ふ
に
う
れ
し
く
て
、
お
き
ふ
し
か
た
ら
ひ
ぐ
ら
し
給
ふ
。
北
の
か
た
は
き
ん
だ
ち
の

お
よ
ず
け
給
ひ
つ
る
を
御
ら
ん
ず
る
に
つ
け
て
も
、
行
ゑ
な
き
わ
か
ぎ
み
の
御
こ
と
を
の
み
つ
き
せ
ず
な
げ
き
た
ま
い
け
る
。

や
ょ
ひ
中
じ
ゅ
ん
の
比
、
か
つ
ら
の
宮
の
御
む
ほ
ん
に
よ
り
北
こ
ぐ
大
き
に
さ
う
ど
う
す
。
も
の
坐
ふ
あ
ま
た
せ
め
の
ぼ
る
と
き
こ
ゑ

け
れ
ば
み
か
ど
お
ど
る
か
せ
給
ひ
、
「
た
れ
を
か
さ
し
む
け
ら
れ
ん
」
と
大
将
ぐ
ん
を
え
ら
ま
せ
給
ふ
。
こ
上
に
右
大
将
の
ち
や
く
し
十

二
歳
に
な
り
給
へ
る
が
、
御
し
ん
ぶ
の
あ
と
を
お
ひ
御
こ
上
ろ
さ
か
し
く
よ
う
が
ん
う
つ
く
し
う
ま
し
ノ
、
け
る
を
、
う
ち
に
て
に
わ
か

に
御
げ
ん
ぷ
く
せ
さ
せ
た
ま
ひ
、
四
ゐ
の
侍
従
さ
だ
あ
き
ら
と
な
の
ら
せ
、
こ
の
君
を
大
し
や
う
ぐ
ん
に
と
せ
ん
じ
な
り
け
れ
ば
、
し
や

う
ぐ
ん
か
し
こ
ま
り
、
き
ち
れ
い
な
れ
ば
と
て
ほ
う
で
う
、
ち
上
ぶ
を
さ
ぶ
ら
い
大
将
に
て
、
五
ま
ん
よ
き
を
そ
へ
ら
れ
け
り
。
み
や
こ
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宮
は
大
き
に
な
き
さ
け
び
、

此
の
ち
は
し
ゆ
じ
や
う
、
上
く
わ
う
の
御
中
そ
ば
ノ
、
し
く
お
わ
し
け
れ
ば
、
院
の
み
か
ど
「
わ
が
御
あ
や
ま
り
」
と
い
ひ
な
が
ら
、

よ
の
中
は
し
た
な
く
お
ぽ
し
め
さ
る
坐
ま
坐
に
御
ぐ
し
お
ろ
し
、
せ
ん
ね
ん
つ
く
ら
れ
た
り
し
か
つ
ら
の
院
に
こ
も
ら
せ
た
ま
ひ
け
れ

ば
、
女
五
の
宮
は
女
院
と
ひ
と
つ
に
お
わ
し
け
る
が
、
月
日
に
そ
へ
て
物
く
る
お
し
く
な
り
ま
さ
り
給
ひ
つ
坐
、
つ
れ
の
御
さ
ま
と
も
み

へ
ず
う
っ
生
な
く
ま
し
ノ
、
け
れ
ば
、
女
ゐ
ん
御
ら
ん
じ
わ
び
て
し
や
う
ぐ
ん
の
ま
い
り
給
ふ
に
も
い
だ
し
ま
い
ら
さ
せ
た
ま
わ
ね
ば
、

ぱ
ず
、
又
袖

給
ひ
け
る
。

「
う
た
て
の
女
院
の
さ
か
し
ら
や
。
こ
い
し
き
人
に
、
な
ど
あ
わ
せ
た
ま
わ
ぬ
ぞ
」

と
て
、
ふ
し
ま
る
び
て
こ
が
れ
給
ふ
を
、
人
ノ
、
と
か
く
な
ぐ
さ
め
た
て
ま
つ
れ
ば
、
や
う
ノ
、
に
し
づ
ま
り
給
へ
り
。
後
に
は
我
と
御

ぐ
し
を
は
さ
み
お
と
し
て
あ
ま
に
な
ら
せ
給
ふ
を
、
ほ
う
わ
う
の
お
わ
し
ま
す
か
つ
ら
の
ゐ
ん
へ
わ
た
し
ま
い
ら
せ
ら
れ
て
、
ひ
と
つ
に

す
ま
せ
給
ひ
け
る
こ
そ
あ
わ
れ
な
れ
。
か
く
て
の
ち
も
し
や
う
ぐ
ん
は
む
か
し
に
か
は
る
（
四
○
ゥ
）
け
ぢ
め
な
く
ね
ん
ご
ろ
に
お
と
づ

れ
ま
い
ら
せ
、
け
つ
く
し
や
う
ゑ
ん
な
ど
た
て
ま
つ
り
給
へ
ぱ
、
今
ぞ
大
将
殿
を
あ
り
が
た
き
人
な
り
と
、
ほ
う
わ
う
も
女
ゐ
ん
も
お
ぽ

れ
ま
い
ら
せ
、
け
つ
〃

し
め
し
し
ら
れ
け
り
。

を
た
っ
て
い
ま
だ
き
び
は
な
る
人
の
こ
し
路
の
た
び
に
お
も
む
き
給
ふ
を
、
で
ん
か
に
も
こ
ん
ゑ
ど
の
に
も
お
ぽ
つ
か
な
が
ら
せ
給
ひ
け

る
。
み
の
鼻
く
に
ま
で
く
だ
り
給
へ
る
に
、
ほ
つ
こ
く
へ
此
よ
し
き
こ
へ
宮
に
た
の
ま
（
四
○
オ
）
れ
申
せ
し
あ
く
た
う
ど
も
、
か
な
は

じ
と
や
お
も
ひ
け
ん
こ
と
人
、
く
か
う
さ
ん
し
、
か
ぶ
と
を
ぬ
い
で
侍
従
ど
の
坐
御
て
に
く
は
坐
り
け
り
。
此
上
は
宮
も
御
ち
か
ら
お
よ

ば
ず
、
又
御
し
ゆ
つ
け
あ
り
ひ
そ
か
に
の
ぼ
ら
せ
た
ま
ひ
、
に
ん
わ
じ
御
む
ろ
の
か
た
は
ら
に
か
す
か
な
る
御
す
ま
ひ
に
て
ぞ
わ
た
ら
せ

し
や
う
ぐ
ん
は
ま
い
月
び
し
や
も
ん
へ
さ
ん
ろ
う
あ
り
け
る
が
、
卯
月
初
の
八
日
く
ら
ま
へ
ま
い
り
給
へ
る
に
、
ぺ
つ
た
う
出
あ
ひ
た

て
ま
つ
り
よ
も
や
ま
の
御
物
が
た
り
申
さ
れ
け
る
つ
い
で
に
、
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「
ぐ
そ
う
は
ち
や
う
あ
い
の
ち
ご
を
一
人
も
ち
て
候
。
こ
れ
に
つ
き
ふ
し
ぎ
な
る
事
の
さ
ぶ
ら
ふ
な
り
。
お
と
ふ
し
の
八
月
の
こ
と
に

て
候
ら
い
き
。
あ
る
よ
の
ゆ
め
に
た
う
寺
の
ほ
ん
ぞ
ん
ま
く
ら
が
み
に
あ
り
ノ
、
と
た
上
せ
給
ひ
て
、
た
く
せ
ん
有
け
る
は
、
『
つ
の

く
に
一
の
谷
の
山
中
に
我
う
ち
三
人
有
。
い
そ
ぎ
む
か
へ
て
や
う
い
く
せ
よ
と
』
御
む
さ
う
を
か
う
ぶ
り
し
か
ぱ
、
よ
の
あ
く
る
と
ひ

と
し
く
か
の
山
へ
わ
け
入
た
づ
ね
侯
ひ
け
れ
ば
、
あ
ん
の
ご
と
く
七
八
歳
な
る
ち
ご
の
世
に
う
つ
く
し
き
が
、
と
あ
る
岩
の
上
に
な
き
ふ

し
て
お
わ
し
け
る
を
、
ぐ
そ
く
し
て
か
へ
り
や
う
い
く
つ
か
ま
つ
り
侍
る
ほ
ど
に
、
し
よ
道
に
い
と
か
し
こ
ぐ
よ
う
が
ん
な
ど
は
な
ら

ぶ
ち
ご
も
な
く
さ
ぶ
ら
ふ
が
、
此
ち
ご
の
ま
な
こ
ざ
し
な
く
て
な
ら
ぬ
有
さ
ま
、
た
宜
君
の
御
お
さ
な
お
ひ
に
少
も
た
が
い
侍
ら
ず
。

も
し
お
ぽ
し
め
し
あ
た
る
事
な
ど
は
さ
ぶ
ら
わ
ず
や
」

と
申
さ
れ
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
一
の
た
に
の
山
中
と
き
こ
し
め
す
よ
り
、
「
ゆ
く
ゑ
な
く
う
し
な
い
候
ひ
（
四
一
オ
）
し
わ
か
君
に
や
」

と
い
と
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
ぺ
つ
た
う
に
、

「
ま
づ
そ
の
ち
ご
を
一
め
み
侍
ら
ん
」

と
仰
け
れ
ば
、
や
が
て
よ
び
よ
せ
給
ふ
。
け
ん
も
ん
し
や
の
ひ
た
ふ
れ
に
、
せ
い
が
う
の
大
口
を
き
給
へ
り
。
ま
こ
と
に
ま
な
こ
ざ
し
す

る
ど
く
、
色
し
ろ
う
じ
ん
じ
や
う
に
け
だ
か
く
う
つ
く
し
う
ぞ
お
わ
し
け
る
。
し
や
う
ぐ
ん
、

と
の
た
ま
へ
ば
、
ち
か
う
ま
い
り
給
ふ
。
御
ひ
ざ
に
の
せ
か
み
か
き
な
で
上
、

「
と
し
は
い
く
つ
に
な
り
給
ふ
ぞ
。
ち
上
は
坐
を
お
ぽ
へ
給
ふ
か
」

「
九
つ
に
な
り
侍
る
。
ち
上
を
ぱ
し
り
さ
ぷ
ら
わ
ず
。
は
ふ
を
ぱ
お
ぽ
へ
侍
る
」

と
の
た
ま
ふ
さ
ま
の
あ
て
に
な
ま
め
か
し
く
、
ロ
つ
き
の
か
ほ
り
か
み
の
く
ろ
う
ふ
さ
や
か
な
る
な
ど
は
、
く
る
す
の
に
て
み
そ
め
し
花

と
と
い
給
へ
ぼ
、

「
こ
ち
や
」
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栗栖野物語（翻刻）（伊井）

の
夕
ぱ
へ
に
い
と
よ
う
に
た
り
け
れ
ば
、
い
よ
ノ
＼
さ
に
こ
そ
と
お
ぽ
し
め
し
、

「
そ
の
は
上
は
い
か
や
う
な
る
人
に
て
か
侍
し
。
何
と
て
山
に
は
す
て
ら
れ
給
ひ
し
ぞ
。
か
た
り
た
ま
へ
」

と
有
け
れ
ば
、
か
の
い
き
ぎ
も
と
ら
れ
ん
と
し
給
ひ
し
事
よ
り
は
じ
め
、
あ
り
の
ま
上
に
か
た
り
つ
上
、

「
は
上
う
へ
は
か
た
ち
の
す
ぐ
れ
て
よ
く
侍
り
し
か
」

と
ゆ
か
し
う
お
も
へ
る
け
し
き
に
て
、
打
な
み
だ
ぐ
み
た
る
が
あ
わ
れ
に
ら
う
た
け
れ
ば
、
う
た
が
い
な
き
我
御
子
と
き
こ
し
め
す
に
つ

上
み
あ
へ
ず
は
ら
ノ
、
と
な
き
給
ひ
て
、

「
わ
れ
こ
そ
お
こ
と
の
ち
上
に
て
侍
れ
。
は
上
に
あ
わ
せ
侍
ら
ん
に
、
そ
れ
が
し
と
お
わ
せ
よ
」

と
仰
け
れ
ば
、
わ
か
ぎ
み
き
上
給
ひ
、
「
べ
つ
た
う
（
四
一
ゥ
）
の
も
と
な
る
ち
ご
ど
も
の
ち
坐
と
て
と
ぶ
ら
い
く
る
は
む
く
つ
け
き
か

ほ
な
る
に
、
わ
が
ち
上
は
わ
か
う
う
つ
く
し
く
や
ん
ご
と
な
き
人
に
て
お
は
し
け
る
よ
」
と
、
お
さ
な
き
御
心
に
も
い
と
う
う
れ
し
く

て
、
い
つ
し
か
御
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
に
ま
つ
わ
れ
む
つ
ま
じ
げ
な
る
御
け
し
き
を
、
み
た
て
ま
つ
る
そ
う
ど
も
、
ぺ
た
う
を
は
じ
め
す
み

ぞ
め
の
そ
で
を
ぬ
ら
さ
れ
け
れ
。
さ
て
右
大
将
殿
く
つ
た
う
に
も
こ
と
の
し
さ
い
を
く
わ
し
く
仰
あ
っ
て
、
わ
か
ぎ
み
を
引
ぐ
し
か
へ
ら

せ
給
ひ
け
る
。
う
へ
の
御
よ
ろ
こ
び
中
ノ
、
か
ぎ
り
な
く
、
で
ん
か
、
こ
ん
ゑ
殿
な
ど
に
も
き
こ
し
め
し
て
、
も
て
か
し
づ
き
給
ひ
ぬ
。

北
の
か
た
は
ま
た
こ
と
し
も
た
上
な
ら
ず
お
わ
し
け
る
が
、
こ
ぞ
の
に
こ
り
て
そ
の
き
わ
に
な
る
ま
で
ふ
か
く
つ
歩
み
給
ふ
。
さ
れ
ど

も
御
い
の
り
は
し
の
び
て
所
ノ
、
に
あ
ま
た
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
し
る
し
に
や
、
い
さ
些
か
の
つ
上
が
も
な
く
八
月
下
じ
ゆ
ん
に
ひ
か
る
や

う
な
る
姫
ぎ
み
い
で
き
た
ま
ひ
け
り
。
か
や
う
に
き
ん
だ
ち
あ
ま
た
に
な
り
給
ひ
、
つ
ぎ
ノ
、
せ
い
じ
ん
ま
し
ま
す
ほ
ど
に
、
御
げ
ん
ぷ

く
、
御
は
か
ま
ぎ
な
ど
当
て
、
こ
と
ぶ
き
の
た
ゆ
る
事
な
く
に
ぎ
わ
坐
し
く
（
四
二
ォ
）
と
め
る
御
家
の
う
ち
と
み
へ
た
り
け
り
。

く
ら
ま
に
て
御
ら
ん
じ
つ
け
た
り
し
わ
か
ぎ
み
も
、
十
一
に
て
御
げ
ん
ぷ
く
有
。
五
ゐ
の
く
ら
ん
人
よ
し
ふ
さ
と
な
の
ら
せ
給
ふ
。
こ

ん
ゑ
ど
の
に
て
た
ん
じ
や
う
な
り
し
わ
か
ぎ
み
を
ぱ
、
で
ん
か
御
や
う
ぐ
ん
に
し
た
ま
ひ
、
す
な
わ
ち
御
い
ゑ
を
つ
が
せ
給
ふ
。
大
姫
君
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は
十
三
に
て
と
う
ぐ
う
の
女
御
に
ま
い
り
給
へ
り
。
い
も
う
と
の
君
も
の
ち
に
は
、
春
宮
の
御
お
と
う
と
く
ら
ゐ
に
つ
か
せ
給
ふ
時
き
さ

き
に
た
ち
給
ひ
ぬ
。
さ
だ
ふ
さ
こ
う
廿
九
と
申
に
は
、
左
大
臣
に
に
ん
じ
給
ふ
。
ち
や
く
し
さ
だ
あ
き
ら
も
し
や
う
ぐ
ん
の
せ
ん
じ
を
か

う
ぶ
り
、
す
な
わ
ち
く
わ
ん
と
う
へ
下
ち
や
く
し
、
む
か
し
の
か
ま
く
ら
に
ゐ
し
や
う
を
し
め
、
東
か
い
だ
う
、
東
せ
ん
だ
う
を
お
さ
め

給
へ
り
。
二
な
ん
よ
し
ふ
さ
は
こ
と
に
さ
ふ
の
あ
い
し
に
て
、
こ
れ
も
し
や
う
ぐ
ん
に
な
り
て
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
だ
ざ
い
ふ
へ
く
だ
り
、

た
か
な
り
、
た
か
す
け
を
し
つ
じ
と
さ
だ
め
、
九
こ
く
ち
ん
ぜ
い
を
し
づ
め
給
ふ
。
さ
ふ
は
み
や
こ
に
き
よ
ぢ
う
し
て
う
か
を
し
ゆ
ご
し

た
ま
ひ
け
り
。
い
ま
だ
三
十
に
だ
に
な
り
給
わ
ぬ
人
の
、
御
子
の
き
ん
だ
ち
を
ぱ
東
西
の
し
や
う
ぐ
ん
に
な
し
、
御
身
は
花
の
み
や
こ
に

あ
り
て
一
天
四
か
い
を
た
な
心
に
（
四
二
ゥ
）
お
さ
め
、
御
か
ど
の
ゑ
い
り
よ
め
で
た
く
、
く
げ
に
も
ぶ
け
に
も
あ
ふ
が
れ
た
め
し
な
き

は
ん
じ
や
う
は
、
た
夏
こ
れ
ふ
よ
う
に
ち
や
う
じ
御
身
の
き
り
や
う
す
ぐ
れ
給
へ
る
ゆ
へ
な
り
。
あ
め
が
下
こ
と
人
、
く
お
さ
ま
り
は
て

上
、
四
つ
の
う
み
な
み
し
づ
か
に
ふ
く
か
ぜ
え
だ
を
な
ら
さ
ず
、
た
み
の
か
ま
ど
も
に
ぎ
わ
ひ
め
で
た
き
御
世
と
な
る
こ
と
も
、
さ
だ
ふ

さ
こ
う
の
御
こ
上
ろ
た
け
く
ま
し
ま
す
ゆ
へ
な
れ
ば
、
君
の
御
う
つ
く
し
み
あ
ま
ね
く
よ
も
つ
て
あ
ふ
ぎ
た
て
ま
つ
り
、
此
大
臣
の
御
代

を
ぱ
千
秋
万
歳
と
い
の
ら
ぬ
物
は
な
か
り
け
り
（
四
三
オ
）
。
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